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「じゃあ、これでＨＲホームルームを終わる」

　担任がそう言った途と端たん、麻生あそう渚なぎさはすっと上品に、だが、誰だれよりも素早く席を立った。

　その動きにあわせて、さらりと長い、ウェーブを描いた蜂はち蜜みつ色の髪が流れる。

　立ち上がると、すらりとした体のラインが露あらわになった。

　クラスメイトたちが、ほうっと感かん嘆たんのため息をつく。

「やっぱりいつ見ても綺き麗れいだよなあ……」

　なだらかな山を描く胸むね、きゅっとしまったウエストに、制服のミニスカートから伸びる長く細い足。

　そして、見事に整った美び貌ぼう。

　西洋の血が入っていると思わせる、白い肌に緑色の輝く瞳ひとみ。

「優ゆう雅がよねえ、仕し草ぐさ一つとっても」

　女子も賞しよう賛さんを惜しまない。渚は学園のアイドルなのだ。

　気品のある表情で、渚は帰り支度を始めていた。

　だが、クラスメイトたちは知らない。

　渚なぎさの心の中がたった一つのことで占められていることを。

　ラーメン。

　ラーメン、ラーメン、ラーメン、ラーメン、ラーメン。ラーメン。ラーメン。

　新作ラーメン！

　麺めん屋や一いつ急きゆうの、期間限定の大盛り冷れい麺めん!!

　しかも一日限定二十食！

　絶対、絶対、絶対、絶対、絶対、絶対に食べるんだから!!

　大だい丈じよう夫ぶ、落ち着いて。

　期末テストも終わって、今日から補ほ講こう。いつもより一時間は早く帰ることができる。

　今から、駅にまっすぐ向かって、中なか森もりラーメンストリートに行けば、夕方四時の開店前には余裕で着ける。

　最低、十人目くらいには並べるはずよ！

　さあ、一刻も早く帰らなくちゃ！

「麻生あそうさん、さようなら」

「さようなら」

　こちらを憧しよう憬けいの目で見てくるクラスメイトたちに、にこやかに挨あい拶さつする渚からは、『ラーメン』を連想させるものは微み塵じんもない。



    

  
    
      



    

  
    
      　ここ、浜はま森もり高こう校こうでは『上品で優しく、麗うるわしい完かん璧ぺきな美少女』として通っているのだ。

　そんな自分のイメージをぶち壊すことを、渚なぎさは絶対にしない。

　それが渚のプライドだ。

　あくまで高貴な学園のアイドル――

「おい、よだれをたらしそうだぞ。気をつけろ」

　ポンと肩を叩たたかれ、渚はぎくっとして振り向いた。

「だ、大だい地ち！」

　そこには、これからラーメンを一緒に食べに行く予定の山やまノの上うえ大地がいた。

　一見普通の男の子だが、ＵＭＡ好きの変わり者として知られている。

　なぜか渚とは気が合い、渚の猫かぶり――実は凶きよう暴ぼうでワガママ――も、人魚のハーフであることも、ラーメンが好きなことも、唯一知っている少年だ。

「わ、私、そんな顔をしていた？」

　渚は焦あせった。完璧に隠していたつもりだったのだが。

「いや、気づいてるのは俺だけだと思う。でも、おまえ、ずっと『ラーメン』のこと考えてただろ。オーラが見えたぞ。ラーメン、ラーメンっていう」

「っ！」

　言い当てられて、渚は唇くちびるをかんだ。

「く、悔くやしい。何よ、あんたなんか、ＵＭＡ好きの変人のくせに！」

　そう言って大地の首を絞しぼり上げたい気分だったが、渚はぐっとこらえた。

　何せ今はまだ廊下に、下校前の生徒たちが大勢いるのだ。

　期末テストも終わり、のんびりと補ほ講こうを終えて歓かん談だんしている生徒たちが。

　二人きりになったとき、覚えてなさいよ！

「おまえ、怖こわい顔してるな。変なこと考えてると、ラーメン食いに行かないぞ」

　大地が恐ろしそうに言う。

「くっ！」

　弱みをつかれ、渚はぐっと詰まった。

　しかも、また心の中で思っていることがバレている。

　表情には出していないはずなのに、怒っているのが。

　なぜだろう。

　よく一緒にいるせいだろうか。

　猫かぶりが大地にはどんどん通用しなくなっている。

「さようなら、大地くん、渚さん」

　声をかけてきたのは、クラスメイトの篠しの崎ざき朱あか里りだ。

　同じ高校一年生だが、下手をすれば小学生に見えかねないほどの童顔と百五十センチ弱の小さく華きや奢しやな体をしている。

　眼鏡めがねの奥には、瑞々しい大きい黒い目が輝いている。

　この子は可愛かわいい――。

　以前、騒がれる前から、渚なぎさは知っていた。

　しかも、朱あか里りは高校一年生にして、小説の新人賞を受賞するほどの才能の持ち主なのだ。

　それだけならまだしも――。

　朱里はなぜか、大だい地ちが好きらしいのだ。

　他にも色んな男はいるっていうのに、何でよりにもよってこのＵＭＡ好きの変人男を――。

　渚は唇くちびるを引き結び、でれでれしている大地を見た。

「ああ。朱里も二作目、頑張ってね」

「うん、ありがとう」

　さらっとそう言うと、朱里は笑顔を残して帰っていった。

　この前の『白はく蛇じや鏡きよう』の事件以来、朱里は余裕を持って大地と接している。

　名前で呼び合ったり、小説の話をしたり、今までよりも仲が良さそうだ。

　しかも、こうして渚と大地が二人きりでいても、朱里が焦あせりや嫉しつ妬とを感じていないのが感じられ、しゃくに障る。

　まるで、余裕のある恋人のような態度に見えるのだ。

　渚はまだ形の見えない、言葉にすらできない胸むねのもやもやを抱えていた。



　　　　　　　＊



「うう……」

　渚は箸はしを持ちながら、うめいた。

　場所は中なか森もりラーメンストリートの一角にある、札さつ幌ぽろの名店『麺めん屋や一いつ休きゆう』の支店。

　お目当ての大盛り冷れい麺めんが目の前にある。

　大盛りというだけあって、麺だけでなく、のっている具も盛りだくさんだ。

　見た目にも鮮やかで、食欲がわく――はずだ。

　現に、隣となりに座って食べている大地は幸せそうだ。

「うまいよなあ！　具も卵にチャーシューにきゅうりにキムチにっていろいろのっているのに、それが全然、おいしさを損なわない。豚骨と鶏ガラをじっくり煮込んであるこの秘伝のスープとまざると、いろんな味が楽しめるんだよな！」

「そうね……麺も素晴らしいわね。見た目の美しさといい、コシといい最高よね」

　暗く言う渚に気づかず、大地はガンガン食べ続けている。

　実際、おいしいのだ。だが、渚なぎさはいつものように、せっかくの味が堪たん能のうできなかった。

　渚はちらっと、すごい勢いで冷れい麺めんを食べている大だい地ちを見た。

「こいつのせいよ……」

　朱あか里りと大地のことを思い浮かべると、なぜか食欲が失せたのだ。

　さっきの教室でのやり取りや、山に行ってからの二人のことを思うと――。

　ようやく、大地が渚の異変に気づいた。

「おい、どうした？」

「何が？」

「だって、まだ半分しか食ってないのに箸はしが止まっているぞ。いつものおまえなら、とっくに三杯目……」

「!!」

　いつもながら、このデリカシーのなさ！

「いてっ！」

　渚はテーブルの下で足を蹴けってやった。もう定番になっている仕し草ぐさだ。

「何すんだよ」

「レディの扱い方がなってないのよ！」

「誰だれがレディだよ……怪物を素す手ででボコるレディがどこに……あっだだだだ！」

　今度はぎゅうううっと足の甲を踏まれ、大地は再び悲ひ鳴めいを上げる羽目になった。
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「さて、浜はま森もりに戻るか」

　店から出ると、大地は伸びをした。

　浜森。それが渚や大地が生まれ育ったところだ。

　東京からいくぶん離れた、ちょっとした田舎いなか町まち。

　普段は平和だが、たまに『魔の海』と呼ばれる魔ま物ものが住む世界とつながってしまう、不ふ思し議ぎな町でもある。

「ぷはあ、食った食った」

　つい焼き餃子まで頼んでしまい、大地は腹をさすった。

　渚がにこりと笑う。

「中なか森もりラーメンストリート、ほぼ制覇ね。次は全メニューに挑戦ね」

　渚が目を輝かせる。

　大地の倍は食べたというのに、余裕が感じられる。

　大地はそっと渚のウエストを盗み見た。

　両手でつかめそうな、細いウエスト。

　この華きや奢しやな体のどこに入るのだろう。

　人魚のハーフだから？

　あの怪かい力りきを維持するためには、これくらいのエネルギー源が必要なのかもしれない。

「何ぼうっとしてんのよ、大だい地ち！　置いていくわよ！」

「だから、そっちは駅じゃない……」

　大地の言葉に渚なぎさが真っ赤になった。

　渚は『超』のつく方向音痴なのだ。

「中なか森もりラーメンストリートに何度来たと思ってるんだ？　そろそろ駅への方向くらい覚えたらどう――」

　言いかけて、大地は渚の形ぎよう相そうを見てやめた。

「さ、帰ろう帰ろう」

「待ちなさいよ、大地！」

　背後から渚の声が追ってくる。

　大地は次第に早足になった。

　頭にふっと浮かんだのは、子どもの頃に読んだ『三枚のお札』という昔話だ。鬼婆に追われる坊主も、こんな気分だったのかもしれない。

「待ちなさいよ、大地！」

「いやなこった！」

　いつもの見慣れた光景。楽しく笑い合う二人。

　それが嵐あらしの前の静けさだと、そのとき誰だれが知っていただろう。

　

　浜はま森もりが間もなく、思いがけない災さい禍かに見舞われると知っているのは――この世でたった一人。

　それを行う男だけだった。



    

  
    
      
第一章　渚なぎさがスカウト!?





　中なか森もり駅から電車に揺られ、浜はま森もり駅に着いた頃にはもう、夕ゆう陽ひが空を赤く染めていた。

「ふう……」

　大だい地ちは駅前のシンボル、『物見の塔』を見上げながら大きく息を吐はいた。

　ここで生まれ育ったせいか、やはり浜森の空気を吸うと気分が落ち着く。

　浜森が自分の居場所なのだと、再確認する。

　特に何があるわけでもないのだが、リラックスできるのだ。

「うん、浜森に帰ってくると、やっぱり落ち着くわね」

　同じことを思っていたらしく、傍かたわらで渚がぽつりと言った。

「そうだな……」

　何気なく渚を見た大地は息を呑んだ。

　あまりに鮮やかだったのだ。

　渚の蜂はち蜜みつ色の髪が日暮れの風になぶられ、ふわふわと金の雲のように揺れているのが。

　夕陽に赤く縁取りされた髪は見事な黄金色に輝き、見る者の目を奪っていく。

「綺き麗れいだな……」

　大地は思わずつぶやいてしまった。

「え？」

「いや、なんでも」

「……もしかして、また私の悪口？」

　渚がじろっと睨にらむ。

「ち、違うよ、落ち着け！　こんな街中で、そんな鬼みたいな顔してていいのか、『天下の麻生あそう渚』が！」

　渚がはっとしたように周囲を見まわした。

　夕暮れ時どき。

　帰宅ラッシュ時じともあって、駅から人がどんどん吐き出されてくる。

　狭い土地柄だ。知り合いがいる可能性が高い。

「……しょうがないわね」

　渚の言葉にホッとしたのもつかの間、

「どこか、人ひと気けのないところに連れ込んで、吐かせるか……」

　渚がぼそっと物騒なことをつぶやく。

　凶きよう暴ぼう人魚の本領発はつ揮きだ。

「冗談じゃない！」

　逃げようとした大だい地ちの手首ががっちり握られる。

　傍目には、わからないだろうが、人魚のハーフは怪かい力りき持ちなのだ。

　ギリギリギリギリ。

　まるで万力に締めつけられているようで、ぴくりとも動かせない。

「ひ、ひいいいい」

　どうやって逃げようかと、必死で頭をひねった瞬間、

「あ、いた。渚なぎさちゃん！」

　周囲の人が一斉に振り向くほどの、女性の大声が駅前に響いた。

　渚が反射的に、さっと大地から手を離す。

　そして、女性の声に振り向いた渚が、

「げっ！」

　と『麻生あそう渚』らしからぬ声を上げた。

　ヒールの音をカツカツ立てて、小走りにこちらに向かってきているのは、ブルーグレーのスーツをびしっと着た長身の美女だった。

　黒く長い髪は、後ろで一つにきっちりまとめられている。

　タイトミニから伸びる長い足、踏まれたら絶ぜつ叫きようを上げそうなピンヒールが手強そうな印象を見る者に与えた。

　何よりインパクトがあるのが、バイタリティあふれる目の輝きだ。

　年齢は二十代後半だろうが、貫かん禄ろくがある。

　一言で言えば、迫力のある女性だった。

　彼女に命令されたら、部下は『否』とは言えないだろうな。

　大地は何となくそう思った。

「ちょうどよかったわ、渚ちゃん！　今、家に行こうと思ってたの！」

　対する渚は、苦手な犬が寄ってきた猫のように、じりじりと後ろに下がっている。

　まるで忍者かと思うような、見事なすり足だ。

「ま、政まさ美みさん！　なんで、わざわざ浜はま森もりまで！」

「プロデューサーに頼まれてさ。なんとか渚ちゃんをくどき落としてくれって」

　はあっと渚が小さくため息をついた。

　プロデューサー、そして政美と呼ばれる女性の醸かもし出す雰ふん囲い気き。

　これは、芸能界関連の話だな。

　大地はそう思った。

　今度新曲を出すと言っていたから、それ絡みだろうか。

「顔出しの件は断ったはずですけど……」

　渚が弱々しく言った。うつむき加減になり、両手をそっとスカートの前で組み合わせる。

　怖こわい大人の女性に詰め寄られ、困惑している気弱な少女――の演えん技ぎだった。大だい地ち以外は見破れないほどの。

　普通の人なら、哀れに思うだろう。

　だが、政まさ美みと呼ばれた女性は違った。

「でも、そのルックスをいかさないなんて、もったいないって、会議で全員一致してね」

　政美は渚なぎさの困り顔をまったく気にした様よう子すもなく、堂々と言い放つ。

　やはり見た目や雰ふん囲い気きから想像するとおり、女じよ傑けつっぽい。

「そ、そんなことを言われても……」

　渚が目を伏せる。

　長い睫まつ毛げが震えていた。

　大人しい女の子が本当に困っているように見える。

　芸能界でも猫をかぶっているのか。

　大地は感心しながら猫かぶりしている渚を見つめた。

「あら、こちらはどなた？　ボーイフレンド？」

「え？」

　いきなり政美の視線が飛んできて、大地はびくっとした。

　政美は値踏みをするように、大地を下から上までねめ上げる。

　すべてを貫くＸ線のような政美の視線に、大地は硬直した。

「あ、あの……」

「いえ、彼はただのクラスメイトです。『リラ』のことは知っていますから、大だい丈じよう夫ぶです」

　さらっと渚が言う。

「そうなの？」

　政美の目が疑わしげに光る。

　渚とは別の意味で怖い。

「そ、そうです……」

　大地は慌あわてて頷いた。

「ふうん……。私は豪ごう徳とく寺じ政まさ美み。『リラ』のマネージャーを担当しているの」

　名刺を渡され、大地はあわてて受け取った。

『リラ』とは、渚の歌手としての名前だ。

　実は渚は、覆面美少女歌手としてデビューしているのだ。

　その正体はクラスメイトたちにはバレているものの、渚に好意的な彼らは外に漏らしていない。

　そのため、今のところ『リラ』の正体は伝説となっている。

　芸能界に疎うとい大地はよく知らないが、『リラ』のＣＤは大ヒットしたらしい。

　その澄んだ歌声は一度耳にすると決して忘れないし、心を浄化してくれる。

　何せ、人魚姫のハーフが歌っているのだ。

「初めまして、山やまノの上うえ大だい地ちです」

　ようやく政まさ美みの目が離れ、大地はホッとした。

　凄すさまじい眼力だ。

　解放してくれた渚なぎさには感謝している。

　だが、胸むねはずきずき痛んでいた。

　理由はわかっている。

　渚に『ただのクラスメイト』と言われたからだ。

　まあ、そうなんだけど。

　なんで、俺、こんなに傷きずついているんだ？

　そんなことくらいで。

　大地が悩んでいる間、再び政美の渚への攻こう撃げきが始まった。

「付き合ってないなら、いいけど。私たち、あなたを売り出したいのよね～。ウチの事務所の新人タレント、どれもパッとしなくてさ」

　政美が値踏みをするように渚を見た。

「でも売り出したいのは、清純派としてのあなた。あの透き通った歌声とあなたの清せい冽れつで美しいイメージはぴったり。だから、スキャンダルはごめんよ。でも、本格的に活動するために東京に出てきたら、遠えん距きよ離り恋愛になるからまず続かないわね」

　一気にまくしたてる政美に、さすがの渚も呆ぼう然ぜんとしている。

「ちょっと政美さん、勝手に話を進めないでください！　私はタレントになるつもりもありませんし、東京にも行きませんよ！　私はただ、歌を歌っただけで――」

　ぎらっと政美の目が底光りした。

「私、本気よ。あなたをアイドルとして売り出したいの。あなたの歌声は充分話題性があったわ。次への布ふ石せきとして、顔出しをしたらミリオンも夢じゃないわ！」

「私はミリオンに興きよう味みはありません。今回の新曲も、ディレクターの加か藤とうさんに頼まれたから……」

　どうやら、次の新曲のパッケージに、是が非でも渚の顔写真を載せたいらしい。

　確かに、そのほうが売れ行きが倍以上になるだろう、というのは素人しろうとの大地にも想像がついた。

「ちなみに親おや御ごさんには了解はとってあるから。渚がいいようにって」

「ええ？」

　渚が声を上げた。

「東京にいる両親から連絡はなかったですけど……」

「そうなの？　東京でお会いして、許可はとってあるけど」

　政まさ美みがまるで印籠のように、両親の許可を掲かかげる。

「でも、私はお断りします。私、目立つのって苦手ですし……気が弱いですから」

　そっと渚なぎさがか弱げに、顎あごに手を当てる。

　あまりにそれらしくて、大だい地ちはふきだしそうになった。

　だが、足の甲を踏まれる前に、なんとかこらえた。

「とにかく、私、絶対に無む理りですから！」

　渚はきっぱり言ったが、政美はびくともしなかった。

「もうカメラマンも押さえてあるから」

「そ、そんな……無理です……」

　ふうっと政美がため息をついた。

「やっぱり私一人、一回だけじゃダメね。予想してたけど」

「え……」

　政美がキッと渚を見つめた。

　黒い大きな目が渚を射る。それは一歩も引かない覚悟をした武士のようだった。

「明日は土曜日だから、学校は休みよね？　契約書とか持って、加か藤とうディレクターたちと皆でお宅にお邪じや魔まするから。それから、社長自らお出ましよ」

「しゃ、社長まで来るんですか!?」

　渚が緑色の目を大きく見開いた。

「じゃあ、また明日！　早く東京に戻らなきゃ。よかったわ、駅前で会えて！」

　浜はま森もりに似つかわしくない都会の美女は、風を切るようにして去っていった。
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「ったく、あのババア！　強引なんだから！」

　声を潜めながらも、渚が毒づく。

　先ほどの大人しげな様よう子すなど微み塵じんもない。

　今にも目の前のコーヒーカップを握りつぶしそうだ。

「ババアは気の毒だろ。まだ若そうじゃないか」

　大地はあれから引きずられるように、駅の裏通りの年代ものの喫きつ茶さ店てんに連れ込まれた。

　縦長の店で照明が薄暗く、ジャズが大音量で流れている。一番奥に座ると周囲に話が聞かれない、密みつ談だんにぴったりの店だ。

「政美さんの味方をする気!?」

　渚の緑色の目がつりあがる。

「ち、ちがうけど……」

　いらついている渚なぎさには、抵抗しないのが一番だ。

　渚がイライラとテーブルを叩たたいた。

「それにしてもママったら！　この前、会ったばっかりじゃない！　しかも、私に連絡なしって……もう！」

「セシリアさんか……」

　渚の母はセシリアという。生きつ粋すいの人魚らしいが、普通の外国人の美女にしか見えない。

　今でも愛する夫とラブラブで、彼の仕事のために東京についていっている。

　輝くような金色の髪。渚によく似た美しい緑色の目。

　そして、渚の姉にしか見えない、若々しい美び貌ぼう。

　大きくやわらかい胸むねの感触――。

　大だい地ちはセシリアに抱きしめられた瞬間を、うっとりと思い出した。

「なあに、その甘ったるい顔！」

　鋭するどい声が飛び、大地は我に返った。

「え、ええ？」

　楽しい思い出が、うっかり顔に出てしまったらしい。

　じろりと渚が緑色の目で睨にらんでくる。

「あのさあ、大地って年上好きなの？」

「は？　いや違うよ、そんなことは！」

「ふうん、ならいいけど」

「顔出しは嫌いやなんだよな？」

　大地は慌あわてて話題を変えた。

　渚がふうっとため息をつく。

「まあね。目立ちすぎると鬱うつ陶とうしいことも多いでしょ。ストーカーとかさ。私は別にアイドルにも歌手にもなりたいわけじゃないもの。ただ、好きなときに歌いたいだけ」

「そうなのか……普段はあれだけ自じ己こ顕けん示じ欲よくが強いのになあ……」

「何か言った!?」

　こういうときの渚は地獄耳だ。大地は慌てた。

　何とか誤魔化さないと、命が危ない！

「い、いや、なんでもない。顔出しすれば確かにＣＤは売れるだろうけど、有名人になったら、ラーメンとか頻ひん繁ぱんに食べに行きにくくなるかもな」

　大地の言葉に、渚の顔色が変わった。

「ええっ!!　それは困るわ！　やっぱりやめとく！」

「ストーカーより、そっちが怖こわいのか……」

　大だい地ちは呆あきれて渚なぎさを見た。

「おまえ、本当にラーメンが好きだなあ」

「べ、別にそういうわけじゃないけど！　そ、それに、別にあんたと行く機会がなくなるのがイヤとかじゃないから！　勘違いしないでね！」

「は？」

　前半はともかく、後半の意味がわからない。

　渚がまた苛立ち始めた。

　美しい緑色の目がつりあがる。

「しかも、明日は社長まで来るなんて……煩わずらわしいったら！　私は未成年だし、こういうときは親がメインで対応するんじゃないの!?」

「ふ、普通はそうかもな」

「パパは仕事人間だし、ママはパパにべったりだし……。親ならもうちょっと心配しなさいよ！　まったくもって放任主義なんだから！」

　渚はぷりぷり怒っているが、これだけ強くてしっかりしている娘だと、つい放任になってしまうのかもしれない。

　そのとき、渚がキッと顔を上げた。

「明日はウチに来てね。場所は知ってるでしょ？」

「はあ？　何で俺が？」

　休日だし、特に予定もないが――関係もない。

「あんた、私一人で対応しろっていうの？」

　渚が憤ふん然ぜんと言う。

「で、でも俺は全然関係ないんじゃ……」

　俺は『ただのクラスメイト』だし。

　大地は渚の言葉がまだ胸むねに刺さっていることに気づいた。

　たかが、あんな一言がこんなに気になるなんて。

「いいから来て！」

　渚がぶすっと言う。

　その姿すがたから、大人がたくさんいるところで、たった一人で戦うという不安が伝わってきた。

　渚は死んでも「不安だから」なんて言わないだろうけど。

　つまり、俺をわりと頼りにしているってことなんだろうな。

　そう思うと、小さいことにこだわっているのがバカらしくなった。

「まあ、予定もないし、いいけど……」

「ほんと!?」

　渚なぎさの顔が、途と端たんに嬉うれしそうに輝く。

　その無防備な笑顔に、やっぱり渚が心細かったのだと大だい地ちは再認識した。

　まあ、いいか。

　これだけ信頼されてるし、喜んでるし。

　喜んでいる渚を見ていると、ホッとする。

「よかった！　明日、いつ彼らが来るかわからないから、朝の十時にウチに来てね」

　二人は喫きつ茶さ店てんを出た。

　さすがにもう夜の帳とばりが下りている。

　日の落ちた夜の空気は涼しく、心地よかった。

「さて、帰るか」

　そのとき、渚が大地の顔を覗き込んできた。

「な、なんだ？」

「ねえ、大地、あんた、さっきちょっと元気なかったわね。もしかして、まだお腹なかが減ってるの？」

「おまえと一緒にするな……」

　あまりの勘違いに、大地は頭を抱えたくなった。

　こいつは全然気づいていないんだな。

　大地ははっきり言うことにした。

「おまえさ、さっき政まさ美みさんに俺のこと、『ただのクラスメイト』って言ったよな」

「ええ。そうでも言わないと、地獄の追及が始まるからね。怖こわいわよ、政美さんって。大地なんか、徹夜で尋問されるわよ、私とのこと」

　渚があっさり言う。

「そ、そうか。……じゃあ、ただのクラスメイトじゃないのか、俺は」

　渚の目が大きく見開かれた。

「あったり前じゃない。私の本性を知っているのはあんただけなんだから！　そんな人がただのクラスメイトなわけないでしょ」

「あ、ああ、そうだな……」

「それに、何度も浜はま森もりを守るために、一緒に死線をくぐり抜けてきた同志でもあって、ラーメン仲間でもあるし、それに――」

　渚がぐっと詰まった。

　その頬ほおがほんのり赤くなったのは気のせいだろうか。

「なんでもない！　とにかく、明日ウチに来てね！　来なかったら、ボコるからね！」

　渚は手にした黒いヴァイオリンケースを、これみよがしに掲かかげた。

　そこに入っているのはヴァイオリンではない。

　魔ま獣じゆう具ぐと呼ばれる、魔の海の武器だ。

　見た目はただの枯れた木の棍こん棒ぼうなのだが、殴なぐられればもちろん痛いし、渚なぎさの歌声によって、封印されている『レヴィアタン』と名付けられた龍りゆうに似た強力な魔ま物ものを呼び出すことができるのだ。

「明日、十時よ！　わかった？」

　渚の言葉に、大だい地ちはこくんと頷いた。

　まだ死にたくはない。

「ああ、ちゃんと行くよ」
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「よかった！　ちゃんと来てくれて！」

　翌日の土曜日、大地は朝の十時ジャストに渚の家を訪ねた。

　渚が満面の笑えみを浮かべて歓かん待たいしてくれる。

　渚の可愛かわいいミニスカート姿すがたに、大地は一瞬、ドキッとした。

　客が来るとあってか、私服も気合いが入っている。

　にこにこしながら、渚が手招きしてきた。

「さ、入って！　私しかいないから、遠慮はいらないわよ！」

「あ、ああ……」

　二人っきりだから、余計に意識するのだが……渚はそれどころではないらしい。

「さあて、掃除、掃除！　大地！　リビングで掃除機かけて！」

「あ、ああ」

「私はカップの用意をしておくわ。今回は大所帯みたいだし」

　渚がいそいそとエプロンをつける。フリルのついた真っ白いエプロンをつけた渚は、いつもより数倍可愛く見えた。

　なんか……まるで新婚家庭の休日みたいだな。

　そんなことを連想してしまい、大地はカッと顔が赤くなるのを感じた。

「掃除機が終わったら、テーブルを拭いてね。それから廊下も掃除して！　あっ、水回りも掃除しなくちゃ！　手伝ってね！」

「あ、ああ……」

　落ち着け。俺は単に、こき使われにきたんだ。

　だが、動どう悸きは収まらない。

　明るい日差しが差し込むリビングで渚と二人っきりでいると、どうしてもこそばゆい気分になってしまう。

「さ、掃除、掃除！」

　大だい地ちはわざとらしく自分に言い聞かせ、掃除機のスイッチをいれた。

　二人でやると、手早くできる。

　一時間後には、リビングと水回りの掃除も終わり、キッチンもスタンバイＯＫとなっていた。

「ふうよかった。早めに終わって！　大地、お疲れ様！」

　渚なぎさが冷たい麦茶を出してくれる。

「さ、さんきゅ」

　渚にこんなに親切にされるのって初めてじゃないのか。

　そう思いながら飲んでいると、

「あんたもたまには役に立つのねえ……」

　と、しみじみ言われた。

「おまえなあ……人のことを何だと――」

「ああっ！」

　同じく麦茶を飲んでいた渚が悲ひ鳴めいのような声を上げた。

「肝心の玄関を掃除してないわ！　行くわよ、大地！」

　手を引っ張られ、引きずられるようにして大地は廊下に出された。

「お、おい、ちょっと、待てよ！」

　渚はもう前しか見ていない。ぐいぐいと大地を引っ張りながら廊下を進む。

　大地の足が、とうとうもつれた。

「うわっ！」

「え？」

　大地の悲鳴に、ようやく渚が振り返る。

　とめられなかった。

　大地は渚に覆おおい被さるようにして、廊下に倒れ込んだ。

「いててっ！　大だい丈じよう夫ぶか、渚！」

　大地は何とか両手で床を支え、渚を押しつぶさないようにした。

「うう……何とか」

　廊下に倒れた渚が、大地を見上げてくる。その距きよ離り、わずか三十センチほど。

　渚の緑色の目がまっすぐ大地を見つめる。

　廊下に、蜂はち蜜みつ色の長い髪が波のように広がっていた。

　大地はごくっと唾を飲み込んだ。

　これって、まるで俺が渚を押し倒しているみたいな――。

　そう思ったとき、

「お邪じや魔ましま―――――す！」

　元気いっぱいの政まさ美みの声が、玄関に響いた。
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「……で、本当に転んだだけなのね？　押し倒していたわけじゃなく」

　政美の冷ややかな視線を浴び、大だい地ちは体をすくめた。

　今日の政美は勝負服なのか、真しん紅くのスーツだ。

　こちらを見る鋭するどい目つきと併せて、迫力は昨日の倍はあった。

「あ、当たり前じゃないですか！　ちょっと足がもつれたんですよ！」

「ふうん、それならいいけど。渚なぎさちゃん可愛かわいいし。この家で二人きりだし。若い男の子だから仕方ないかもしれないけどねえ」

　うわ、この人、全然俺の言うことを信じてない！

　大地は愕がく然ぜんとした。

　まずい状況とみて、渚がすかさずフォローに入る。

「本当なんです。皆さんをきちんとお迎えしようと急いだから……私が全部悪いんです……」



    

  
    
      



    

  
    
      　渚なぎさが悲しそうに目を伏せる。

　ここで更に追い打ちをかけたら鬼だ、と思わせるほどの悲ひ哀あいに満ちた雰ふん囲い気きが醸かもし出されていた。

　さすがだ。

「まあまあ、もういいじゃないか。転んだだけだって言ってるんだし」

　そう取りなしてくれたのは、ヤクザかと見まがうようなパンチパーマのごついおっさんだ。迫力が並ではない。

「やあ、渚ちゃん、久しぶり」

　にっこり笑ってパンチパーマのおっさんが挨あい拶さつする。

　ストライプのスーツといい、手首から覗くごつい金時計といい、見れば見るほどテレビに出てくるヤクザそっくりだ。いや、本当にそっちの業界の人かも……。

「相そう馬ま社長、ご無ぶ沙さ汰たしています」

　渚が丁重に挨拶する。

　なるほど、これが渚が所属するプロダクションか何かの社長なのか。

　道理で威い圧あつ感かんがあるはずだ。

「お邪じや魔ましていいかな？」

「もちろんです！　どうぞ」

　そう言うと、相馬社長を先頭に、ぞろぞろと大人たちが上がってきた。

　来訪者は合計六人。

　男性が四人に女性が二人だ。

「これ、東京みやげ。よかったら食べてね」

　有名なお菓か子しの箱を政まさ美みが渚に差し出す。

　だが、その目は笑っていない。

　承しよう諾だくを得るまで、この家から一歩も動かないわよ。

　そんな気き迫はくに満ちている。

「遠いところ、お疲れ様でした。どうぞ、ごゆっくり」

　猫をかぶった渚もピリピリしているのが伝わってくる。

　こっちも気の強さでは負けていない。

　これから始まるバトルを予感させる緊きん張ちよう感が、徐々に高まってきた。

　いつゴングが鳴ってもおかしくない状態だ。

　いったい、どんなことになるのか――大だい地ちまでドキドキしてきた。

「相あい変かわらず、綺き麗れいな家だね。さすが建築家だ」

　そつなく相馬社長は誉ほめるが、初めて来るらしい若いスタッフたちは物珍しそうに、所狭しと飾られた渚の両親のラブラブ写真を見ている。

「こちらにどうぞ」

　渚なぎさがリビングに全員を通した。

「山やまノの上うえくん、手伝ってくれる？」

　そう言われ、大だい地ちは慌あわてて渚と一緒にキッチンに行った。
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「はああああああ……」

　キッチンに入るなり、渚がぺたんと床に腰こしを下ろし、ため息をついた。

　無む理りもない。

　いきなり押し倒されているようなシーンを見られたうえ、大人が六人もやってきたのだ。

　部外者の大地ですら、緊きん張ちようするほどだ。

「嫌いなのよね、私」

　渚がぼそっとつぶやいた。

「え？」

「パンチパーマ。見てたら、なんか気持ち悪くなってくるっていうか。だからできるだけ社長に会いたくないってのに……政まさ美みめえ……」

　渚が獰どう猛もうにうなる。

　……そこがポイントか。

　どうも大地が考えているよりずっと、渚の神経は太いらしい。

「いきなり、先制パンチってわけね……あ、これダジャレじゃないから！」

「おまえ、緊張してるわけじゃないの？　六人も大人が押しかけてきてさ」

「まあ、それもあるわね。あの相そう馬ま社長も政美も相当なタマだからね……どんな話が飛び出すか……。あんた、フォロー入れてよね」

「俺にいったい何のフォローが入れられるというんだ。あの顔ぶれで」

「とにかく、さっさと追い出すしかないわね。さ、お茶いれよう！」

　渚の指示どおり、大地はみやげの菓か子しを小皿に盛り、八人分のお茶をいれ、リビングに戻る。

　さすが猫かぶり。

　リビングに入るなり、トレイを持った渚がおどおどした笑顔を浮かべた。

「どうぞ」

「や、これはお気遣い申し訳ない」

　相馬社長が軽く手を挙げる。

「いえ、とんでもない。こちらこそ、遠えん方ぽうからわざわざお越しいただいて、ありがとうございます」

「大勢で押しかけて悪いね。まずは自己紹介でもしようか。私や政まさ美み、それに音楽ディレクターの加か藤とうはもう知ってるよね」

「はい」

　ディレクターの加藤という、四十過ぎくらいの痩やせた男だけが罪悪感を顔に出している。

　もともと、渚なぎさの父の知り合いでＣＤを出そうとしたのが彼なのだろう。

　こんな展開になって、戸と惑まどっているようだ。

「こちらはカメラマンの小こ牧まきくん」

「初めまして、小牧です」

　小牧はいかにもカメラマン、といったおしゃれな外見をした三十くらいの男だった。

　淡い色のサングラス、形よく整えた顎あごヒゲ。着ている服も、シンプルだが個性を感じさせる。きっと、いい値段がするのだろう。

　声も渋く、クールな雰ふん囲い気きをしている。

「小牧くんはね、今、才能を見いだされてひっぱりだこなんだよ！　ほら、あの美び聖せい堂どうのダイアンのポスター、彼が撮ったんだよ」

「ああ、すごく評判になっていますね。ダイアンの新しい魅力を引き出したとか」

　渚がそつなく誉ほめる。

　大だい地ちはこそっと囁ささやいた。

「全然意味がわからないんだけど」

「美聖堂っていうのは、業界大手の化け粧しよう品メーカーで、ダイアンっていうのは有名なハリウッド女優！」

　相そう馬まが自じ慢まんげに彼を見る。

「そんな小牧くんに撮ってもらえるなんて、こんなチャンス、なかなかないよ？」

「そうですね。そんな機会、めったにないですよね」

　渚が笑顔でさらっとかわす。

　だが、ここでゴリ押しをする気はないようで、相馬社長はさっさと他の二人の紹介に移った。

「あと、事務所に入ってきた新人を連れてきた。二人とも、偶然二十四歳同士だ。男のほうは、中なか畑はた努つとむ、女のほうは伏ふし見み亜あ希き。どっちもマネージャー候こう補ほだから、こきつかって鍛きたえてやってよ」

「初めまして！」

　二人とも明るい性格らしく、年下の渚にも丁てい寧ねいな態度で名刺を渡した。

　中畑は短髪の明るそうな男性で、亜希はグラマラスで気さくそうな女性だった。

「では、こちらも紹介させていただきますね。クラスメイトの山やまノの上うえ大地くんです」

「あ、ああ、どうも初めまして」

　大だい地ちは慌あわてて頭を下げた。

　ひとしきり挨あい拶さつが終わると、座が落ち着いた。

　政まさ美みがさっと足を組み、じろっと大地を見る。

　――邪じや魔ますると許さないわよ。

　そう言いたげな視線に、大地はびくびくした。

「で、ただのクラスメイトの大地くんがいるのはどういうわけなのかしら？　今日はお仕事の話のはずでしょう？」

「友達なのかい？　ぜひ詳しく話を聞きたいねえ」

　相そう馬ま社長の目も光る。

　ひいいいいい。

　逃げ出したい。だが、ここで逃げたら、もっと恐ろしいことになるのは火を見るより明らかだ。

　それは、他の人に見えないように、さりげなくシャツをつかんでいる渚なぎさの手の力でわかる。

「実は、彼は芸能界に興きよう味みがあるので、同席したいと言いまして」

「ふへえ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった大地は、ぎゅっと背中をつねられる。

「いつもお世話になっているクラスメイトなので、その雰ふん囲い気きだけでも味わわせてあげたいと思って……」

　無む理りに頼まれて断れなかった。

　そんなニュアンスたっぷりに渚が言うものだから、大地は気が気ではなかった。

　怖こわい……。

　芸能界に興味など、かけらもないというのに。

　完全に俺が悪者というか、厚こう顔がん無む恥ちで空気が読めないバカ高校生じゃないか。

　どんな冷たい視線を浴びるかと、大地はびくびくした。

　だが、社長をはじめ、大人たちは、

「ほう」

　と逆に興味深げに大地を見つめてきた。

　そこに軽けい蔑べつはない。むしろ、そのやる気を認めるような雰囲気があった。

　大地は冷や汗をかきつつ笑顔を浮かべ、そっと渚を見た。

「こ、こいつ……」

　あっさり俺を売りやがったな。

　さすが猫かぶり学園アイドル。自分を守るすべをよく心得ている。

　後で覚えてろ――と言いたいが、どうせ何も言えないんだろうな。

　渚なぎさに逆らえたことなど、一度もないのだ。

「それはともかくとして」

　こほん、と渚が小さく咳をした。

「私、顔出ししませんから」

　渚がきっぱり言いきった。

　だが、渚の決意は大人たちに届いていないようだ。誰だれも動じていない。

「それがね、もうそんなレベルの話じゃなくなってるのよねえ」

　政まさ美みが不ふ敵てきに笑う。

　やっぱり、更に裏があったか――。

　渚と大だい地ちはごくりと唾を飲み込んだ。
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「ドラマ？」

　思いがけない言葉に、さすがの渚も唖然としていた。

　政美が当たり前のように頷く。

「そう。秋から始まる連続ドラマ！　ゴールデンタイム！　しかも主役は今、売り出し中の藍あい原はら了りよう！」

「そ、それと私に何の関係が……」

「プロモーションよ、宣伝の一環！　新曲の発売と合わせて、ドラマ出演でテレビにも出たら、話題になるでしょう!?」

　渚がもじもじとうつむく。

「あ、あの、突然の話で、びっくりして……」

　さらっと蜂はち蜜みつ色の髪をかきあげて、こわごわというように政美を見上げる。

「それに私、演えん技ぎなんてしたことなくって……」

「ゲホン、ゴホン」

　……おまえほどの名女優はいないと思うぞ。

　こと、猫かぶりの演技に関して。

　そうツッコミたくなるのを、大地は咳払いして誤魔化した。

「だ―――いじょうぶよ！　主演の藍原からして、大根なんだし。要は、ハンサムな男の子と可愛かわいい女の子をたくさん出して、視聴率をとろうっていうドラマなんだから！」

　政美があけすけなことを言う。

「渚ちゃんのほうが、よっぽど演技がうまいかもよ？　それに、一話だけのゲスト出演なの。田舎いなかに遊びに来た主人公、藍あい原はら了りようがよろめく、地元の美少女って設定。だからセリフも少ないし、そんなに構えることないから！」

　もう政まさ美みはノリノリだった。

「きっと渚なぎさちゃんの清潔感あふれる美少女っぷりに、視し聴ちよう者しやから問い合わせがテレビ局に殺さつ到とうすると思うの。ＣＭ出演の依頼とかガンガンきて、そして満を持してＣＤを発売、そしてミリオンセラー……」

　政美がうっとりと、宙を見上げて力説する。

　完全に妄もう想そうの世界に入っている。

　渚がため息をついた。

「……ＣＤのジャケットの顔出しも嫌いやだって言ってるのに、どういうことですか、ドラマなんて」

　バアン！

　凄すさまじい音がリビングに響いた。

　政美がテーブルに両手を叩たたきつけたのだ。

　みんな政美の奇行に慣れているのか、驚おどろいているのは渚と大だい地ち、それに加か藤とうディレクターだけだ。

「チャンスなのよ！　すごく！　タレント志望の子が喉から手が出るほど欲しがっているチャンスなの！」

　政美がぐっと顔を突き出してくる。

「あ、私、別にタレントになりたいわけじゃないんですけど……」

　渚が怯えたようにのけぞる。

　だが、本気で怖こわがっていないのが大地にはわかった。

　魔ま物ものと戦ってきた女の子なのだ。これしきのことで揺らぐわけがない。

「でも、たくさんの人に歌を聴いてほしいでしょ？　今はただ、ＣＤを出すだけじゃ売れないのよ！　話題性！　効果的なプロモーション！　とにかく世せ間けんに興きよう味みを持ってもらわないことには売れないのよ！」

「はあ……」

　渚がさすがに疲れた顔をしている。

　これは演えん技ぎではないだろう。

　大地は渚が可哀かわい相そうになってきた。才能があって美人っていうのも大変なんだな。

　政美は渚を『商品』として見ている。しかも、かなり売れると考えているので、一歩もひかない様相を見せていた。

「……渚ちゃん」

　静かに相そう馬ま社長が口を開いた。

　見かけに反し、優しげな口調だった。

　だが、その効果は絶大だった。一瞬にして、スタッフたちが――小こ牧まきカメラマン以外――居住まいを正したのだ。政まさ美みまでもが。

「きみが躊ちゆう躇ちよするのもよくわかるよ。今の時代、顔出しをするのって、ある意味、勇気がいることだからね。リターンも大きいが、リスクも大きい」

「……」

　渚なぎさがじっと相そう馬ま社長を見つめる。

　そんな渚を相馬が、慈じ愛あいを込めた目で見つめ返した。

「でもね、きみほどの美び貌ぼうと美声を知らずに人生を終えるっていうのは、すごくもったいないことだと思うんだ。きみにはそれだけの魅力がある。他の人を幸せにしてあげるために、勇気を出してみないか？」

「あ、あの……」

　さすがに渚もすぐに反論できないようだ。

　声を大きくしていないのに、だんだん相馬社長の言葉が力強く聞こえてくるのが不ふ思し議ぎだった。

「もちろん、バックアップはさせてもらうよ。変な奴を近づけさせたり、興きよう味み本位の記事を書かせたりさせないし、きみのプライバシーをできるだけ守るようにするから」

「う……」

「きみもＣＤを一枚出しているんだ。聴いてほしいだろう？　自分の歌を、多くの人に」

「それは――」

　渚がぐっと詰まる。

　やられた。

　最後に切り札を持っていたわけだ。

　優しげに見えて、相手をどんどん追い詰めていく。直球勝負の政美より、よっぽど喰えない。

「わかったわ。こっちも譲じよう歩ほする」

　政美が、その大きい胸むねの前でぐっと腕うでを組んだ。

「その大だい地ちくんも、ドラマにちょっとした役で出すわ。それでどう？」

「はああああああ!?」

　大地は思わず叫んだが、政美は見向きもしない。

　ただ、渚だけを見ている。

「それでいいでしょ!?　あのドラマにはチョイ役でも出たいっていう子が山ほどいるのよ。それを素人しろうとを出すっていうんだから」

「よくないです！」

　大だい地ちは必死に言ったが、やはり相手にしてもらえない。

「……渚なぎさちゃん、もうすべて動き出しているんだ。大きな波が来ているようなものだ。もう誰だれにも止められない。それはきみも感じているだろう？」

　相そう馬ま社長の言葉に、渚がぐっと唇くちびるをかんだ。

「……わかりました。ただ、条件があります」

「何？」

「ジャケットの写真はぼやかした感じにするか、横顔など、はっきり顔がわからないようにしてください。あと、ドラマの出演時は、ポニーテールか何か、今とは違う髪型にさせてください」

「……考えておこう」

「それから！」

　渚が大きく息を吸い込んだ。

「撮さつ影えい期間中、後学のために山やまノの上うえくんを同席させてください。出番以外でもずっと」

「彼をずっとそばに置くの？　まあ、別にいいけど」

　相馬社長がちらっと大地を見る。

　別に睨にらまれたわけではないが、大地はびくっとした。

「じゃあ、決まりね！　さ、書類にサインして！」

　政まさ美みが楽しげに、バッグから契約書を出してきた。
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「……おまえが変な嘘うそつくからー」

「うううう……だって、急にいろいろ言われて混乱したんだもん！」

　渚は頭を抱えていた。蜂はち蜜みつ色の豪ごう奢しやな髪がくしゃくしゃになってしまっている。

　そんな渚を見ていると、ちょっと憐あわれになってくる。

　いつもは強気で堂々としている渚だが、やはり普通の女子高生であることは間違いないのだ。

「ま、しょうがないよ、引き受けたんだし。仕事として割り切らないと。まあ、おまえはよくやったと思うよ」

「ほんと？」

　がばっと渚が顔を上げる。

「ああ。あんな海うみ千せん山やま千せんの相手に押されっぱなしじゃなくて、ちゃんと条件をつけて言いなりにならなかっただろう？　すごいと思うよ」

「ありがとう……」

　珍しく、渚なぎさが素直にお礼を言った。

　猫かぶりではない、心からの感謝が伝わってきた。

　感謝の気持ちがこもった渚の笑顔は本当に可愛かわいかった。

　思わず抱きしめたいと思うくらいに。

「うっ……」

　手を伸ばしたい衝しよう動どうを、大だい地ちはこらえた。

「まあ、俺もついてるし、何とかなるさ」

「そうね。全然頼りにならないけど、何かのときのスケープゴートにはなるわね」

「……っ、この女！」

　ちょっと可愛いと思ったらこれだ。

「もういい！　とうぶんラーメンは食べに行かないからな！」

「ええええええええっ!!　そんなひどいこと言わないでよ！　絶望するじゃない!!」

　渚の絶ぜつ叫きように大地は呆あきれかえった。

「……おまえ、そんなことくらいで絶望するのか。ある意味、幸せなやつ……」
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「いやー、よかったよかった。順調にいきそうですね」

「ミリオン、いくかもよ！」

　嬉うれしげにスタッフたちが麻生あそう邸を後にしていく。

「さっそく連絡しなくちゃ！」

　政まさ美みが上じよう機き嫌げんで携帯電話を手にする。

　そのとき、ドンと政美の肩が何かに当たった。

「あ……」

　曲がり角かどに来たことに気づかなかった。

　角を曲がってきた若い男性とぶつかってしまったのだ。

「ごめんなさい！」

　言いながらも、政美は一瞬にして二十歳くらいの男性を眺め回した。

　反射的なものだ。

　いい素材であれば、いつでもスカウトしてみる。

　意外とこういう田舎いなかに、次世代のアイドルが埋もれていたりするのだ。

　白いシャツに黒いパンツをはいた青年。

　身長は百七十センチくらい。体重は五十四キロほどだろう。平均よりかなり細い。

　顔立ちは整っているが、華はなやかさに欠ける。あまりカメラ映えするような感じではない。

　いわゆる『普通の男の子』だ。

　青年は軽く会え釈しやくすると去っていった。

「ちょっと暗い感じだけど、イケてますねえ。すらっとしていて」

　新人スタッフの亜あ希きがうっとり言うので、政まさ美みは苦笑した。

「亜希の好みってだけでしょ。あんた、ああいう細いの好きだから」

　再び携帯電話をかまえた政美は、ハッと足を止めた。

　目の前を、大きな黒い影がさっと横切ったからだ。

　それは四つ足で、は虫類っぽく見えた。

「なんだ今の？　トカゲか？　それにしてはでかかったなあ」

　相そう馬ま社長が言ったので、幻ではなかったらしい。

「び、びっくりしたあ……」

　は虫類や両生類が苦手な亜希は、手に胸むねを当てている。

　よっぽど驚おどろいたらしい。

「ちょっと東京近辺じゃ見ない大きさですよね」

「ていうか、ワニくらいなかったですか？」

　新人スタッフの中なか畑はたが興こう奮ふんしたように言っている。

「大げさよ。さ、それどころじゃないんだから。絶対、『リラ・プロジェクト』を成功させるんだから！　行くわよ」

　政美は勇ましく、ヒールの音をかち鳴らしながら道を進んでいった。

　余計なことは考えない。

　まっすぐ自分の信じる道を突き進むのみだ。

　都合の悪いことは即刻、脳のうから削除。

　政美が『ブルドーザー』と陰で言われる所以のポリシーだ。

　その勢いに押されるようにして、中畑たちも歩き出した。

「気のせい……だよな。それにしても、やっぱり田舎いなかなんだなあ。浜はま森もりは」

　よっぽど気になるのか、中畑がちらっと振り返った。

　つられて政美も足を止めた。

　だが、そこにはもう、何もなかった。



    

  
    
      
第二章　東京バトル





　週が明け、月曜日になった。

　大だい地ちは朝一で登校すると、必死でＵＭＡの本を読んでいた。

「うん、幸せだなあ。」

　久しぶりに新作が出たのだった。

　作者は草くさ野の壮そう一いち郎ろうという、日本のＵＭＡ研究の第一人者といっていい人だ。

　もちろん、大地は大ファンだ。

　今回は日本ではなく、アフリカでのＵＭＡ捜しの体験を書いている。

　熱意あふれるルポ。

　大地は胸むねがはやるのを抑えることができなかった。

　夢中になって読んでいると、

「何読んでるのよ？」

　覆おおいかぶさってきたのは、蜂はち蜜みつ色のウェーブヘア。

「あんた、またこんなの読んでるの？」

　渚なぎさがさっと本を奪い取る。

「なになに……『アフリカの奥地で見た！　奇跡のＵＭＡを！』草野壮一郎ねえ……」

「ようやく出たんだ、草野さんの新作が！　俺、一年も待ったんだ。この人の本は全部持ってる！　何せ、草野壮一郎っていったら、日本を代表するＵＭＡ探検家で、海外でも有名で――」

　大地はうっとりと言った。

「ふうん」

　大地はハッと我に返った。

　また熱弁してしまった。

　冷たい目を向けられると思いきや、

「そんなに面白いなら、私も読んでみようかな」

　と、意外なことを渚が口にした。

「ええっ！」

　大地は思わず驚おどろいて声を上げた。

　その瞬間、渚がハッとしたように顔を上げた。

「あ、あの……ほら、一応、ＵＭＡ研究会に入ったわけでしょ？　別にあんたが読んでたからってわけじゃなくてさ、少しは勉強しないとと思ってさ」

　なぜ渚の顔が赤くなっているのかよくわからないが、大地は素直に感心した。

「おまえって真面目で努力家だよなあ……」

「そうよ！　学年トップクラスを維持するために深夜まで勉強してるし、今朝だって十キロ走ったうえ、ストレッチに……って、そんなことはどうでもいいのよ！」

　渚なぎさが本を大だい地ちに返す。

「金曜日に『リラ』のジャケットの撮さつ影えいが都内であるの。一緒に行かない？　補ほ講こうは水曜までだし、終業式までの登校日って来週のテスト返却日くらいでしょ？」

「と、東京？」

「そうよ。当たり前じゃない。浜はま森もりで撮影するわけないでしょ」

　東京か……。

　行ってみたい気持ちはある。

　秋あき葉は原ばらにしかない店に置かれている、ＵＭＡのフィギュアがあるらしい。

「……とぼしいお小遣いをかき集めれば、電車賃くらい何とかなるか」

　最近、渚のラーメン店巡りに付き合って、散財してしまったので心許ないが。

　浜森から東京まで、普通に電車を乗りついでも五千円くらいするはずだ。

「私の付き添いってことで、電車のチケットとホテルもとってもらってあるから、それは心配しなくていいわよ。ご飯だって、夜は撮影の打ち上げがあるし」

「そ、そうなの？」

　全部タダ？

　そんなうまい話があるんだろうか？

「言っとくけど、私がうまく丸め込んだんだからね。『一人じゃ不安だし、タレント志望の友人の勉強にもなるので、二人分お願いします』って！」

　渚が胸むねを張る。

　その豊かな膨らみに、ドキッとしながら大地は手を合わせた。

「さんきゅ……って別に俺、東京に行かなくてもいいんだけど……」

　渚の肩がぴくっと動いた。

「あんたねえ……タダで東京に行けるのよ？　もうちょっとありがたがったらどう？」

「そ、そうだよな……」

　ここ数年、家族旅行も行かなくなったし、遠出は久しぶりだ。

　学生のとぼしい小遣いで行けるところなど、ごく限られた範囲なのだ。

　そう思うと、気持ちが浮き立ってきた。

「早めに撮影が終われば、打ち上げまで自由時間だし、あんたの行きたいところに付き合ってあげてもいいわよ」

「ほ、ほんと？　じゃあ、俺、アキバに行きたい！」

「あ、アキバ？」

　渚なぎさが怪け訝げんそうに問い返す。

「秋あき葉は原ばら！」

　渚が額に手を当て、ふうっとため息をついた。

「予想はしていたけど、やっぱりそこなわけね……まあ、あんたから、表おもて参さん道どうとか吉きち祥じよう寺じとか恵え比び寿すって出るほうが不ぶ気き味みか……」

「？　どこ、それ。東京？」

　大だい地ちはきょとんとした。渚の緑色の目がみるみる大きく見開く。

「……あんた、まさか、東京で知ってる街って秋葉原だけなの!?」

　渚が呆あきれきったように言うので、大地はムッとした。

「あと、池袋とか新宿も知ってる！」

「……微び妙みようなチョイスね……小学生でも知っていそうな」

「あ、あの大地くん、ちょっといいかな……」

　おずおずした声が近づいてきた。

　さっと渚が表情を変える。いつもの気品ある、猫かぶりの顔だ。

「ごめんなさい、お話の邪じや魔まをして」

　朱あか里りが心配そうに渚を見つめる。

　渚がにっこりと、上品な笑えみを浮かべた。

「気にしないで。大した話はしていないから。それより、なんだったら席を外しましょうか？」

「あ、大だい丈じよう夫ぶ！　ちょっと大地くんを誘おうと思ってるだけだから」

　朱里が慌あわてて手を振る。

　ぴくん。

　ほんのわずか、渚の唇くちびるがひきつったのを、大地も朱里も気づかなかった。

「あの、大地くん……今週の金曜日に一緒に東京に行かない？」

「ええっ！」

　大地は驚おどろいて、思わず渚を見た。

　渚は猫をかぶりながらも、驚きを隠せないでいる。

　今週の金曜日に東京。まるっきり同じ日、同じ場所に誘われるなんて。

　二人の驚きを別の意味で誤解した朱里が、慌てて補足した。

「急に東京なんてびっくりするよね。金曜日に私が受賞した出版社で、別の賞のパーティーがあるの。担当さんが、それに来ないかって言ってくれて。次の日に打ち合わせもいれられるし、いろいろな人に紹介したいからって」

「へえ……」

「ああ、確か蒼そう明めい社しやは、いくつも賞を持ってるわよね。篠しの崎ざきさんがとったのは純文学系の群ぐん青じよう新人賞だったけど……今回はミステリか何かの賞が発表されてたわね」

　渚なぎさは新聞もちゃんと読んでいるようで詳しい。

「あ、それなの。蒼そう明めい社しや推理賞の受賞パーティーで……」

　朱あか里りが大だい地ちに向き直った。

「そのパーティーにね、ＵＭＡで有名な作家さんも来るらしいの。草くさ野の壮そう一いち郎ろうさんっていう人なんだけど」

「草野さんが!?」

　大地は思わず声を上げた。

　ちょうど彼の新刊を読んでいるところなのだ。

「うん……以前、担当さんにＵＭＡ研究会に入ったって話したら、会わせてあげるよって言われていて……それで、友達も連れてきてもいいですかって言ったら、ＯＫもらったから、よかったら一緒に行かない？」

「草野壮一郎さんに会える……？」

　信じられない！

　ずっと憧れていた人なのだ。

　エッセイやルポで人柄は何となく知っているが、実物はどんな人なのだろう。

　ずっと気になっていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「行きたい！」

　大だい地ちはそう叫びそうになった。

　だが――大地は渚なぎさをちらっと見た。

　しかし、同じ日なんだよなあ……。

「ごめん、行きたいんだけど、その日はもう予定が入ってるから……」

「そうなの……」

　朱あか里りが残ざん念ねんそうに目を伏せる。

　せめて違う日だったら……。

　肩を落とし、がっくりしている大地を見ていた渚が口を開いた。

「篠しの崎ざきさん、パーティーの場所はどこなの？」

　いきなり渚に声をかけられ、朱里が驚おどろいたように答えた。

「あ、赤あか坂さかのキングホテル」

「確か、出版社のパーティーって夕方過ぎからよね？」

「え、ええ。六時から受付で、六時半から開始です……」

「撮さつ影えいは二時からだから、さすがに六時半には間に合うでしょ。どっちも都内だし、掛け持ちくらいできるわよ」

「じゃあ、行けるってこと？」

「そう」

「やった！」

　大地はそれこそ跳び上がった。

「じゃ、じゃあ、担当さんに大地くんも行くって言っておくね」

　大地の喜びように驚きながらも朱里が言ってくれた。
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　自分がわからない。

　なんで、私、掛け持ちの話なんか持ちかけたんだろう。

　渚は幸せそうに「サインもらえるかな～」と相そう好ごうを崩している大地を見つめた。

　篠崎さんと大地が一緒にいるのが気にくわないのに。

　もっと二人が仲良くなるかもしれないのに。

「はあ……」

　渚はため息をついた。

　それもこれも、目の前のバカがお菓か子しをとりあげられた小さい子どものように、露ろ骨こつに悲しい顔をしたからだ。

　そして、行けるとなれば、今のように大喜びをするとわかっていたからだ。

「渚なぎさ、本当にありがとう！　うわー、草くさ野のさんに会えるなんて、すごいラッキー！」

　大だい地ちのあまりの喜びように、渚はちょっと釘をさしたくなった。

「……まあ、いいけど。こっちは交通費と宿泊代まで出してもらってるんだから、あんたの分も。パーティーが終わったら、こっちの打ち上げにも合流してよね」

「あ、ああ、わかった。ごめんな、浮かれすぎて」

　大地が照れたように頭をかいた。

「べ、べつに……」

　素直に謝られ、渚は自分の狭量さが急に恥ずかしくなってきた。

「滅めつ多たにない機会なんだから、楽しんできたら。ちょうど草野さんの本も読んでたことだし、話が弾はずむかもよ」

「うん……。パーティーは二時間くらいらしいから、すぐに戻れるから」

「い、いいわよ、そんな慌あわてて帰らなくても」

　渚は顔をそむけながら言った。

　だが、大地が気にしてくれたのが、密ひそかに嬉うれしかった。
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「こ、これがグリーン車かあ……」

　大地が感動したように車内を見回す。

「ちょっと！　後がつかえてるでしょ！　早く進んで！」

　渚に蹴けられ、大地は転がるようにして新幹線の通路を進んだ。

　大地は手にした新幹線のチケットを見た。

「えーと、７のＢ……ここか」

「あんた、どうせ窓側がいいでしょ。代わってあげるわよ」

　渚が大地を窓際に押す。どうやらＡが窓側らしい。

「なんでわかるんだ？」

「……子どもだからよ。ほら、荷物を棚たなに上げて！」

「はいはい」

　大地が渚の荷物を座席の上の棚に上げようとしたとき、

「あ、失礼」

　と、通路を歩いてきた会社員風の太った男性に、ドンと背中を押された。

「あ……」

　かろうじて荷物は棚に置いたものの、大地はバランスを崩した。

「きゃあ！」

　そして、手をついた先は男にとって最高で、ある意味最悪の場所――渚なぎさの胸むねだった。

　やわらかい胸に指が食い込む。

「ご、ごめ……」

「ど、どこ触ってんのよ！」

　だが、人目のある車内なのが幸いし、渚の恐ろしい一いち撃げきを喰らうことはなかった。

　大だい地ちは慌あわてて渚の胸から手を離し、びくびくと窓側の席についた。

　心しん臓ぞうがドキドキしている。

　すごくやわらかくて、思ったよりずっと大きかった……。

　手にはまだ、しっかり感触が残っている。

　顔が赤いのを見られたくなくて、大地はずっと窓の外を見続けた。

　ほどなくして、新幹線が動き出した。

「う、動いた！　新幹線なんて、乗るの二回目だよ……感激だなあ……」

「そうなの!?」

　渚が驚おどろいたように見てくる。

　その屈くつ託たくのない表情から、もう機き嫌げんは直ったようだ。

　大地はホッとした。これで普通に話せる。

「ああ。どこか行くのも、だいたい特急とかだし。ウチはあんまり旅行しないから」

「そうなんだ。私は親がよく東京にいるから、わりと頻ひん繁ぱんに行くわよ。乗り換えが面倒だけど、新幹線が一番速いから、だいたいこのルートね」

「確かに」

　浜はま森もり駅から新幹線の止まる駅まで二回乗り換えしなくてはならない。

　だが、新幹線に乗ってしまえば、三十分ほどで東京に着いてしまう。

「もっと乗っていたいなあ」

　東京駅にあっさり着いてしまい、大地は名な残ごり惜おしみながら席を立った。

「少なくとも、帰りも乗れるわよ」

「そうだな」

　渚の言葉に救われた気分になり、大地は荷物を下ろしにかかった。

　渚に、「今度よろけたら、ボコボコにするわよ！」と脅されながら……。
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「う、うわっ」

　東京駅のホームに降り立った途と端たん、大地はその人の数に圧あつ倒とうされた。何か集会があるのかと思うほど、人が集まっている。

　しかも皆、せわしなく、急いでいる。ぼうっとしているのは大だい地ちくらいだ。

　ドンとぶつかられ、大地は隣となりにいる渚なぎさにぶつかってしまった。

「きゃあ！　あんたったら、また！」

「だ、だってしょうがないだろ！　こんなに人がいるんだから！」

　ホームを行きかう人の山におろおろしていると、渚がぐいっと手を引いてきた。

「こっち！　八や重え洲す口ぐちから出て、タクシーに乗って撮さつ影えい場所に向かうわよ」

　渚に引っ張られるまま、エスカレーターを降りていく。

　渚がすごい早足なので、ついていくので精一杯だ。

　渚は本当に慣れているようで、足取りに迷いがない。

「スタジオに行くんじゃないのか？　それに時間、早くない？」

「変更になったのよ。自然な感じのところがいいから、近くの公園で撮るんですって。だから時間も早まって一時集合なの」

「そ、そうなんだ……」

「前回のジャケットは海がバックだったでしょ？　だから今回も自然を舞台にしようってことになったみたい」

「それはいいんだけど渚、その『八重洲口』っていう表示とは逆方向に向かってるぞ？」

　渚の足がぴたりと止まった。

「ほら、急いでるんだろ？　こっち！」

「あんたねえ！　私のほうが東京に慣れてるんだからね！　なめないでよね！」

　真っ赤になった渚の顔を見ないようにして、今度は大地が渚の手を引っ張った。

　今、ふくれっ面の渚を見たら大笑いしてしまいそうだったからだ。

　こんな衆人環視のなか、ボコられたくない。

　大地は必死で笑いをかみころした。
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　撮影場所の公園はタクシーで十分ほどのところだった。

「へえ……東京って意外と緑が多いんだ……」

　都心のビル街の中に、こんなにも広い公園があるとは。

　大地は少し感心して、美しい公園を見回した。ゆったりとした歩道、広々した芝しば生ふに青青した木々が連なっている。遠くには巨大な噴ふん水すいまで見えた。

「じゃあ、私は用意してくるから、適当にしてて」

　そう言うと、渚は慣れた様よう子すで公園の駐車場にとめてある、大型のバンへと入っていった。どうやら、そこで着替えたりするらしい。

「どう、大だい地ちくん、東京は」

　いきなり話しかけられて、大地はびくっと跳び上がりかけた。

「びっくりしたんじゃないの。あまりに浜はま森もりと、人も規き模ぼも違って」

　スーツ姿すがたの政まさ美みが、腕うでを組んで試すような笑顔を見せている。

　グロスを塗った唇くちびるが、太陽の光に当たってキラキラと輝いている。

　綺き麗れいな人だが、どうにも相手に圧迫感を与えるタイプだ。

「そうですね……」

　テレビでしか見たことのないビル群。そしてせわしなく行きかう様々な人々。浜森ではまずお目にかからない外国人も、普通に道を歩いている。

「でも、あなたが見たのは東京のほんの一部。こんなもんじゃないけどね。眠らない魔ま都とのようなものよ、ここは」

　どうやら『タレントになりたい』といった渚なぎさの言葉を真に受け、田舎いなか者ものの身の程知らずに一発キツイのをかましておこうと考えているらしい。

「……いい天気でよかったですね」

　まともに相手にするとややこしそうだ。

　大地の返答が思わぬものだったのだろう。政美が少し驚おどろいたように大地を見た。

「……ふん。根性はありそうね」

　政美に憎々しげに見つめられたが、怒った渚に比べればなんのその。

　大地は平然としていた。いつの間にか鍛きたえられていたらしい。

「あ……」

　誰だれからともなく、声が上がった。

　大型のバンから、着替えてきた渚が出てきたのだ。

　うっすらと光沢のかかった透明感のあるワンピースをかろやかに揺らせ、渚が歩いてくる。

　誰もがその妖精のような姿に陶然と見とれた。

「綺麗……」

　新人スタッフの亜あ希きがうっとりとつぶやく。同性から見ても、憧れるらしい。

　平日のせいか、あまり人がいない。スムーズにいきそうだ。

　カメラマンのアシスタントやメイク係などのスタッフに囲まれて、渚が指定の場所に立つ。

「じゃあ、いくよ。渚ちゃん」

　小こ牧まきカメラマンがにこりと渚に笑いかけた。優しい笑顔だった。

　初めて会ったときはクールそうだったのに、今は相手をリラックスさせる雰ふん囲い気きに満ちている。

　さすがプロのカメラマンというところか。

　渚なぎさがカメラのほうを向く。

「そっと優しく笑ってくれるかな。消え入りそうな感じで」

　注文に応じ、渚がポーズをとったり、表情を変えたりする。

　だが、スタッフやカメラマンの表情がすぐれない。

　素人しろうとの大だい地ちから見ると、悪くないと思うのだが、どうもプロの目からはイマイチらしい。

「う――――ん、表情が硬かたいなあ」

　ついに、小こ牧まきカメラマンが困ったようにシャッターを切る手を止めた。

「前回はスムーズにいったんだけどね……。新しいカメラマンに慣れていないっていうより、顔出しにまだ抵抗があるようね」

　政まさ美みが難しい顔をしている。

「ちょっと強引すぎたかしらね……でも、もうやめるわけにはいかないし。すいませーん、少し休憩いれましょう！」

　渚が明らかにホッとしたようにこちらに歩いてくる。スタッフの亜あ希きが、日焼けしないようにとの配慮か、渚にさっと日傘を差す。

　用意された折りたたみの椅子に渚が疲れたように腰こし掛けた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「う……ん。やっぱり意識しちゃって、自分でもわかるのよね。いい表情してないって」

　珍しく、渚が弱音を吐はく。

　政美たちは小牧カメラマンやスタッフと、なにやら相談している。

「はあ……」

　渚がため息をついた。気持ちの切り替えの取っかかりが見つからないのだろう。

　そのとき、小牧カメラマンがやってきた。近くでよく見ると、まだ若い。三十くらいと思ったが、二十代後半かもしれない。

　小牧カメラマンが真しん剣けんな眼差しを渚に向けた。

「渚ちゃん、ちょっとコンセプトを変えようと思うんだ」

「コンセプト……ですか？」

「ああ。最初は渚ちゃん一人にしようと思ってたんだけど、渚ちゃんを中心に、男の子と手をつなぐっていうのはどう？」

「手をつなぐ……？」

「そう。つないでもらう子は、手首だけの出演だけどね」

　小牧がいたずらっぽく笑う。

「渚ちゃんは伏し目がちに、少し斜め下を見る感じで立ってもらう。そして、左手をそっと伸ばして、男の子の手を握る。切ない恋の歌のイメージにも合うと思うし、知ってる人の手の温もりを感じることで、リラックスできると思うんだ」

「なるほど……」

　大だい地ちは感心して頷いた。

　確かに歌のイメージを崩さず、渚なぎさをリラックスさせることができるかもしれない。

　そのとき、小こ牧まきが大地を見つめた。

「で、手を握る役を君に……ええっと」

　小牧が困ったように大地を見つめる。どうやら名前が出てこないらしい。

「あ、山やまノの上うえ大地です」

「ああ、悪い。名前を覚えるのが苦手でね。大地くんにお願いしようと思うんだ」

　意外な申し出に、大地は驚おどろいた。

「俺がですか？　そ、そんな俺はど素人しろうとだし……」

「大だい丈じよう夫ぶ、手をつなぐだけで、手首しか写らないから」

　小牧がこそっと耳打ちしてきた。

「渚ちゃんはかなり緊きん張ちようしているみたいだから、仲のいい君といると、くつろげると思うんだ」

「そ、そんな、俺と渚はそんなんじゃ……」

　でも、渚は俺の前だけかぶっている猫ねこ皮かわを脱ぐ。ある意味、気を許していることになるのか。

「頼むよ。試してみるだけでも」

　ここまで言われては、やるしかない。

　手をつなぐだけなのだ。

「わかりました。やります」

「ありがとう。じゃあ、渚ちゃん、それでいい？」

　小牧カメラマンの目は優しげに見えて、どこか厳きびしかった。

　そうだ、これはプロの仕事なのだ。

　契約書にサインをしたからには、きっちり仕事をする義務が渚にはある。

　渚もそれを感じとってか、顔をひきしめて立ち上がった。

「じゃあ、二人とも位置について」

　大地はそっと渚の左手を右手で握った。

　温かく、柔らかい感触がダイレクトに伝わってくる。

　胸むねがドキドキしてきた。

　いかん、そういう場合じゃない。落ち着かなければ。

　大地の右手には魔の海の羅ら針しん盤ばんが埋め込まれている。

　空く美み先輩――生徒会長でＵＭＡ研究会の部長――は、この右手を握ると落ち着くと言っていた。

　渚なぎさも同じように落ち着きますように――。

「大だい丈じよう夫ぶだから、な？」

　よくわからないまま、励ましの言葉をかける。

　渚がこくんと頷いた。珍しく素直な反応に、余計に渚の緊きん張ちようを感じる。

「よ――――し、しっかり手をつないだね。そのままで。じゃあ、渚ちゃん、さっき言ったポーズをとって。少し照れた、恥ずかしげな感じで。そう！　大だい地ちくんも顔は写らないけど、力を抜いて、楽しそうにして！」

「はい！」

　そうだ。

　俺は手首しか写らないんだから、緊張することはない。

　俺がリラックスしたら、渚にも伝わるかも。

　そうなりますように――。

　明るい日の差す公園に、シャッター音が鳴り響いた。
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　撮さつ影えいが終わると、夕方から夜中まで貸し切っているという、小さなレストランに入った。

　ここで打ち上げをやるらしい。

　大人たちはさっそくお酒を手にしているが、大だい地ちたちはもちろんソフトドリンクだ。

「お疲れ様――――!!」

「いやー、いい画えが撮れたよ！」

　スタッフたちは上じよう機き嫌げんだ。

　大地は真横に立っていたのでよくわからないが、これほど喜んでいるところを見ると、魅力的な渚なぎさが撮れたのだろう。

「ありがとうございます」

「渚ちゃんはやっぱりシャイなんだね。大地くんと手をつなぎだしたら、急にいい笑顔が出てきたよ」

　小こ牧まきカメラマンに言われ、渚もにこにこ笑って話を合わせていたが、やはり疲れが出ているようだった。

　そのとき、大地は五時半を過ぎていることに気づいた。

「あ、俺、そろそろ行かなきゃ」

「赤あか坂さかのキングホテルなら、地下鉄を乗り継ぐより、タクシーで行ったほうが早いわよ。料金もそんなにかからないし」

　渚の言葉に従って、店の前にタクシーを呼んでもらった。

　渚が見送りに店を出てきてくれる。

「はい、これ」

　渚がジャケットを渡してきた。

「パーティーだから、あんまりカジュアルすぎると浮くわよ。このジャケットを羽は織おっていったら、それらしく見えるから」

　少し光沢のある紺色のジャケットを差し出してくれる。

「あ、サンキュ」

　服装のことを考えていなかった。

　襟えりのついたシャツを着ているのがせめてマシだったといえるかもしれない。

　羽織ると、渚がすっと手を伸ばしてきた。

「襟が片方、立ったままよ」

　襟を直す渚の細い指が、かすかに首に触れた。

　大地がどきっとするほど、繊せん細さいな指遣いだった。

「じゃあ、楽しんできて」

「ありがとう」

　大だい地ちはタクシーに乗り込んだ。

　手を振る渚なぎさが遠ざかっていく。その姿すがたが少し寂さびしげに見えたのは、気のせいだったろうか。
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「うわっ……でか……」

　タクシーがつけたのは、見上げるような豪ごう奢しやなホテルだった。

　三十階建てくらいだろうか。

　入口もすべてガラス張りで、絢けん爛らん豪ごう華かなホテルの内部がショーウィンドウのように見える。

　タクシーのドアを、さっと制服姿のホテルマンが開けてくれる。

「あ、ありがとうございます」

　距きよ離りが近かったせいか、タクシー代は千円もしなかった。渚の言ったとおりだ。

　大地はホッとした。

　にこやかに、ホテルマンが扉を開けてくれる。

　高い天井に豪華なシャンデリア。

　ありえないほど大きい花か瓶びんに飾られた山ほどの花がホールの中央に飾られている。

　どこの貴き族ぞくの屋敷かと思うほどの優ゆう雅がなソファでは、上品そうな老婦人たちが談だん笑しようしていた。

「うわあ……」

　立ちつくしていた大地だが、とりあえず、朱あか里りとフロント前で待ち合わせていることを思い出した。

　大地は手近なソファに座った。立りつ派ぱなソファが、緊きん張ちようした大地をふわりと優しく包み込んでくれる。

　大地はしばし呆ぼう然ぜんとホテルの内装に見とれた。

「大地くん!?」

　声をかけられ、顔を向けた大地は息をのんだ。

　見たことのない小こ柄がらな美少女が目の前に立っていたのだ。

　いや、よく見ると、それは上品な赤色のワンピースを着た朱里だった。

　眼鏡めがねをとっているので、その輝く大きな黒い目が更に際だっている。

　うっすら化け粧しようをしているのかもしれない。

「うわー……誰だれかわからなかったよ」

　あまりの綺き麗れいさに、大地は何とかそう言うのが精一杯だった。

「こういう格好って慣れなくて……変じゃない？」

「いや、すごくいいと思う」

　大だい地ちの言葉に、ホッとしたように朱あか里りが微笑んだ。

　クラスの隅っこで、地味に本を読んでいる眼鏡めがねの少女はそこにはいなかった。

　タレントのような華はなやかなオーラすら漂い、すれ違う客たちも朱里を興きよう味み深げに見ていく。

「コンタクトにしたんだね。大だい丈じよう夫ぶ？」

　朱里はコンタクトに慣れず、すぐに目が赤くなるのだ。

「二時間くらいだから大丈夫。……『しのざき　あかり』のイメージで出ないとダメだから」

『しのざき　あかり』。本名をひらがなにした名前が朱里のペンネームだ。

　眼鏡をとったときの美少女っぷりも話題になり、小説関係の仕事のときは眼鏡をとるようにと指示が出ているらしい。

　そのほうが注目され、本が売れやすいそうだ。

「コンタクトは苦手だけど……でも、このほうが切り替えができていいときもあるの。別の自分になったみたいで、ちょっと勇気が出るの」

「なるほどね……」

　服装や髪型などの外見を変えただけで、心理面でも変わるときがある。

　悪いことばかりじゃないのかもしれない。

　確かに、朱里は学校にいるときよりも堂々と振る舞っていた。

「しのざきさん！　そろそろ受付が始まってるよ」

　黒いスーツ姿すがたの三十くらいの男性が駆け寄ってきた。いかにも切れ者といった感じの、きりりとしたハンサムだ。

「すいません、狩かり谷やさん！　大地くん、紹介するね。私の担当をしてくれている編集の狩谷さん」

　こんなに若い編集者とは思わなかった。しかも男性とも。

　少し驚おどろきながら、大地は挨あい拶さつした。

「初めまして、山やまノの上うえ大地です」

「ああ、しのざきさんから聞いてるよ。クラスメイトでＵＭＡ好きなんだって？　後で草くさ野の先生に紹介するから、それまでは料理でも食べて待っていて」

「立食パーティーなの」

　朱里がそっと補足してくれる。

「じゃあ、行こうか」

　会場に向かおうと歩き出したとき、朱里がよろけた。

「あっ！」

　隣となりにいた大だい地ちは慌あわてて朱あか里りを抱き留めた。

　腕うでにやわらかいものが当たる。そのぷにっとした感触に、大地はどきりとした。

　大地は慌てて朱里の体から手を離した。

　朱里も真っ赤になっている。胸むねが当たったのがわかったのだろう。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「う、うん……ヒールのある靴くつを履くのって慣れてなくって……」

「しのざきさん、気をつけてね。怪け我がでもしたら大変だから。ゆっくり歩いて」

　狩かり谷やが心配そうに朱里を見つめる。

　二階のパーティー会場にあがると、ずらりと受付に人が並んでいて、大地はびくっとして足を止めた。

「大地くん、こっち」

　朱里は正式な招待客として、名前の書かれたバッチのようなものを手渡されている。

「ご友人の方はこちらをどうぞ」

　朱里とは色の違う、無記名のバッチを渡され、大地はジャケットにつけた。

　会場に入ると、もう人がかなり集まっており、圧あつ倒とうされるような熱気に包まれていた。

「うわあ……」

　パーティー会場ともあり、豪ごう華かな飾りのつけられた天井や壁が広々した空間をつくっている。そして足元にはふかふかのじゅうたんが敷かれていた。

　壁際には料理がずらりと並べられ、広間には丸テーブルが二十以上置かれている。

「お飲み物をどうぞ」

　すっと係の女性がお盆を差し出してくる。

「あ、あの、オレンジジュースを」

　大地と朱里はそれぞれ飲み物を手に、あいていた隅っこのテーブルを確保した。

「なんか圧倒されるね」

「でしょ。年齢層も高いしね」

「確かに……」

　平均年齢は三十代から四十代というところか。

　ほぼ男性、つまりおじさんが山ほどいる。

　高校生にはどうにも落ち着かない場所だ。

　そのとき、狩谷が一人のスーツ姿すがたの男性を伴ともなって近づいてきた。

　がっしりした壮そう年ねんの男性で、見るからに頼りがいがありそうだ。

「あ、編集長！　お久しぶりです」

「やあ、二作目も順調らしいね。楽しみにしているよ」

「あ、ありがとうございます！」

　朱あか里りが丁てい寧ねいに頭を下げた。

「期待してるんだよ、編集部内でも」

「光栄です。ありがとうございます」

　編集長に激げき励れいの言葉をかけられている朱里を見て、大だい地ちはただただ感心した。

「すごいなあ……」

「なにせ、まだ十五歳なのに、あの才能だからね。十年に一人の逸材だよ。素直だし、根性もある。しかも、あのルックス。なんとか売り出したくて編集長も必死なんだ」

　狩かり谷やが話しかけてきた。改めてじろじろ見つめてくる。

「ふ―――ん、きみが大地くんかあ。しのざきさんから話はよく聞いてるよ。仲がいいんだって？」

「えっ、ええ、まあ」

「付き合ってるの？」

「い、いえ」

　狩谷の目が思いの外ほか真しん剣けんだったので、大地は驚おどろいた。

「ふーん。本来、こういうパーティーは部外者禁止なんだけどね」

　狩谷の言葉に、大地は周りを見回した。

　言われてみてもわかる。場違いだということに。

「しのざきさんが『二作目を執筆できるきっかけになった人だから』って熱心に頼むから、特別に招待したんだよ。きちんとした子らしいし、草くさ野の先生は若い子がＵＭＡに興きよう味みを持つことを喜ぶ人らしいから、まあいいかって」

「そ、そうだったんですか……」

　朱里にはＵＭＡの本を何冊か薦すすめていた。

　特に草野壮そう一いち郎ろうの本が多かったので、ファンだと気づいたのだろう。

「無む理りしてくれたんだな……」

　あの大人しい朱里が、勇気を振り絞しぼって担当に頼んでくれたのだ。

　自分の受賞パーティーではないから、大変だったに違いない。

　大地は何だか申し訳なくなってしまった。

「ごめんごめん、言い方がきつかったね」

　大地が肩を落としたのに気づいたのか、狩谷が慰なぐさめるように肩を叩たたいてきた。

「まあ、こういうサプライズもたまにはいいさ。ただし、草野先生に失礼のないようにね」

「は、はいっ！」

　ドキドキしながら、大地は狩谷の後をついていった。

　ジャケットを着た、がっちりした体格のヒゲを生やした男性が見えてきた。

　写真で何度も見た姿すがただ。

　大だい地ちは緊きんち張ようをほぐすように、軽く息を吸った。
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「さ、最高だった―――――!!」

　草くさ野の壮そう一いち郎ろうは本で読んだとおり、気さくで話し好きの人だった。

　初めて会う大地に熱心に話をしてくれ、大地は高こう揚ようした気分のまま、閉会となった会場を出た。

　朱あか里りがロビーまで見送りに来てくれる。

　朱里は担当や編集長とともに、二次会に行く予定だそうだ。

「大地くんに予定がなかったら、一緒に来てもらってもよかったんだけど……」

「いいや、充分だよ！」

　また興こう奮ふんが残っている。

　草野壮一郎の屈くつ託たくのない子どものような笑顔。

　力強い手。

　熱心に話してくれたうえ、激げき励れいまでしてもらった。

「ありがとう、朱里。無む理りしてくれたんだろう？　俺をパーティーに呼ぶために」

「いいの。そんなに喜んでもらえて嬉うれしいよ」

　にっこり笑う朱里。

　彼女は見返りも求めず、こんなに優しくしてくれる。

　大地の胸むねに、その場を立ち去りがたい気持ちがせりあがった。

「ごめんな、約束があるから、行くね」

「うん。楽しんできてね。また浜はま森もりに帰ったら話を聞かせて」

　手を振る朱里に見送られながら、大地はタクシーに乗った。
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　お店に戻ると、店内はすっかり盛り上がっていた。

　だが、渚なぎさがすぐに大地を見つけてくれた。

「あ、こっちこっち！」

　既すでに酔よっぱらっている大人たちをかきわけながら、大地は奥にいる渚のソファの隣となりに座った。

　狭いので、必然的に渚と体がぴったりくっついてしまう。

　渚なぎさの薄いワンピース越しに感じる体温や体のやわらかさに、大だい地ちはどぎまぎした。

「お腹なか空いてない？　何か頼む？　あ、まずはドリンクね」

「冷たいウーロン茶がほしいな。熱気がすごいね」

「そうね、みんなもう盛り上がっちゃって」

　特に政まさ美みが上じよう機き嫌げんで、今にもテーブルの上に乗らんばかりに興こう奮ふんしている。あの辺りには近づかないでおこう。

「ご飯は会場で食べてきたから大だい丈じよう夫ぶ。ローストビーフとかおいしかったよ」

「一流ホテルの立食だからね～。ま、軽くつまめるものは山ほどあるし、適当に食べてよ」

　テーブルにはサンドウィッチや野菜スティック、チーズの盛り合わせなどが置かれている。

「……なんだか人が増えてない？」

「テレビ局の人とか広告代理店の人とか来てるみたい。ほら、ドラマへの出演が決まったから」

「それがすごいんですよ～」

　渚の向かいから、新人スタッフの亜あ希きがぐっと体を乗り出す。もとから大きい胸むねが強調されて、かなりセクシーだ。酔よいがまわっているようで、ほんのり頬ほおが赤い。

「主演の藍あい原はら了りようくんに一目惚れされちゃうって役で渚さん、羨うらやましい」

「……セリフも少ないし、言うほど出番はないわよ」

　渚が苦笑する。

「そんなことないですよお。ヒロイン役の西にし川かわ美み喜きとの絡みもあるし恋こい敵がたきとして」

「へえ……」

　西川美喜が誰だれかは知らないが、素すの渚と対決したら、こてんぱんにされるだろう。

「おまえ、ちゃんと演えん技ぎしろよ」

　こそっと言うと、

「わかってるわよ！」

　と足を蹴けられる。

「それからジャケット、サンキュ。助かったよ」

「そう。楽しかった？」

「ああ。草くさ野のさんと話せて本当によかったよ～。すっごくいい人でさ！　楽しかったなあ……。朱あか里りがかなり無む理りをして、俺を誘ってくれたおかげなんだ。何かお礼をしなくちゃな」

「ふん」

　なぜか渚が不機嫌そうにクランベリージュースを口にした。

「私だって西川美喜に会わせるくらいできるけど……」

「だから、それって誰だれ？」

　大だい地ちの言葉に、亜あ希きがテーブルに突っ伏した。渚なぎさは予想していたらしく、平然としている。

「大地くんって現役高校生の男の子ですよね？」

「そうだけど……」

「なんで今、人にん気きナンバーワン、テレビや雑ざつ誌しにも出まくりのグラビアアイドルを知らないんですか」

　そう嘆なげかれても困ってしまう。

「まあ、今日はお疲れ様！」

　渚がグラスを掲かかげてくる。

　ちょうど運ばれてきたウーロン茶のグラスを合わせると、チンという涼しげな音がした。

　そっか、俺、今東京にいるんだ――。

　ＣＤジャケットの撮さつ影えいに、小説の受賞パーティーに参加して――。

　全然、実感がわかないが、これって結構すごいことなんじゃないだろうか。

　そう思うと、大地は心が浮き立ってくるのを感じた。
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　その頃、浜はま森もりでは、奇妙な生き物を見たという目撃証言があいついでいた。

　個人宅の庭が荒らされていたり、公園のブランコが破壊されていたり、見たことのない妙みような生き物に追いかけられたり――。

　だが、潮しお騒さいは、東京にいる渚に届かなかった。



    

  
    
      
第三章　浜はま森もりは大騒ぎ！





　浜森に戻り、週が明けた月曜日。

　今日は期末テストの返却日で、終業式までの最後の登校日だ。

「うぐ……」

　返ってきたテストの点数に大だい地ちはうんざりし、さっさと忘れることにした。

　ＨＲホームルームが終わった後、大地は渚なぎさに屋上に呼び出された。

「何？　用って」

「実はね、ドラマのロケを浜森でやるんだって」

「はあ!?」

　大地は思わず大声で叫んでしまった。

「ちょうどいいんだって。これくらいの田舎いなかさ加減が」

　渚がうんざりしたように言う。

「そうなんだ……てっきりロケはもっと東京周辺の便べん利りなところにすると思ってたんだけど……」

「そうよね！　何も浜森でなくってもさ……いやだいやだ。大人の事情って」

　要するに、渚を売り出すため、渚の地元を舞台にしようという腹らしい。

「さっそく学校や役所にも依頼がいったらしいわ。あっさり許可がでそうだって」

「でも、大騒ぎだろうな。ウチの学校」

　大地の言葉に渚が首を振った。

「ううん、ロケ場所は浜はま森もり高こう校こうじゃなくて、浜森小学校なの」

「小学校？　なんで？」

「主役の藍あい原はら了りようが演じる神かみ山やま廉れんの故郷って設定で、小学校にふらりと立ち寄ったときに、私が扮する謎の美少女高校生、『リラ』と出会うってわけ」

「役名もリラなんだ」

「そう。フランス人と日本人のハーフって設定なんだって」

「なるほど『リラ』の名前と顔をしっかり視し聴ちよう者しやに認識させたいんだろうな」

「ええ。本当に徹てつ底ていしてるわ」

　渚が苦笑する。

「まあ、おまえは確かにハーフだけどな……」

　ただし、人間と人魚姫のハーフだが。

「私は人にん気き者ものでいたいけどさ……別にタレントになりたいわけじゃないんだよね。この普通の日常を愛しているし、そこまで全国的に目立ちたくないのに……」

　渚なぎさの緑色の目から力が失われている。

　珍しく渚が落ち込んでいる。

　大だい地ちは風になびく蜂はち蜜みつ色の長い髪を見つめた。

　猫かぶりの渚は面白いが、しょんぼりして猫背になっている渚は見たくない。

「今ってさ、情報の流れが速い時代だよな」

「？」

　渚が不ふ思し議ぎそうに、手すりにもたれながら大地を見つめた。

「どういうこと？」

　急に話題が変わったので、渚はついてこれなかったらしい。

「次々新しいタレントや歌手が出てきて、一瞬スポットがあたるけど、続けて露ろ出しゆつしないとすぐ人の記き憶おくから忘れ去られる。ある意味シビアだけど、救いでもあるよな」

「大地……」

　渚はすぐさま、大地の言葉の意味を悟さとったらしい。

　少し顔が明るくなっている。

「おまえが本格的にタレントや歌手活動をしていくかどうか、試すいい機会じゃないのか？　もしかしたら、夢中になるかもしれないし、逆に煩わずらわしくなるかもしれないし。大だい丈じよう夫ぶ、活動をやめたらすぐに――そう何ヶ月もかからないうちに大半の人が忘れてくれるよ」

「そっか……そうよね。まだ高校生なんだしね」

「だから、そんなに気にすんな」

　しょぼくれてる麻生あそう渚を見ているのは、なぜかすごくつらかった。

　自分のこと以上に胸むねが痛い。

　不思議だった。

　俺には関係のないことなのに――。

「ドラマは一話だけの出演だろ？　ＣＤだって三枚目から断れば問題ないよ。つらいことを無む理りにする必要はないんだ」

「うん……そうよね」

「おまえは確かに美人だし、歌の才能もあるけどさ、何より魔ま物もの退たい治じが性しように合ってると思うよ」

「ありが……それって誉ほめ言葉？」

　渚の目がつりあがる。燃えるような緑色の目。これこそが『麻生渚』の目だ。

「おまえの一番の適てき職しよくだと思ったんだけど」

「どこがよ！」

「どこがって……」

　すごい怪かい力りきだし、凶きよう暴ぼうだし、負けん気がめちゃくちゃ強いし――と口に出したらどうなるか大だい地ちにも予想がついた。

「ほら、あれだ。正義感が強いからさ」

「まあね」

　嘘うそではない。大地が知らないときから、渚なぎさはたった一人で魔ま物ものと戦ってきたのだから。

　そして、知り合ってから一度もない。

　彼女がどんな強きよう敵てきであろうとも、命がかかっていても、逃げたことなど。

「ふふ……」

　渚が手すりをつかむと、大きく体をのけぞらせ、青い空を見つめる。

　長い蜂はち蜜みつ色の髪がさらさらと風になびき、美しい波のようだった。

　大地はしばし、その光景に見とれた。

　光を浴び、髪は金色だったり、山吹色だったり、さまざまに色を変えていく。

「ずいぶんと心が軽くなったわ」

「そうか……」

　確かに、渚からはいつもの強気のオーラが満ちてきている。

　大地はホッとした。

「嫌いやだけど、これは私が受けた仕事。きちんとやるわ。でも、その後は私次第。そういうことよね」

「そのとおり」

　渚と大地は顔を見合わせ、にこっと笑いあった。

　その瞬間、渚の顔が強こわ張ばった。

「潮しお騒さいが聞こえる――」

「本当か!?」

「下だわ……校庭に行くわよ！」

　渚が駆け出す。
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　校庭に出た大地たちは、異変にすぐ気づいた。

　校舎近くに人だかりがあったのだ。

　駆け寄ると、中心は泣きじゃくっている女の子だった。

「ええっと」

　声をかけようとして、大地ははたと止まった。

　なんて名前だっけ？

　同じクラスの子には間違いない。クラブは園芸部。そこまでは覚えている。

　だが、肝心の苗字がぼんやりとしか思い出せない。

　確か苗字が日本の都道府県名だったような――なんだっけ、そうだ、『山』がついたような気がする。でも山形じゃなくて、和歌山じゃなくて……富山だったか。

「どうかしたの、富山さん」

　そう言った瞬間、渚なぎさにどすっと肘ひじで腹をつかれ、囁ささやかれる。

「『富山』じゃなくて、『岡おか山やま』さんよ！」

「もっと南だったか……」

　大だい地ちはまだクラスメイトの顔と名前が一致しない。

　だが、幸い泣きじゃくっている彼女には聞こえていなかったようだ。

「それが……大事に育てていた花か壇だんが全滅していたらしいの」

　確かに、目の前の花壇はめちゃめちゃにされていて、無む惨ざんな姿すがたをさらしている。

　岡山は泣きながらも、たどたどしく説明を始めた。

「あ、朝、来て、水をやったときは、異常はなかったの。なのに、今、何気なく校舎の前を通ったらこんな……いったい誰だれがこんなひどいことを……」

　友人らしき少女たちが必死で岡山を慰なぐさめている。

　大地と渚はそっとその場を離れた。

「魔ま物ものの仕業と思うか？」

「……たぶん。また学校に現れるなんてね。すぐに退たい治じしてやるわ」

　渚が駆け出す。

「場所、わかるのか？」

「花があるところを片っ端から捜すの！　気づいた？　葉っぱは踏み荒らされていたけど、花は全部なくなっていた。花を喰う魔物よ、きっと！」

「ちょっと待てよ！」

　妙みように右手の手のひらがうずいて仕方ない。

　大地の右手には、魔の海の羅ら針しん盤ばんが埋め込まれているのだ。

　これまでは、意識的に鉄を引きつけたり、道に迷ったときに役立ったりと、あまり大した威力はなかった。

　だが、今は違う。

「……俺、魔物の場所がわかるかもしれない……」

「ほんと？」

　渚が驚おどろく。

「右手の羅針盤が示すんだ。裏庭のほうを――」

　右手が熱い。

　なんだろう、この感覚は。

　まるで引き寄せられていくような――。

　これまでは、普通の羅ら針しん盤ばんのような、磁じ力りよくだったり、普通の方向感覚にしか役立たなかったのに――。

「近い……」
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　二人は高校の裏庭へ向かった。

　以前は部活動などにも使われていた敷地だが、今は雑ざつ草そうが好き放題生え、打ち捨てられたプレハブがいくつもある廃はい墟きよとなっている。

　本来、立入禁止の場所だ。

　ロープも張ってあるし、渚なぎさが蹴けっ飛ばした看板もまた立ててある。

「ここにあったプレハブ、おまえが潰つぶしたんだよな……」

　大だい地ちは撤去されたプレハブ跡を見た。

　以前、ここから魔の海への通路ホールができたことがあった。

　荒れ放題の草をかきわけると、がさがさと動く黄色っぽいものが見えた。

「なんだあれ……タカアシガニ？」

「何それ」

「ほら、水族館で見たことないか？　三メートルくらいありそうなでっかい足を持った――」

「ああ、あの宇宙人みたいなカニ！」

　確かに草の間にいたのは、左右合わせて六本の足とハサミを持つ、カニのような魔ま物ものだった。

　魔ま物ものガニは二人を見ると、ざっと攻こう撃げきの態勢をとった。

「あんた、私に勝てるとでも思ってるの!?」

　渚がぺきっと拳こぶしを鳴らす。

　今は魔ま獣じゆう具ぐを持っていない。

　だが、渚は素早く距きよ離りを詰めると、回し蹴りを放った。

　ふわりとスカートが舞い、形のいい長い足が露あらわになる。

　美しい光景だったが、破壊力は抜群だった。

　渚はその一いち撃げきで魔物ガニを叩たたき潰した。

「グギャッ！」

　魔物ガニは存外弱かった。いや、渚が強いというべきか。

　死んだ魔ま物ものは黒い霧きりのようになり、消えていった。

　渚なぎさが得意げに、蜂はち蜜みつ色の髪をかきあげる。

「ちょろいもんね……あと、人じゃなくて、植物目当てだったのがまだ救いだったわ」

「そうだな……」

　魔物ガニの鋭するどいハサミを思い出し、大だい地ちはぞっとした。

　人間のやわらかい皮膚であれば、簡単に切り裂けるだろう。

「あんたの羅ら針しん盤ばんのおかげね……魔物の方向がわかるの？　いつから？」

「俺もびっくりだよ。近くにいたから、わかったのかもしれないけど、こんなの初めてだ」

「……まあ、魔の海の羅針盤だからね。どんな力を秘めているか、わかったもんじゃないわ。大地、もしかしたら、あんた成長していってるのかもしれないわね」

「成長？」

　渚の言葉に大地は驚おどろいた。

「そう。あんたは私に会うまで、さして羅針盤の力を意識していなかったんじゃない？　だけど、私と一緒に魔物と戦うようになり、命をかけた場面で使うようになったでしょ」

「確かに――」

　鉄の棒を引きつけることから、古びたタンカーまで持ち上げたこともある。

　渚と出会ってから、力を使う機会が圧あつ倒とう的に増えたのだ。

「なんでもそうだけど、鍛きたえれば鍛えるほど、能力はあがっていく。もともと山やまノの上うえ陸りく三ぞうが置いていた魔の海の羅針盤なんだもの。すごいポテンシャルを持っているのかもしれないわ」

「おじいちゃん……」

　ずっと浜はま森もりのＵＭＡを研究していた祖父が残していった羅針盤。

　いったい、これにはどんな力と役目があるのだろう？

　大地はドキドキしていた。自分が想像しているよりずっと、すごいものなのかもしれない。

「じゃあ、帰りましょうか」

「そうだな、腹も減ったし」

　二人は校舎のほうに戻り、校門に向かった。

「あ、大地くん、渚ちゃん、久しぶり」

　手を振ってきたのは、早はや瀬せ空く美みと小お野の寺でら香かお流るの生徒会コンビ兼けんＵＭＡ研究会の部員二人だった。

　生徒会長で、ＵＭＡ研究会部長の空美が、相あい変かわらずきびきびした足取りでやってくる。

　周囲を巻きこむ明るい笑顔が印象的だ。

　ポニーテールにした長い黒くろ髪かみが大きく揺れて、余計に彼女を活動的に見せている。

　すらりとした長い足は、モデル顔負けだ。

　空く美みとは対照的な、小こ柄がらで色しき素その薄い髪と瞳ひとみをした少女もやってくる。

　生徒会会計の香かお流るだ。

　相あい変かわらず無表情だが、別に不ふ機き嫌げんではない。これが普通の彼女なのだ。

　まったく違うタイプの二人だが、中学時代からとても仲がいいらしい。

「東京に行ってきたんだって？」

　相変わらず狭い田舎いなかでは情報が早い。

「いいなあ。シズニーランドとか行きたいなあ」

　遊園地好きらしい、空美がうっとりと言う。

「シズニーランド……二度と行きたくないわ。弟たちとは」

　三人も弟がいるという香流がぐったりとしたように言う。

「撮さつ影えいと受賞パーティーで、ほとんど遊ぶ時間がなかったんですよ」

　大だい地ちが言うと、渚なぎさが深く頷いた。

「ぐったりして帰ってきたんです……」

「そうなんだ。でも、ちょっとＵＭＡ研究会の出番かな、って出来事があってね」

「ええ!?」

　空美の言葉に、大地と渚が同時に叫んだので、驚おどろいた空美や香流が耳をふさぐ。



    

  
    
      



    

  
    
      「そ、それってどんな……」

「もう街のあちこちで、変な生き物の目撃証言が出ているのよ。しかも、どれも大きめのは虫類か両生類。最初は誰だれかが飼っていたペットが逃げたのかって話になったんだけど、そんなもの、こんな田舎いなかで黙って飼うのは難しいし、いろんな種類っぽいんだよね。トカゲっぽかったり、カニっぽかったり、カエルみたいだったり。私たちはまだ見てないんだけど、ＵＭＡっぽくない？」

「そうですね」

　大だい地ちと渚なぎさは顔を見合わせた。

　東京に行っている間に、浜はま森もりにそんな異変が起こってたとは。

「ちょっと調べてみるね」

「私たちもそうします」

「じゃあ、また！」

「あ、それから、私ドラマのロケに出ることになったので、連絡が取りにくいかもしれません」

　渚の言葉に空く美みが目を丸くした。

「ドラマのロケ？　女優になるの、渚ちゃん！」

「まさか！　一回だけですよ。義ぎ理りで断れなくて」

　渚が大げさなくらい手を激はげしく横に振った。

「すごーい！　見に行きたいなあ。でも、ロケは東京よね？」

「それが浜森なんです。浜森小学校」

「そうなの？　じゃあ、見に行くね。頑張って！」

　空美が大きく手を振り、その傍かたわらで香かお流るが小さく手を振っていた。
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「浜森で魔ま物ものたちが横おう行こうしてるっていうの？」

　空美たちと別れ、大地と二人きりになった途と端たん、渚が真しん剣けんな表情になった。

「……占い師の仕業かしら」

「おそらく」

　それ以外考えられなかった。

　これまで、浜森でのＵＭＡの目撃情報は一年に一回、あるかないかだったのだ。

　それがここ二ヶ月ほどで、数件起きている。

　しかも、すべてが占い師絡みだ。

「……これまでのことは実験だったのかもしれない。しかし、一度にいくつも通路ホールを開けてどうする気だ」

「……これ自体が実験だったりしてね」

　渚なぎさの緑色の目が光る。

「どういうことだ？」

「もっと巨大な――浜はま森もり自体を飲み込むような巨大な通路ホールを作るために、小さな通路ホールをあちこちに開けているんじゃないかな」

「巨大な――通路ホール……」

　渚の言葉に、大だい地ちは言葉を失った。

　通路ホールとは魔の海とこちらの現実世界をつなぐ通路のことだ。

　本来、偶発的にできるものらしいが、意図的につなげることのできる能力者――占い師と呼ばれている――若い男が今、浜森にいる。

　渚の表情がどんどん厳きびしくなる。

　信じたくないのは、渚も同じだろう。だが、その可能性を見つけてしまった。

「あいつは……浜森を魔の海にするつもりなのか……なぜ……」

　どことなく影の薄い、ほっそりした若い男。

　どうして、浜森なのだ。

　なぜ、浜森と魔の海のことを知っている？

　ずっと育ってきた大地ですら、渚と会ってからようやく知ったことなのに。

「あいつ……地元の人間なのかな」

「わからないわ。そうね、それも調べてみようか。もしかしたら、子どもの頃だけとか、浜森にいたのかもしれない。でも、今はあいつの素性より、あいつをとっつかまえて、目的を吐はかすほうが大事だわ」

「あいつ……何をする気だ」

「わからない。でも、彼のしようとしていることは、魔の海と浜森とつなぐことに徹してるわ」

「確かに――」

　悩んでいる生徒に通路ホールを作って魔ま物ものを呼び出せるようなカードを、占い師の振りをして渡したり。

　不安定な子どもを使って、魔物を呼び出している。

「前も言ったけど、通路ホールができればできるほど、つくりやすくなってくるのよ」

　渚が蜂はち蜜みつ色の髪をかきあげた。

「弱ったなあ。捜し回りたいけど、……明日からはロケが始まるし」

「俺が代わりにおまえの手足になるよ。潮しお騒さいが聞こえたら教えてくれ」

「うん……」

　渚なぎさの表情は硬かたかった。

　大だい地ちはため息をついた。

「なんだか、嫌いやな予感がするな」

　空は清々しい晴天だ。大地の頭上には、抜けるような青い空が広がっている。

　だが、急に暗あん雲うんがたちこめたような気分になった。
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「そっちじゃないって！」

「中なか畑はたさん！　これ、どっちに置くんですか？」

「了りようくん、着替えは？　もうそろそろ撮さつ影えいが始まるわよ！」

　あちこちで大声が飛ぶ。

　時間との勝負なので、スタッフも余裕がない。

　翌日の浜はま森もり小学校は、運動会や卒業式どころではない大騒ぎになっていた。

　ちょうど終業式前の休みなので、ロケ地である小学校周辺に人があふれかえっている。

「すごい人数ね……」

　台本片手に渚はつぶやいた。想像以上の人数だ。

　大地も同感らしく頷いた。

「ああ、こんなに人がいるんだな。ドラマを撮るのって」

「ロケだからかもしれないけどね」

　だが、セキュリティはさすがにきっちりされていて、警備員はたくさんいるし、随所に立入禁止用のロープが張られている。

　大地は特別にロケ現場に入れてもらった。関係者用パスを首から下げているからこそ、つまみ出されずに済む。

　何かあったとき、すぐに行動するためだ。

「セリフはどれくらいあるんだ？」

「ほんの十個くらい。全部暗記してあるし、演えん技ぎの練習もしたわ。ただ、いつ出番か読めないから面倒ね……。ほぼ一日全部拘束だもの」

　渚はため息をついた。

「こんなことしている場合じゃないのに……」

　占い師のことが気になって仕方ない。

「あ、ほら、あんたもセリフ覚えた？」

「ああ。そりゃ『行くな！』だけだからな」

　渚が巻き込んだので、大地まで出番がある。

　藍あい原はら了りようが演じる主役の男に、渚なぎさがついていくのを悲しそうに引きとめる同級生役だ。

「まったく……テレビ出演なんて……。話を聞いたお母さんと妹が大騒ぎで参ったよ」

　そのとき、ロケのざわめきを切り裂く女の子たちの声が響いた。

「了くーん!!」

「りょう―――――――!!」

　ひときわ激はげしい若い女の子たちの声援が飛ぶ。

　ロケバスから、役柄の制服姿すがたで出てきたのは主演の藍原了だった。

　ロープの向こうにいるファンに軽く手を振ると、絶ぜつ叫きようが上がった。

「すごい人にん気きだな……」

「あの子たち、たぶん地元だから見に来たんじゃなくって、ファンクラブの子でわざわざ東京とか遠えん方ぽうから来てるのよ」

「そうなの？」

「団体だけど、わりと統制が取れてるからね。ちゃんとファンクラブのリーダーがいて、ロケの邪じや魔まにならないように仕切ってるのよ」

「へ、へえ……」

　大だい地ちが感心して見ている。こういう芸能関係には全然疎うといのだ。奇妙な生き物には詳しいのに。

　藍原了が近づいてきた。

　改めて近くで見ると、ほっそりしていて、顔など整いすぎていて人形のようだ。

　了は笑顔を渚にだけ向けた。

「初めまして、麻生あそう渚ちゃん。きみが『リラ』なんだって？　想像以上に美人でびっくりしたよ。共演できて嬉うれしいな」

「ありがとうございます」

　渚は得意の猫かぶり笑顔を浮かべた。

　了はすっとＣＤを差し出した。

「ファンなんだ、サインをくれないか？」

「もちろん、喜んで」

　渚はさらさらとＣＤにサインを書いた。

　それを友好の印と受け取ったのか、急に了の態度がなれなれしくなった。

「渚ちゃんと一話しか共演できないなんて、寂さびしいなあ」

　さりげなく、了が渚に体を寄せてくる。

「私なんか素人しろうとですから、充分すぎるほどですよ。エキストラがぴったりかも。あ、そろそろ私も着替えてきます」

　言い寄られるのは慣れている。

　渚なぎさはすっと了りようから離れ、女子用のロケバスに向かった。着替えたり、メイクをしたりするために用意された大型のバスだ。

「大だい地ちは適当に見回ってて」

　そっと大地に囁ささやくと、渚は歩き出した。

「あ、ちょっと待って、今日の夜さ、若手の役者の親しん睦ぼく会かいみたいなのがあるんだ。渚ちゃんもせっかくだし来ない？　他の共演者も、みんな渚ちゃんに会いたがっていてさー」

　芸能人たちに会える集まりだ。だが、渚は微み塵じんも興きよう味みがなかった。

「せっかくですけど……」

　渚が断ろうとすると、了が必死に追いすがった。

「渚ちゃんが来ないとみんな、がっかりするよ。それに俺、幹かん事じだからメンツ丸つぶれなんだよね」

　あんたのくだらないメンツなんかどうでも――。

　渚が断ろうとしたとき、一人の少女が近づいてきた。
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　なんだか、見たことがある。

　大地はそう思って、かなり濃い化け粧しようをした少女を見た。

「あ、美み喜きちゃんだ！」

「西にし川かわ美喜だ。すごいな、十六歳であの胸むねかよ」

　ギャラリーがざわめく。

　大地の記き憶おくに、光こう輝きが持っているグラビア雑ざつ誌しが浮かんだ。確か、何度も見せられた覚えがある。

　ああ、そうか。この少女がヒロイン役で、グラビアアイドルの西川美喜か。

　大地はじっと美喜を見つめた。

　少し垂れた大きな目は、長い睫まつ毛げに囲まれている。

　Ｆカップはありそうなたわわな胸。キャミソールの間からしっかり谷間が見える。

　しかも、その大きい胸が彼女の動きに合わせて、たゆんたゆんと魅み惑わく的てきに揺れるのだ。

　確かに十六歳とは思えない色いろ気けがある。

「了く――――ん、お疲れ様」

　そばにいる了には軽く挨あい拶さつし、美喜はなぜか大地の前へと立った。

　頭の天てつ辺ぺんから足の先までじいっと見つめられる。

「あなた、相そう馬ま社長のお気に入りなんだって？」

「へ？」

「すごいよね。これからのアイドル候こう補ほ？」

　大だい地ちはきょとんとした。ただの付き添いのつもりが、関係者でもないのにうろうろしているから、そんな噂うわさが広まっているのか。

「美み喜きのこと、どう思う？」

　ぐっと美喜が腕うでを組む――というか腕にからみついてきた。

　目に飛び込んできたのは、ぐっと盛り上がった胸むねのふくらみ。

　そして、弾だん力りよくのあるやわらかさ。

「うわ……」

　さすがヒロイン役を射止めるだけはある。

　スタイルはもちろんのこと、大きな目は吸い込まれそうな魅力に満ちていた。

「か、可愛かわいいと思うよ、すごく」

　大地は自然にそう言っていた。

　さすがプロの芸能人だ……可愛さが、いわゆる一般の女の子とは違う。

　一般の女の子が荒削りで磨きかけの原石だとすると、美喜たち芸能人は一番美しく見えるように研けん磨まされた宝石だ。

「わあ、嬉うれしい!!」

　美喜が大げさに胸の前に手を当てて、笑顔を向ける。

　そういう仕し草ぐさもプロっぽく、板についていた。

　光こう輝きがいたら大騒ぎだろうな。

　グラビアアイドルで一番好きとか言ってたし。ほとんど興きよう味みがなくてウロ覚えだが――。

「ねえ、本当に相そう馬ま社長にどうやって気に入られたの？　スカウト？　ケチらないで教えてよ」

「いや、そういうわけじゃ……」

　甘い香りが漂ってくる。

　少しタレ目ぎみの薄茶色の目で見つめられ続けたら、何でも話してしまいそうだ。

　そして、濡れたように光るピンクの唇くちびる。

　うう……思考がまともに働かない。

　おそるべし、人にん気きグラビアアイドル。ＵＭＡオタクの自分でさえ、ノックアウト寸すん前ぜんだ。

　そのとき、遠くから声がかかった。

「美喜ちゃ―――ん、そろそろスタンバイして――――」

「は―――――い」

　マネージャーらしき人に、美喜が明るく答える。

「また後で話を聞かせてね、大地くん！」

　大きく手を振り、美喜が駆け出していく。

　ぴったりフィットしたミニスカートのヒップが揺れる。

　胸むねだけじゃなく、ヒップも豊かで色っぽい。さすが、プロで通用するグラマラスボディだ。

　大だい地ちはほうっと大きく息を吐はいた。

「すごいパワーというか、オーラだな……」

　滝にでも打たれてお清きよめでもしないと、美み喜きの姿すがたばかりが頭を支配しそうだ。

　そのとき、大地はハッとした。

　甘い妄もう想そうを紙くずのように吹き飛ばす、殺さつ気きの強風。

　おそるおそる振り返ると、鬼が――いや、渚なぎさがこちらをじっと見つめていた。

「ひいいいいい!!」

　渚が大地を睨にらんでいた。

　いや、睨んでいるとかのレベルではなかった。

　視線で焼き尽くしてやる、くらいの恐ろしい目になっている。

　緑色の目が燃えていた。

　了りようが背を向けてスタッフと話しているのをいいことに、悪あつ鬼きの形ぎよう相そうになっている。

　一瞬で、妄想など吹き飛んだ。

　禊みそぎをした気分だ。でも、もうちょっと怖こわくないお清めがよかった……。

　渚は無言で、了を振り返った。

　もちろん、猫かぶりの笑顔で。

「さっきのお話ですけど、いいですよ、みんなで食事くらい。あんまり遅くならなければ」

「ほんと!?　じゃあ、俺がみんなに声をかけるよ。夕方ロケが終わったら、車で迎えに行くから後門で待ってて」

　了が嬉うれしそうに撮さつ影えい現場に走っていく。

「いいのか？　一日ロケの後で疲れてるんじゃ……。それにあいつ、何か下した心ごころありそうだったぞ。まあ、芸能人と食事なんて滅めつ多たにできることじゃないから、行きたいのはわかるけど……」

　了の渚を見る目が、なんだか気に入らなかった。

　他の人がいないのなら、まるでデートの誘いのようだった。

「行きたいのはわかる、ですって!?」

　渚はキッと睨んできた。

「何よ、そっちこそデレデレして！　チチとケツがでかければいいわけ？」

「う、いや、そういうわけじゃ……」

「あんたも、西にし川かわ美喜でも誘ったら？　尻尾しつぽ振ってついてきそうじゃない、あの女！」

　渚はロケバスに向かっていった。

「じゃあ、着替えてくるから！」
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　ノックをしたが、ロケバスの中は誰だれもいなかった。

　中に入ると、念のため、鍵かぎをかけ、窓のカーテンが全部閉じられているか確認する。

　渚なぎさは『リラ用』と札のついた制服を手に取り、手早く着替えた。

　採寸もしたから、サイズはぴったりだ。

「なんで、あんなこと言っちゃったんだろう」

　大だい地ちから別に言い寄ったわけじゃないのに、西にし川かわ美み喜きといちゃいちゃしているのが無性に腹が立った。

　しかも、全然気乗りしない藍あい原はら了りようの誘いまで乗っちゃって――。

　そのとき、ドアがノックされた。

「はい？」

「メイクの緒お川がわです」

「あ、はい」

　渚は慌あわてて鍵を開けた。

　すらりとしたジーンズ姿すがたの若い女性が入ってきた。

　ショートカットで、かなりの細ほそ身みだ。ジーンズがよく似合っている。

「お邪じや魔ましまーす。今日は渚ちゃんのメイク担当なの。よろしくね」

「こちらこそ」

「じゃあ、奥の席に来てくれる？」

　手早くメイクボックスを開け、鏡を置き、渚のメイクを始めた。

「肌、すっごい綺き麗れいね。何か特別なお手入れしてる？」

「いえ。普通に化け粧しよう水と乳液だけです」

「若いと肌のハリが違うわね。うん、あんまり濃くしなくても、大だい丈じよう夫ぶそうね。今のままでも充分綺麗！」

　そうでしょうとも！

　もちろん渚はそんな胸むねの内を態度に出しはしなかった。

「でも、いいなあ。藍原くんの憧れの人役なんて」

　緒川も藍原のファンらしい。

「そんな……一回だけの出演ですよ。それでいったら、西川美喜さんなんか、すごいじゃないですか。ヒロイン役で」

「でも、藍原くんは美喜ちゃんにはあんまり個人的に興きよう味みはないみたい。それより渚さんみたいな、きちんとしたお嬢さんが好みなんじゃない？　育ちからして」

「そうなんですか？」

「もしかして、あんまり藍あい原はら了りようくんのこと、知らない？」

「え、ええ……」

　緒お川がわが驚おどろいたように叫ぶ。

「あの人、ただのかっこいい男の子ってだけじゃないのよ！」

「そ、そうなんですか？」

　緒川のテンションについていけず、渚なぎさはおずおず言った。

「なんと祖父が元総理大臣も務めた名門一家なんだよね。実家は都内とは思えないほどの豪邸で、彼が今住んでいるマンションは青山で家賃が二百万とからしいよ」

　うっとりと緒川が言う。

「しかも頭もよくって、Ｋ大政治経済学部出身！　いずれは芸能人としての知名度も生かして、何か事業とか起こしたり、お父さんの会社を継いだりするんじゃないのかなあ」

「は、はあ……」

　そんなバックグラウンドがあったのか。全然知らなかった。

　芸能界に疎うといと、大だい地ちを笑えない。

「あんまり興きよう味みなさそうね？」

　緒川が不ふ思し議ぎそうに言う。

「そ、そういうわけじゃないですけど……」

　渚は藍原了を思い浮かべた。

　長身で、ハンサムで、頭がよくて、大人で、優しくて、経済力があって、将来性もあって――自分が掲かかげていた理想にぴったりじゃないの。

　彼が待ち望んだ王子様かもしれない。少なくとも、条件はぴったりじゃない。

　……でも、ちっとも心が弾はずまないけど。

　渚は小さくため息をついた。
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「うおおお、大地が西にし川かわ美み喜きちゃんと何か話してる！」

　ロープの最前線で、光こう輝きが大騒ぎをしていた。

　前に行こうとし、警備員に押されている。

「さあ、下がって！」

　珍しがる地元民よりも、藍原了や西川美喜のファンが県外から押し寄せて、すごい人数になっていた。

「これは差し入れどころじゃないわね」

　香かお流るが冷静に言う。

　ＵＭＡ研究会として、応援に来たのだが、とても声をかけられるような雰ふん囲い気きではない。

「しょうがないわね。夕方には終わるらしいじゃない。終わったらＵＭＡ研究会でお疲れ様会でもしようよ！」

　空く美みがめげずに明るく言う。

「……なんだか、遠い人になっちゃったみたいだな」

　光こう輝きがぼそっと寂さびしげにつぶやく。

「何大げさなことを言ってるの！　ほらほら元気出して！」

　空美に背を叩たたかれ、光輝がようやく笑顔を見せた。

「とにかく、西にし川かわ美み喜きちゃんの携帯番号かメアドをなんとか大だい地ちにゲットさせないと……」

「……無む理りだと思うけど」

　またもや冷静に香流が言う。

「大地くんにそんなことができると思う？」

「……思いません……」

　光輝ががっくりと肩を落とした。

「とりあえず、裏門にでも回ってみる？」

「そうですね。人が多すぎて疲れてきました……」

　空美の提案に、朱あか里りがほうっとため息をついた。

「これだけ人がひしめきあってたら暑いわよね。天気もいいし……」

　だが、小学校の裏門にもマスコミらしき人間たちと車がずらりと並んでいる。

「あーあ、ちょっと木こ陰かげで涼みながら待つ？」

　背後にある土手を上がると、林になっているのだ。

　土手を上がろうとしたとき、ちょうど上のほうで女の子の悲ひ鳴めいが上がった。

「え？　何？」

　慌あわてて土手を駆け上がると、ワンピース姿すがたの高校生くらいの女の子が腰こしをぺたんとつけて泣いているのが見えた。赤色に染めたセミロングの髪が揺れている。

　その隣となりでは、友達らしきロングヘアの女の子がおろおろしている。

　空美たちを見ると、ホッとしたように表情を緩めた。

「怪け我がしたんです！　助けてください！」

　倒れた赤髪の女の子のふくらはぎからは、血が流れていた。

　そばにいるロングヘアの女の子が、おろおろとしながら説明する。

「急に林の中から、すっごい大きいカニみたいなのが出てきて、襲おそってきたんです！　彼女の足をハサミで切って……悲鳴を上げたら逃げていきましたけど……」

　空く美みたちは顔を見合わせた。そんなでかいカニが、山に囲まれた浜はま森もりで生息しているわけがない。

「ＵＭＡ？」

　ハンカチで傷きずをおさえながら、空美がつぶやいた。

　香かお流るが救急車を携帯電話で呼んでいる。

「大だい丈じよう夫ぶ！　そんなに深い傷じゃないから……」

　でも、縫わないとダメかもね……。そう思いながらも、空美は泣いている赤髪の女の子を不安がらせるようなことは言わなかった。

　ロングヘアの女の子がおそるおそる聞いてきた。

「私たち、東京からロケを見に来たんですけど、ここってあんな一メートル以上ある巨大なカニがいるんですか？」

「え……ううん、私たちは見たことないなあ」

　空美が曖あい昧まいに言った。普ヽ通ヽのヽ大きいカニは生息していないが、ＵＭＡならいるかもしれない。

「……最近の浜森、ちょっと変ですよね」

　朱あか里りがぼそっと言った。

　その言葉に、ＵＭＡ研究会の誰だれもが頷いた。

「今のところ器物損壊とか目撃証言だけだったけど、もっと怪け我が人がでるかもね」

　空美が厳きびしい表情で言った。

　もしかすると、もっと恐ろしいことが――。

　朱里はそう思ったが、口には出さなかった。
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　一日目のロケは夕方に一段落した。

　赤い夕ゆう陽ひが眩しい。大だい地ちは目を細めた。

「潮しお騒さいは？」

　一息ついた渚なぎさに、大地はそっと尋ねた。

「なかったと思う……遠かったら聞こえないけど」

「それにこの賑にぎやかさだしなあ……」

　時間がたってもおとろえない、ファンのざわめきやスタッフたちの掛け声。

　これでは、潮騒も聞こえにくいだろう。

　そのとき、藍あい原はら了りようがやってきた。

　サングラスをかけ、深く帽子をかぶっている。

　それでも長い足や雰ふん囲い気きでわかるのだから、芸能人のオーラとはすごいものだ。

「渚なぎさちゃん、そろそろ行こうか。車、置いてあるから」

「あ……え、ええ」

　渚はすっかり藍あい原はら了りようとの約束を忘れていたらしい。

　ちらっと大だい地ちのほうを見る。

　何となく、引き留めてほしそうに見えた。

　確かに、異変が起こっている今、渚がいてくれたほうがいいけど……。

　役者同士の楽しみを邪じや魔まするのもあれだしな。

「じゃあ、また明日。何かあったら連絡して」

　にっこり笑った大地だったが、なぜか渚がムッとした顔をした。

　なんでだ？

「そうね、山やまノの上うえくん。また明日！」

　そう言うと、渚は背を向け、藍原と一緒に後門のほうへ向かった。

　渚の声が妙みように冷たかったのは、気のせいだっただろうか。
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「……なんで『行くな！』って言わないのよ、あのバカ！」

「何か言った？」

　調子良さそうにスポーツカータイプの外車を飛ばしながら、了が聞いてくる。

　ノリのいいロックをかけているので、渚の呪じゆ詛そは聞こえなかったようだ。

「あ、なんでもないです。素す敵てきな車ですね」

「だろ？　新車なんだ」

　了が自じ慢まんげに言った。

　印象が違っている。ロケ中の了はもっと感じが良かったのだが、素すに戻ると、甘やかされたナルシストの面が徐々に顔を出してきている。

　……ツードアだし、シートは狭いし、やたらエンジン音がうるさいし、乗り心地が悪い車が好きなようだ。

「あーあ」

　渚は小さくため息をついた。

　あのとき、自分は止めてほしかったのだ。大地に。

　二人きりのデートではないけれど、他の男と一緒に出かけようとしているのを嫌いやがってほしかったのだ。少しでも。

　嫉しつ妬としてほしかったのだ。

　なのに、あの笑顔。

「むかつく」

　バキ。

　車についているアクセサリーが壊れた音がしたが、渚なぎさはそれすら気づかない。

「早く帰りたいなあ……」

　渚は小さくつぶやいた。

　役者同士の集まりなど、全然気乗りしない。

　浜はま森もりの異変も気になるし。

　早めに切り上げて、さっさと帰ろう。

　顔を出したら、了りようの面目も立つだろう。
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　大だい地ちがロケのロープをくぐると、ざっと人が集まってきた。

「おつかれさま――――!!」

　待ってくれていたＵＭＡ研究会の皆が迎えてくれる。

「こいつ―――――、西にし川かわ美み喜きちゃんと何か話してただろう！」

　いきなり光こう輝きにつかみかかられる。

「いててて！　別に挨あい拶さつしただけだよ」

「うらやましい、どうだった？　あの胸むねは間近で見てどうだった!?」

「……光輝くん、私たちの存在、忘れてない？」

　空く美みをはじめ女性陣から冷ややかな視線を浴び、光輝がはっとしたように大地から離れた。

「す、すいません。つい興こう奮ふんしちゃって……」

「渚ちゃん、すごいわねえ！　けっこう重要な役なんでしょ？」

　空美の言葉に大地は頷いた。

「でも、なんだかしんどそうだったね、麻生あそうさん……」

　朱あか里りが心配げにつぶやく。

「そんなことないですよ、これから若手の俳優さんたちと親しん睦ぼく会かいらしいし」

「そうなの？」

　空美が驚おどろいたように言う。

「あんまり楽しそうには見えなかったけど」

　香かお流るも怪け訝げんそうに首をひねっている。

　空美と香流はそう言ったが、間近で藍あい原はら了を見ていなかったからだ。

　完かん璧ぺきなルックス。

　しかもスタッフの噂うわさでは、大金持ちの息子で頭もいいらしい。

　なんだか、胸むねが痛い。

　お似合いだった、二人の後ろ姿すがた。

「あれ……」

　そのとき、空く美みが声を上げた。

「あの人――」

「どうしたの？」

「ううん、何でもない。今、その角かどを曲がった人が、里り緒お奈なさんの家にいた男の人に似てたから」

「なんだって！」

　占い師がやっぱりこの町にまだ！

「大だい地ちくん！　どうしたの!?」

　空美の驚おどろく声がしたが、大地は必死で追いかけた。

　だが、角を曲がっても、占い師の姿は見つけられなかった。

「ちくしょう……」

　やっぱり、あいつはまだ何か企たくらんでいるのだ。

　そして、この浜はま森もりにいる。

　だが、取り逃がしてしまった。

　大地は悔くやしい気持ちをかみ殺し、とぼとぼと皆のところに戻った。

「どうだった？」

「いえ……見つかりませんでした」

「あの人がどうかしたの？」

　空美が不ふ思し議ぎそうに聞いてくる。

「いえ……何でもないんです」

　空美は何も知らない。できれば巻き込みたくなかった。

「そうそう、大変なことが起こったのよ！」

　空美が興こう奮ふんしたように言う。

「ＵＭＡっぽい巨大なカニに女の子が襲おそわれたの！」

「ええっ!?」

　また、あんなカニが現れたのか？

「詳しい話は後で。とにかくファミレスに行って休みましょう。大地くん、ひどい顔色よ。本当に今日はお疲れ様」
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　大だい地ちはＵＭＡ研究会のメンバーとファミレスで軽く話した後、ようやく家に帰った。

「なんつー、めまぐるしい一日だ……」

　初めてのロケ現場に、華はなやかな芸能人たち。

　そのうえ、魔ま物ものっぽい巨大ガニによそから来た女の子が襲おそわれたという。

　大地は高校の裏庭で、渚なぎさが倒した魔物ガニを思い出していた。

　あんなのが何匹も浜はま森もりに出現しているのか？　目撃証言などからも、出てきているのはカニだけでなくは虫類系もいるらしい。

　通路ホールが更に、あちこちで開いている気がしてならない。

　渚が言っていた、『浜森自体を飲み込む、巨大な通路ホールを作る』という予想が現実味を帯びてくる。

　まさか――な。

　一瞬、渚に事件を伝えようかとケータイを出したが、藍あい原はらといることを思い出してやめた。明日でいいだろう。

「疲れた……」

　のろのろと靴くつを脱いでいると、ドタドタ階段を下りてくる音がした。

　顔を上げずとも、誰だれかわかる。

　妹の芽め衣いだ。

　ツインテールを弾はずませながら、芽衣が手を差し出してきた。

「お兄ちゃん、藍原了りようのサインは？」

「……は？」

「ほら、頼んでたでしょ！」

「そうだっけ……」

「もう！　ＵＭＡのこと以外興きよう味みないんだから！」

　大地はため息をついた。

　渚を乗せていった藍原了の車。

　そして占い師の存在。

　それが頭を離れない。

「ケチー、ケチー、ケチケチケチケチケチケチ!!　ＵＭＡバカ！」

　しつこく言う芽衣に、大地は思わず怒鳴ってしまった。

「うっさい！」

「二人とも、晩ご飯よ―――。ほら、玄関先で騒がないで」

「だってお兄ちゃんが」



    

  
    
      



    

  
    
      　食卓についても、まだ芽め衣いはぶつぶつ言っている。

　晩ご飯はエビフライ。大だい地ちの好物の一つだ。

　揚げたてのサクサク感がたまらない。

「一生に一回の奇跡だっていうのに、なんでサインもらわないのよ」

　芽衣が恨うらめしげにまだしつこく言う。

「おまえなあ、俺は今、それどころじゃないんだよ」

「お母さんも何とか言ってよ！」

　芽衣が母を味方につけようと叫ぶ。

　だが、母はため息をついた。

「芽衣、あんまりはしゃがないの。今、ウチの親しん戚せきも大変なんだから……」

「親戚がどうかしたの？」

　そういえば、母が最近、よく親戚の用事で家にいなかった。

「あんたが気にすると思って言わなかったんだけどね」

　母はじっと大地を見つめた。

「土と志し紀きくん、行方不明なんだって」

「ええ!?」

　思いがけない話に、大地は思わず箸はしを止めた。

「ずっと様よう子すがおかしくて、部屋にこもって……」

　四つ上の従兄いとこの土と志し紀きは、子どもの頃、よく浜はま森もりに遊びに来ていた。

　仲良くＵＭＡの話をしたり、山を探検したりしたものだ。

「親しん戚せき関係の用事って、ずっと土志紀のことだったの？」

「そうよ」

　母がうなずいた。

　よく家を空けていたが、それは伯母の相談に乗っていたかららしい。

「数日前ね、いなくなっちゃったらしいの。家出かもって……」

「家出？」

「しかも、土志紀くんの部屋がめちゃくちゃになっていたんだって。暴あばれたみたいで。血痕まであって……」

「そんな……」

　信じられない。

　あの優しくて穏やかだった土志紀が、暴れて部屋を壊した挙げ句、家出するなんて。

「伯母さんも警察に捜そう索さく願を出すかどうか迷っていてね……事件性があるかもしれないし……」

　母が深いため息をついた。

「今、心当たりを捜しているらしいんだけどね。もし、浜森で見かけたら連絡をくれって。あんたたちも土志紀くんを見たら、すぐに声をかけてね！　何かトラブルに巻き込まれているのかもしれないわ。優しい、大人しい子だったから」

「わかった……」

　大だい地ちはすぐさま頷いた。心配でたまらなかった。

　芽め衣いもさすがに驚おどろいたのか、神妙に頷いている。

「土志紀、どうしたんだろう……」

　優しく、動物が大好きで、ＵＭＡの話も好きだった。

　一緒に遊んだのは子どもの頃だったから、もう何年も会っていない。

　大地と違って学業が優ゆう秀しゆうだった土志紀は進学校に進み、夏休みなどは塾の講習で大忙しだったからだ。

　希望どおりの大学にも合格して、神奈川の実家から通っていると聞いていたのに。

　順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな生活に、いったい何が起こったのだろう。

「浜森に来ている可能性はあるのかな……」

　大地がつぶやくと、芽衣が疑わしげに言った。

「でも、小さい町だし、よそから来る人は目立つわよ」

「まあな」

「土と志し紀きくんって今、大学二年生でしょ？　私が会ったときって子どもの頃だから、今見てわかるか自信ないなあ……」

「どうだろうな」

　数年会わないうちに、土志紀は見違えるほど変わってしまったのだろうか。

　大だい地ちには、とてもそうは思えなかった。

「土志紀……」

　今どこで、どうしているんだろう……。

　しばし、食卓は沈黙に包まれた。
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　浜はま森もりから三十分ほど走ったところにある、洒落たフレンチレストランの前で車が止まった。

「ここだよ」

　了りようはあらかじめ調べてきたらしく、さっさと店内に入る。

　渚なぎさは仕方なく、その後をついていった。

　他の人はまだ来ていないようだ。

「予約した藍あい原はらだけど」

　店員にそう告げると、店内の一番奥にあるテーブルに通された。

「いい感じの店でしょ？」

　了が自じ慢まんげに言う。

「そうですね……」

　渚は上の空で答えた。どうにも落ち着かない気分だ。

　確かに適度に落とした照明といい、上品な内装といい、店の雰ふん囲い気きはいいのに、なぜか居い心ごこ地ちが悪い。

「みなさん、遅いですね」

「そうだね。電話してくるよ」

　了が携帯電話を手に、店を出ていく。

　渚は一人になると、ホッとした。

　そして、愕がく然ぜんとした。

「そっか……藍原さんと二人きりだから、しんどかったんだ……」

　なぜだろう？

　見た目も申し分なくって、ちゃんと女の子のリードもできて、優しくて――。

　だけど、ちっとも心が浮き立たない。

「お待たせ」

　渚なぎさはハッとして顔を上げた。

　携帯電話片手の了りようが、すまなさそうに手を合わせる。

「ごめん、みんな、来れないって」

「え……どういうことですか？」

「なんか伝でん達たつがうまくいってなかったようでさ。もう予定が入っていたり、疲れてるから休むって言って……」

　渚はピンときた。

　なるほど。この人……私と最初から二人きりになろうとしてたわね。

　一人も来られないなんておかしすぎる。

　それに、若手の気楽な集まりにしては豪ごう華かすぎる、まるでデート仕様のお店。

　渚はそのとき、不ふ愉ゆ快かいに感じる自分に驚おどろいた。

　目の前の男は本来、理想的なタイプ。

　ハンサムで背が高く、優ゆう雅がな物もの腰ごし、女の子への気遣いも完かん璧ぺき。

　演えん技ぎもうまく、セリフも状況も全部頭に入っている。ＮＧがほとんどないところを見ると、かなり役者としての将来性もありそうだ。

　頭がよく、才能があり、お金も稼いでいる――。

　そして、金持ちのお坊ちゃま。

　条件だけなら、申し分はない。

　そんな素す敵てきな彼に、さりげなくデートを申し込まれたようなものだ。

　なのに、全然嬉うれしくない。一緒にいたいと思わない。

　これが私の理想の人だったんじゃないの？

　混乱した渚は席を立った。

「私、帰ります……」

「え？　ええ？」

　思わぬ展開に了が戸と惑まどっているのがわかる。

　いつもの渚なら、むかつきながらも、そこは猫かぶりの本領発はつ揮き。食事だけさっさと済ませて、家まで送らせただろう。

　了のプライドを傷きずつけないように。

　だが、今はそんな余裕がなかった。

「そう言わないで！　ここの料理はおいしいって有名なんだよ。せっかくだから食べていこうよ」

　ぐっと手首を掴まれる。

「困ります……」

　上品に、しかし頑かたくなに手首を外そうとした渚なぎさは、ハッと動きを止めた。



　ザザ―――――――ン。



　かすかだが、潮しお騒さいが耳に入ったのだ。

　魔の海の血を引く者しか聞こえない、この現実世界と魔の世界がつながった証。

「失礼します！　急いでるので！」

　渚はドンと思いきり了りようを突き飛ばした。

　椅子ごとひっくり返る了を尻目に、渚は店を走り出した。

　ウェイターが目を丸くしているのが視界の隅に入ったが、それどころではなかった。

　店を飛び出すと、ハイヒールを脱ぎ捨てる。

　かなり遠い。そう感じる。だが、自分が成長したのか、潮騒が大きいためなのかわからないが、確かに聞こえる。

　ほんのかすかな潮騒の音が。

　渚は一心に潮騒の音に集中し、思いきり駆けた。

「とりあえず、タクシーを探さなくちゃ！」

　だから、気づかなかった。自分を陰から見守る視線とシャッター音に。
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　大だい地ちは箸はしを取り落とした。エビフライの尻尾しつぽが皿に落ちる。

「もう、お兄ちゃん、どんくさいんだから」

　芽め衣いの言葉も、耳に入らない。

　大地はじっと右手の手のひらを見た。

　熱い。

　ぐるりと羅ら針しん盤ばんが動くのがわかる。

　もしかして――魔ま物ものに反応しているのか？

「お兄ちゃん、どうしたの？　またＵＭＡのこと？」

　大地は椅子を蹴け倒たおす勢いで立ち上がった。

「ちょっと学校に忘れもの！」

　叫ぶと、大地は家を飛び出した。

「ちょっと大地！」

「お兄ちゃん！」

　ピシャンと玄関のドアが閉まる音がした。

　母と娘は顔を見合わせた。

「何があったのかしら」

「忘れものってなんだろ。ＵＭＡ関係には間違いないわね。お兄ちゃんが揚げたてのエビフライを残していくなんて」

　芽め衣いは大だい地ちの皿に目をやった。

「まあ、今日はお父さんの分がたくさん残っていいんじゃないの？」

「そうね。残業して疲れているだろうし」



　――山やまノの上うえ家の女性陣は、あまり大地を心配していなかった。大地の奇行は今に始まったことではないのだから。
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　そこは暗い通りだった。

　昼間は小さな工場や店が並んでいるので賑にぎやかだが、夜はシャッターが下り、人ひと気けがなくなるのだ。

　通りの片方は林になっている。

　大地はドキドキしながら、必死で魔ま物ものらしきものを捜した。

「この辺りのはずなんだけど……」

　しんとして、何の気配もない。

　そのとき大地は気づいた。

「あ、でも見つけても、俺じゃ倒せない！」

　魔の海のものは魔の海のものでしか倒せないのだ。

　まあ、強力な魔物でなければ、追い立てることはできるだろうが。

「きゃああああ！」

　聞き慣れた悲ひ鳴めいが響く。

　朱あか里りだ！

　大地は慌あわてて声のするほうへ駆けつけた。

「あっ！　朱里！」

　朱里が林の前で尻餅をついていた。

　彼女のすぐ前に、一メートルはありそうなでかいカニがいる。大きいハサミが、カチカチと不ぶ気き味みな音をさせている。

　この前と同じ、タカアシガニそっくりのタイプだ。

　だが、色だけが違う。前のが黄色っぽかったのに対し、このカニの魔物は赤っぽかった。

　こいつはもしかして肉食なのか！　よそ者の女の子を襲おそったのも、こいつかもしれない。

「ええい！」

　大だい地ちは手近なドラム缶を磁じ力りよくで引っ張り寄せ、カニに向かって投げた。

　魔の海のものは、魔の海のものでしか倒せない。

　こうやって威い嚇かくするしか、今は手がない。

「グギャッ！」

　ドラム缶は見事に魔ま物ものガニに命中した。もちろん、倒せはしない。

　だが、渚なぎさの一いち撃げきでやられる程度の魔物なのが幸いした。

　思ったより臆おく病びような魔物らしく、怯えたように林の中へと逃げていった。

　大地はホッと胸むねをなで下ろした。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　大地はそっと朱あか里りに手を伸ばした。

　朱里の目には涙が浮かび、その小さな体は震えていた。

　大地は抱きしめてやりたくなったが、ぐっとこらえた。

　朱里が大地の手をしっかりと掴む。

「うん。すぐに大地くんが来てくれたから――」

　震えながらも、朱里は何とか立ち上がった。

「どうしたの？　こんな遅い時間に……」

「……みんなと別れた後、小説のアイディアが思いついて、喫きつ茶さ店てんでずっと書いていたの。それで……まさか、こんなことになるなんて」

「家まで送るよ」

　大地は朱里の震える背に、そっと手を添えた。

「あのさ、この前、矢や口ぐち里り緒お奈なさんのお兄さんみたいな人がいたよね。訪ねていったとき」

　朱里がびくん、とする。

「あの人を、矢口さんの家以外のどこかで見かけたりした？」

　大地はダメもとで聞いてみた。

　だから、朱里が頷いたので、かえって驚おどろいてしまった。

「あいつを見かけたの!?　どこで？」

　大地の勢いに怯えたように、朱里がおずおず口を開いた。

「あの事件の後、里緒奈さんのところへお見舞いに行ったの。そのときお兄さんはいないって言われて――あの人は誰だれだったんだろうって。そのとき――」

　何か嫌いやなことを思い出したのか、朱里が肩を震わせた。

「駅前に行ったの。そしたらいきなり声をかけられて――」

　占い師は朱里を惑わすような、不ぶ気き味みな言葉を言ったらしい。

「あいつ――何を企たくらんでやがる」

　大だい地ちはぼそっとつぶやいた。

　間違いない。朱あか里りへの言葉だけでも想像できる。

　まだまだ浜はま森もりで恐ろしいことをやるぞ、と。魔の海を使って――。

「最近……変なことが浜森で多発してるけど、あの人が関係しているのね？」

　朱里がぼそっと言った。

「今日も女の子が襲おそわれて……血がいっぱい出ていて……私、怖こわい……」

「大だい丈じよう夫ぶ、俺と……他にも気づいているやつがいるから。きっと食い止めるよ！」

　大地は安心させるように、わざと力強く言った。

「うん……」

　朱里が信頼を込めた目で見つめてくる。

　眼鏡めがねの奥の黒い大きな瞳ひとみに、どきんと胸むねが高鳴る。

　大地は反射的に朱里を抱きしめそうになり――だが、何とかこらえた。

「と、とりあえず帰ろうか。送るよ」

「ありがとう……あの、手をつないでもらってもいい？　まだ怖くて」

「あ、ああ……」

　大地は震える朱里の手をそっと握った。

　

　その頃、タクシーを降り、息を切らせて魔ま物ものを捜していた渚なぎさが、ようやく現場に辿り着いていた。

　しかし、もうすべては終わった後だった。

　渚は手をつないで仲良く歩いていく大地と朱里を遠くから見つめた。

　声をかけにいく？

　ううん……そんなことできる雰ふん囲い気きじゃない。

　二人はまるで恋人同士のように見えた。

　今行ったら、きっとお邪じや魔ま虫の気分を味わうに違いない。

「何よ……急いで駆けつけたっていうのに、魔物はいないし、二人はいちゃついているし！」

　その小さな呪じゆ詛そを聞いた者はいなかった。



    

  
    
      
第四章　近づく危機





「よし、今日でロケを終わらせるからね！　きびきび動いてよ、みんな！」

「ほら、早く、スタンバイして！」

　スタッフの檄げきが飛ぶなか、大だい地ちは渚なぎさに近づいた。

　昨晩の魔ま物もののことを話しておかねば。

　そう思ったからだ。

　あと、気になっていた。

　藍あい原はら了りようと出かけて、それからどうなったか――。

「どっちから話すかな……」

　大地は迷いながら渚に近づいた。

「お、おはよう」

　ふわりと蜂はち蜜みつ色の髪が揺れ――ぎろっと緑色の目で睨にらまれる。

「うっ！」

　渚の機き嫌げんはかなり悪そうだ。

　だが、大地はためらいながらも聞いてみた。

「あ、あのさ、昨日は楽しかった？」

　さらに渚の目がつりあがる。

　話す順番を間違えてしまったか？

「……楽しかったのは、あんたじゃないの？」

「え？　どういう意味だよ、それ」

「別に！」

　渚がぷいっと横を向く。

「おまえこそ、藍原と楽しく食事したんだろ？」

「全然！」

「え？」

　思わぬ返事に、大地が更に尋ねようとしたとき、

「あれ？」

　あのほっそりした立ち姿すがたは――。

　大地は土と志し紀きに似た男を見つけ、思わず駆け寄りかけた。

「占い師なの？」

　渚は大地の顔があまりに真しん剣けんなので誤解したようだ。

　緊きん張ちようした声で聞いてくる。

「いや……」

　大だい地ちは首を振った。

　よく見ると似ているのは横顔だけで、まったくの別人だった。しかも友人と来ているらしく、楽しそうにはしゃいでいる。

「従兄いとこに似てたから、思わず声をかけようとしたんだ。人違いだった」

「へえ、従兄さんが来てるの？」

　渚なぎさが興きよう味み深そうに、無む邪じや気きな声を上げた。

　一瞬迷ったが、渚ならいいだろうと思い、大地は口を開いた。

「土と志し紀きっていう四歳上の従兄がいるんだけど、家出か何かで行方不明らしくって、心配なんだ」

「そうなの！」

　これにはさすがの渚も驚おどろいたようだった。

「一応、捜そう索さく願を出しているらしいんだけど……」

「でも、特に事件性がなかったら、警察って捜してくれないわよね」

「ああ。土志紀はもう成人してるし……」

　大地はため息をついた。

　土志紀はいったい、どこに行ってしまったのだろう。

「土志紀は子どもの頃、よく浜はま森もりに来ていたんだ。だから、もしかしたら顔を出すかもしれないと思ってさ……」

「なるほどね……どういう事情かわからないけど、家出だったら土地勘があるところを選ぶ可能性が高いものね」

「だよなあ。俺なんか、家出してもどこへ行っていいのやら。……おまえの場合は、目的地があっても辿り着けないタイプだよな」

　大地はしみじみ言った。

　渚は筋金入りの方向音痴なのだ。

「なんですってええええええ!!」

　渚の緑色の目がつりあがる。

「あ……」

　大地はようやく自分の失言に気づいた。

「悪い！　つい気を抜いて、本当のことを……」

「フォローになってない！」

「ごめん、またラーメンおごるから許してよ」

　そう言った瞬間、渚の顔に不ふ思し議ぎな表情が浮かんだ。

　怒ったままでも、喜ぶでもない、複雑な顔だ。

　そして、渚なぎさはゆっくり大だい地ちの胸むな倉ぐらから手を離した。

「どうしたんだ？」

「な、なんでもないわよ！」

　なぜかキッと睨にらまれ、大地は大人しく黙った。

　こういうときは逆らわないに限る。

「あんたより四つ上っていうと、だいたい二十歳くらいの人ね。特徴とか……そうだ、写真とかある？　見せてくれたら、私も見かけたら声をかけるけど」

「ありがとう。でも、家には子どもの頃の写真しかないんだ」

「そっか……残ざん念ねん」

「今度、借かりてくるよ。まあ、浜はま森もりに来ているって可能性は低いと思うけど……」

「そうよね。家出だったら、むしろ東京とか都会に行ったほうが目立たないものね」

「ああ……」

　土と志し紀き。今、どこで何をしているんだろうか。

「渚ちゃーん、そろそろ着替えお願いしま――す」

「は―――い」

　とびきりの笑顔で応え、渚はロケバスに向かっていく。

「あ……」

　昨晩の魔ま物ものガニのことを話すのを忘れた！

　だが、渚はもう駆けていってしまった。まあ、後でもいいだろう。
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　駆け足になりながら、渚はロケバスに向かった。

「おかしいわ、私ったら……」

　渚はさっきの大地の言葉――またラーメンおごるから――で気づいてしまった。

　私は大地とは二人きりで食べに行くのが、すごく楽しみなのだ。

　その時間を奪われるのを嫌いやがって、朱あか里りに嫉しつ妬としたりもした。

　なんで？

　あんな超変人なのに。

　どうして大地でなくちゃ、楽しくないんだろう。

　渚は首を傾げた。

　大地のいいところ――。

　見た目はまあまあ。性格も悪くない。

　それに、勇気もある。

　何度も助けに来てくれた大だい地ちの姿すがたが浮かぶ。

　彼は決して諦めないし、見捨てなかった。

「……ＵＭＡ好きの変人だけど、悪くはないわよね」

　しかし、渚なぎさはぐっと拳こぶしを握った。

「でも、私は『麻生あそう渚』なのよ！」

「渚ちゃん？」

　ハッと気がつくと、ロケバスではなく、スタッフたちのミーティング現場に来ていた。

　怪け訝げんそうにスタッフたちが自分を見ている。

「どうしたの？　何か用事？」

「す、すいません、考え事をしていて、うっかりこっちに！」

　周囲の戸と惑まどいの視線に、渚は慌あわてて謝った。

「意外とおっちょこちょいだね」

　スタッフたちに笑われながら、渚は慌ててロケバスに向かった。

　余計な恥かいちゃったわ！

　あとで大地に八つ当たりしなきゃ！

　本人が聞いたら、「理不尽だ！」と喚きそうなことを思いながら、渚はロケバスに乗り込んだ。

「あ――そういえば、昨晩の潮しお騒さいのことを大地に言うのを忘れてた。……まあ、何もなかったみたいだし、いいか」
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　ロケで賑にぎわうなか、朱あか里りは何となく、浜はま森もりの不ふ穏おんな空気を感じ取っていた。

　もともと鋭えい敏びんな感覚を持っているがゆえ、怖こわがりなのだ。

「何か、悪いことが起こらなければいいけど……」

　昨晩のカニの怪物のようなもの。

　大地が追い払ってくれたけど……。

　このところ、町を騒がしている異変や奇妙な生き物の目撃情報。

　テレビドラマの撮さつ影えいという大事件によって、住人たちの意識がそちらに向かったので、今はあまり周囲では気にしていないようだが。

　朱里はずっと気になっていた。

　嵐あらしが来る前の、少しずつ空が灰色に染まり、雲が厚さを増し、風が強くなっていくような、あの感覚を。

　これから、とてつもない異常な事態が起こるのではないか、ということを頭ではなく肌で、心で、どうしようもなく感じてしまっていた。

「怖こわい……」

　そう思うと、大だい地ちに会いたくなってくる。

　だが、彼は関係者のみしか入れないロケ現場にいる。

　それでも朱あか里りの足は、自然とロケ現場である浜はま森もり小学校に向かっていた。

「……あと一日じゃない」

　自分を力づけるように朱里はつぶやいた。

　今日の夜には撮さつ影えいが終わり、また普通の日々が浜森に戻ってくる。

　いつでも大地と会える。

　だから大だい丈じよう夫ぶ――

「……っ!!」

　朱里は息を呑んだ。

　すっと曲がり角かどからさりげなく出てきたのは、『占い師』の青年だった。里り緒お奈なの家で会ったときと同じような、白いシャツに黒いズボンという、シンプルで目立たない装い。

　日に焼けたことなどないというような白い肌に、細ほそ身みの体。

　優しげで知ち的てきな顔立ち。

　だが、彼からは凄すさまじいエネルギーが感じられた。

　朱里は本能的に危険を感じ、じりっと後ろに下がった。

「な、何してるんですか、こんなところで」

　みんなロケ現場に行ってしまっているのか、昼間なのに人通りがない。

　朱里の心拍数はどんどんあがっていった。

　薄い笑えみを浮かべたまま、彼はゆっくり近づいてくる。

「そういえば、自己紹介もまだだったね。僕は清きよ人と。……苗字は別にいいよね。知る必要もないだろうし。篠しの崎ざき朱里さん」

「ど、どうして私の名前を――」

「里緒奈から聞いている」

　矢や口ぐち里緒奈。初めてＵＭＡ研究会に依頼をしてきた子。

「あなたはいったい、なぜ浜森にいるんですか？　ここの住人じゃないですよね？」

「まあね……法的には。でも、僕は幼い頃、一時期ここに住んでいたことがあるんだよ」

「え？」

「ひどい小児喘ぜん息そくでね。空気のいい田舎いなかで過ごしたほうがいいと、しばらく浜森にいる親しん戚せきの家にお世話になっていたんだ」

「そうなんですか……」

　まったく浜森に関係のない人というわけではなさそうだ。

「……大学時代、同じように浜はま森もりに親しん戚せきがいるって友達がいてね。そのときに聞いた面白い話が忘れられなくて、フィールドワークに来ているんだ」

「フィールドワーク？」

「そう。現地で行う調査のこと」

　朱あか里りはじっと清きよ人とを見つめた。

　今のところ、嘘うそは言っていない気がする。だが、不審な点が多すぎる。

「何の調査ですか？　どうして里り緒お奈なさん家ちに？　それに、この前会ったとき、妙みようなことを言ってましたよね？　『きみの望みを叶えてあげる』とか」

　朱里は焦あせるあまり、矢や継つぎ早ばやに聞いてしまった。口調も自然と詰きつ問もんっぽくなっていた。

「落ち着いて。そんなに一気に聞かれても困るよ」

　清人が苦笑し、朱里は顔を赤らめた。

「何の調査かは内ない緒しよ。ただね、ちょっと状況が変わって。計画を早めることにしたんだ。思わぬ邪じや魔ま者がいることに気づいたから……」

「邪魔者……」

　何となく、朱里はそれが渚なぎさと大だい地ちを指しているような気がしてならなかった。

　白はく蛇じや鏡きよう事件のとき、二人で山に戻っていった。

　あれが今も気になっている。

　そして、その前にも純じゆん先輩から出てきた金きん髪ぱつの女。

　気き絶ぜつしてしまっていたが、あのときも異常なことが起こっていた気がする。

　あの二人が――何とかしてくれたのでは？

　大地は霊能力とか言っていたけれど……。

「……」

　朱里はじりっと足を半歩下げた。

　とにかく、清人と二人きりというのはまずい。

　本能が告げる。

　彼は危険だと。『敵てき』なのだと。自分だけでなく、この浜森の。

　朱里はたっと踵きびすを返すと、走りだそうとした。

　だが、強い力で引き戻された。

「！」

　清人が手首をがっちり掴んでいた。

「浜森を魔の海で覆おおい尽くすために、きみに力を貸してもらう」

「魔の海!?」

　意味がわからない。

「この世を――もっと面白くしてやる。この僕が！」

　清きよ人との目が異い様ような光を放つ。

　この人、おかしい！

　魔の海ですって？　僕が面白くする？

　何を言ってるの？

　しかし、清人の眼差しは真しん剣けんそのものだった。

「きみには、『エサ』になってもらうよ」

　いきなり、清人がバッと手のひらを朱あか里りの顔の前に広げた。

「あ――」

　ふわっと鱗りん粉ぷんのようなものが飛び散り、朱里はそれを吸い込んでしまった。

　そして、その瞬間、朱里は気を失った。

「おっと……魔の海製の眠り薬はよく効くね……」

　ぐったりした朱里を軽かる々がると抱き上げると、清人は歩き出した。

　その光景を見ている者は、誰だれもいなかった。
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「うう……」

「うめいたってしょうがないでしょ」

　渚なぎさにドンと背中を押され、役柄の制服を着せられた大だい地ちはロケバスを降りた。

　そう。

　成り行きでつくられた、大地の出番の撮さつ影えいがとうとうやってきたのだ。

　想像以上のプレッシャーだ。

　汗がどっと出てくるのがわかる。

「はあ、はあ、はあ……なんだっけ、セリフ……」

「ちょっと、変質者みたいな息をするのをやめてよ、気持ち悪い。ほら、ここ、赤線引いてるじゃないの！　っていうか、台本が汗でぐしゃぐしゃじゃない！」

　渚が呆あきれたように、大地から台本を取り上げた。

「ほら、言ってみて」

　大地は声を絞しぼり出した。

「い、行くな……」

「……なに、その今にも死にそうな声。あんたの役柄は、私のボーイフレンドで、明るくてクラスの人にん気き者ものなんだから。もっと力強く、自信を持って！」

　渚の叱しつ咤たに、大地は再びトライした。

「行くな」

「……へなへなね。いい？　あんたは十代の高校生役なのよ？　七十代の隠居した老人役じゃないんだから！」

　渚なぎさがズバズバ言ってくるが、反論する気力もない。

　なめていた。演えん技ぎをなめていた。しかも、これは学芸会や素人しろうと劇などではなく、全国放送されるゴールデンタイムのドラマなのだ。

　それを考えると、プレッシャーで汗が止まらない。

　顔に血が上っていく。

　たった一行のセリフじゃないか。

　大したことない。誰だれでもできる。

　そう思っていたのに、今は緊きん張ちようして頭が真っ白だ。

「しっかりしなさいよ！　『行くな！』でしょ！　たった三文字なのよ！」

「うう……うううううううううう……」

「そ、そんな恨うらめしそうな顔をされても困るんだけど。私が言い出したわけじゃないし」

　だが、自分が巻き込んだことに罪悪感はあるようで、渚も困り顔だ。

　大だい地ちはちらっと、自分がこれから向かうロケ現場を見た。

　大勢のスタッフが、大地参加のシーンのために用意をしている。

　カメラがセットされ、スタッフたちが立ち位置などを確認しているのが見えた。

「あんな大勢の前で、演技をするのか……つーか、たった三文字言うだけだけど……」

　大地はよろよろと歩き出した。

　逃げるわけにはいかない。やるしかないのだ。

「しょうがないわね！」

　渚が何かを決心したように、ぐいっと大地の手をつかんだ。

　ロケバスの裏に大地を連れ込む。

　抗う気力もなく、大地はふらふらと引っ張られていった。

　ロケバスの陰には誰もいない。静かな空間だった。スタッフたちの喧けん噪そうも遠い。

「ふう……」

　目を閉じると、小さく渚が息を吐はく。

　そして、何かを決心したように目を開けた。

　輝くようなエメラルドグリーンの瞳ひとみが大地に向けられる。

　渚の頬ほおに赤みがさしてくる。

　そして、渚が形のいい唇くちびるを開いた。

「人魚姫のおまじないをしてあげるわ」

「おまじない？」

「そう。緊張をやわらげる、特別なおまじないよ」

　そう言うと、すっと渚なぎさの顔が近づいてきた。

「あ……」

　大だい地ちの左ひだり頬ほおにやわらかい、濡れたものが押しつけられた。

　唇くちびるだ――そう大地が気づいたときには、ふわりと蜂はち蜜みつ色の髪が揺れ、そっと渚の顔が離れた。

「い、今のって……」

　キス――だよな？

　古くは接吻ともいう。

　何を考えてるんだ俺は。

「え……えええええ!?」

　渚が頬にキスを!?　おまじない？　えええええ？

　あたふたする大地から、渚が顔をそらせる。

「ほ、ほら、頑張りなさいよ！　私の初めてのおまじないなんだから！　貴重なんだから、絶対大だい丈じよう夫ぶ！」

　そういう渚の横顔は真っ赤だった。

　キ、キス……。

　あまりの驚おどろきに、いつの間にか演えん技ぎのプレッシャーや緊きん張ちようが吹き飛んでいた。



    

  
    
      



    

  
    
      「渚なぎさちゃ―――ん、大だい地ちくん、スタンバイして――――！」

「は―――――い！」

　スタッフに呼ばれ、渚が明るく可愛かわいく返事をする。

　もう頬ほおに赤みはない。

　分ぶ厚あつい猫ねこ皮かわ装着完了だ。さすが渚。

「行くわよ！」

「あ、ああ」

　まだ夢うつつながら、大地はロケバスの裏から渚とともに撮さつ影えい場所に向かった。

　不ふ思し議ぎだった。

　カメラや、数十人のスタッフに囲まれていることも、今はもう気にならない。

　あのおまじないのおかげだろうか？

　だとしたら、人魚ってすごいなあ。

　大地はそっと左頬に手を当てた。まだ、そこにはやわらかい感触が残っている。

「よし、撮影を始めるよ！　大地くん、準備はいい？　まずはリハーサルだからね」

「はい！」

　監督に言われ、大地は慌あわてて指定された位置に立った。

　渚が近くに立っている。

　だが、その表情はもう『麻生あそう渚』ではなく、役名の『リラ』という少女になりきっていた。すごい集中力だ。

「はい、スタート！」

　藍あい原はら了りよう演じる『神かみ山やま廉れん』がやってくる。

　すらっとした立ち姿すがた。悔くやしいが、やっぱり見た目はかっこいい。

「行こう」

『廉』がすっと渚に手を伸ばす。

　政まさ美みは大根役者呼ばわりしていたが、大地から見ると、ごく自然な演えん技ぎに見えた。彼も成長しているのかもしれない。

　渚――『リラ』が大地を振り返った。

「ごめんね、彼と行ってくる」

　少し悲しげに、それでもはっきりと渚が言う。

　その顔を見た瞬間、自然と口が開いていた。

「行くな！」

　だが、渚は悲しげに首を小さく振ると、藍原了と行ってしまう。

　二人が手をつないで駆けていくのを、大地はただ呆ぼう然ぜんと見つめるしかなかった。

「カ――ット！」

　その声に、大だい地ちは我に返った。

　監督が大地と目が合うと、にっこり笑ってくれた。

「いい感じだよ、大地くん。素人しろうとさんとは思えないな。すごく自然だった。本番もこの調子で頼むよ！」

「は、はい！」

　まさか誉ほめられるとは思わなかった。大地はホッとしながら、渚なぎさを見た。

　渚が微笑んでくる。

　あのおまじないのおかげか――ロケが終わったら、渚に何かお礼をしなくちゃな。

　まあ、ラーメン関係に決まりだろうが。

　そう思うと、余計に気が楽になった。

「じゃあ、本番いきま――――す！」

　その声に、大地は最初の立ち位置に戻った。
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「お疲れ様――――!!」

　夕方になり、ロケが無事に終わった。

　どのスタッフの顔にも、疲労と達成感が見える。

「じゃあ、手早く片付けて、ホテルに戻るか！」

　浜はま森もりにはホテルのような大勢が泊まれる場所がないので、中なか森もりにホテルをとり、そこで一泊してから東京に戻るらしい。

「お疲れ様でした！」

　渚と大地は、一緒にスタッフたちに挨あい拶さつしてまわった。

「そっちこそ、お疲れ様～」

「演えん技ぎ、よかったよ！」

　スタッフたちが、温かい言葉をかけてくれる。

　大地の胸むねが次第に熱くなった。

　機材班やスタッフたちが次々ロケバスに乗り込んでいくのを、大地たちは並んで見送った。

「渚ちゃん、大地くん、お疲れ様でした～」

　スタッフの亜あ希きがやってくる。

「二日間、ご苦労様でした！」

　同じくスタッフの中なか畑はたも挨拶にやってきてくれた。

「どうもお世話になりました！」

　二人にお礼を言っていると、政まさ美みがやってきた。

「私たちも行くわ。ゆっくり休むのよ。何せ二日間とはいえ、初めてのロケだったんだから、緊きん張ちようがとけるとドッとくるわよ」

　思ったよりまともなことを言うと、ヒールをカツカツ鳴らしながら去っていく。

「行っちゃったね。そろそろ私たちも帰ろうか」

「そうだな」

　あっという間の二日間だった。

　騒ぎの中にいるときは気づかなかったけど――。

　大だい地ちは閑かん散さんとした、浜はま森もり小学校を振り返った。

　お祭りが終わったときのような、少し寂さびしい気持ちになる。

「ちょっと文化祭と似ているのかもな……」

「まあね。お祭り騒ぎみたいだったものね」

「何だかんだあったけど、楽しかったな……」

　渚なぎさと呑のん気きな会話をしていると、校門のほうから騒ぎが聞こえてきた。

「うわっ！」

　カメラやテレビカメラを持った、マスコミ関係者とおぼしき人たちが殺さつ到とうしてきた。

　どうやら、ロケが終わり、防護線がとかれるのを待っていたらしい。

　二人はあっという間に、大勢のマスコミ関係者に取り囲まれた。

　一人の記者らしき男が、渚にマイクを向けてきた。

「きみ、藍あい原はら了りようと二人で昨晩出かけたでしょ？」

「え……」

　どうやら尾行して、張り込んでいたらしい。

「ほら、証拠写真もあるんだよ」

　さっと写真を手渡される。

　渚の横から覗いてみると、渚と了が車に乗り込むところから、レストランに入るところまで、バッチリ撮られていた。

「見出しはそうだな。『藍原了、美少女と一夜のアバンチュール!?』とかにしようと思っているんだ」

　ニヤニヤとカメラマンらしき男が、渚の顔を覗き込む。

　だが、渚は平然としていた。

「……共演者が二人でご飯を食べに行って、何か問題でも？」

　うっとカメラマンたちが詰まった。

　これが藍原了の自宅や、ラブホテルから出てきた写真ならともかく、たかがレストランでの出入りだけなのだ。

「別に載せてもらっても構わないですよ」

　渚なぎさが静かに言った。

　猫をかぶっていなければ、「そんなハンパな記事、載せたところで反応もないし、第一、編集長にツメが甘いってボツにされるだけよ。バーカ！」と憎々しげに言っただろう。

「ところで、レストランに行ってすぐ、ヒールを脱いで飛び出していったけど、何かあったの？」

　今度は渚が、うっと詰まった。

「……ちょっと急用があって、急いで帰っただけです」

「藍あい原はら了りように車で送ってもらえばよかったのに。それにしても、すごいスピードで走っていったね。全然追いつけなかったよ……」

　そのときのことを思いだしたのか、カメラマンがしみじみと言った。

「放っておいてください！」

「ねえ、藍原に何かされたの？」

　相手も必死だ。何か面白いネタを拾うまで、解放してくれないだろう。

　ハイエナよりタチが悪い。

　大だい地ちは叫んだ。

「渚、走れ！」

「え？」

「いいから、走って逃げろ！」

　大地の声に、渚が戸と惑まどいつつも、走り出す。

「後で、浜はま森もり高こう校こう前で！」

　大地は渚にだけに聞こえるように、そっと囁ささやいた。

　マスコミ連中が渚を追っていく。

「逃げたぞ！」

　もちろん、みんな大地など眼中にない。

　渚のほうへと全員走っていく。思ったとおりだ。

　自分にはまったく注意を向けられていない。だからできる。

　大地はぎゅっと右手を握った。

「彼女、足が速いからな！　車に乗れ！」

「俺はバイクで行きます！」

　マスコミ連中が、それぞれの交通手段で渚を追おうとする。

　このときを待っていた。

　全員が鉄ヽのヽ塊ヽに乗るときを。　

大地は右手に集中した。

　右手の手のひらが熱くなる。じんじんと熱が広がっていく。

　そして――ゆっくり『羅ら針しん盤ばん』の磁じ石しやくの力が発動した。

「え？」

　車もバイクも動かず、マスコミ関係者が戸と惑まどうのがわかる。

　アクセルを踏みまくっているようだが、空ぶかしするだけで、まったく前に進まない。

「なんだ？　故障か!?」

「おい、全部動いていないぞ！」

「見失うぞ、何とかしろ！」

　戸惑いや罵声が響くなか、大だい地ちは必死で右手に集中した。

　さすがに、数台の車とバイクを止めているのだ。重くて熱くて苦しい。

　じっとりと汗がにじんでくる。

　まだだ、まだ。

　渚なぎさは俊足だ。だが、もう少し時間を稼がないと。

　大地は必死で右手に集中した。

　少しでも気を抜いたら、終わってしまう。

　魔の海の羅針盤が埋め込まれた右手の力が成長しているというなら、車やバイクの数台くらい、止められるはずだ。

　磁石の力で！

「くっ！」

　手だけではなく、脳のうまでが熱くなってきた。血けつ管かんがどくどく波なみ打うつのがわかる。

　心しん臓ぞうも痛い。

　身体からだにかなりの負担がかかっている。

　渚には借かりがある。それこそ、命の借りまで。

　いつも助けてもらってばかりだ。

　ついさっきも。

　これくらいできなくてどうする！

　渚の姿すがたが見えなくなるまで、大地は必死で車とバイクを止め続けた。



　　　　　　　＊



「大地……」

　三十分ほどしてから、渚が浜はま森もり高こう校こうにやってきた。

　マスコミ連中はとうに去ってしまっている。磁石の力を止めると、すごい勢いで走っていってしまった。

　渚なぎさの手にはヴァイオリンケース――魔ま獣じゆう具ぐ入りの――があった。

　一度家に帰り、持ってきたらしい。

「あいつらの車を、磁じ力りょくで止めてくれたのね。ありがとう」

　大だい地ちは疲れ切っていたが、それでも笑ってみせた。汗ばむ体を壁にもたれかけさせて、何とか立っている状態だ。

「いや……大したことない。それよりおまえ、昨日の夜、ヒールを脱ぎ捨てて、走ったのか？」

「そうよ」

「何かされたのか、藍あい原はらに!?」

　大地の勢いに、渚が慌あわてて手を振った。

「ち、違うわよ！　潮しお騒さいが聞こえた気がしたの！　だから必死で走ったのよ！」

「え、じゃあ、おまえも現場に……」

「そうよ！　そしたら魔ま物ものどころか、道の真ん中で仲良く手をつないでいたわけよ、あんたと篠しの崎ざきさんが！」

　あれを見られていたのか！

　それで「楽しかった？」とか変なことを言っていたのか。

「違うんだ。カニみたいな魔物が出て、必死で追い払った後だったんだよ！　篠崎さんが怖こわがってたから、送っていこうとして――」

「なんですって！　じゃあ、やっぱり潮騒は聞き違いじゃなかったのね」

　じろっと渚が大地を見る。

「で、あんな誰だれもいないところで、二人で夜に何をしてたのよ！」

「違うって！　家でエビフライ――いや、晩ご飯を食べてたら、右手が熱くなったんだよ！」

「魔の海の羅ら針しん盤ばんが？」

「そう！　何かを指し示している気がして飛び出したんだ」

　渚がじっと大地の右手を見つめた。

「あんたの右手――本当に、どんどん進化しているみたいね」

「かもしれない……」

　事故で埋め込まれたのは十歳のとき。

　以来、特に使っていなかった。

　だが、最近は頻ひん繁ぱんに使用し、しかも命懸けの実戦で頼っている。

　大地は右手の手のひらをじっと見つめた。

「ハードに使えば使うほど、筋肉みたいに発達していく気がする……」

「……何その変な喩たとえ」

　渚なぎさがげんなりと言った。

「まあ、確かに使い慣れてくると、そのポテンシャルを引き出せるのかもね。しかし魔ま物ものを探たん知ちできるなんてね。そこまで正確に。さすが羅ら針しん盤ばんね」

　渚が感心している。

「今や、私より優ゆう秀しゆうな魔物探知機かもね」

「あ、あのさ……」

　大だい地ちはもう一度、聞くことにした。

　どうしても知りたかったのだ。

「藍あい原はら了りようとの食事は楽しかった？」

　渚がぽかんとした。

「何言ってるの？　潮しお騒さいが聞こえたから、ご飯が運ばれる前に飛び出したのよ？」

「そっか……」

　大地はなぜかホッとした。

「でも……せっかくの機会だったのにな。アイドルと食事なんて」

「別に全然楽しくなかったけどね。潮騒が聞こえなくても、すぐに帰るつもりだったし」

　大地はヒールを脱いで、疾しつ走そうする渚を思い浮かべた。

　浜はま森もりを守るとなると、かぶっていた猫を脱ぐのもいとわない。

　いつもは澄ましているが、そんなきっぷのよさもある。

「もったいなくないか？　すっごいハンサムじゃん」

「べっつにー。あんまり心惹ひかれないのよね」

　渚が意外な言葉を発した。女の子なら、誰だれもが好むと思ったのだが――。

「あっ！」

　二人は同時に叫んだ。

「潮騒が――」

「右手熱い！」

　大地と渚が視線を向けたのは、同じ方向だった。

　浜森高校の裏庭。立入禁止のあの場所。

　そこに魔物がいる！

　二人は必死で駆けた。

　校門を抜け、グラウンドを通り、立入禁止用のロープを飛び越える。

　草がぼうぼうと好き勝手に生え、老ろう朽きゆう化かしたプレハブがいくつも点在している打ち捨てられた場所。

「あ、昨日の魔物ガニだ！」

　だが、数が違っていた。

　何十匹いるのだろう。

　山ほどの巨大な赤色と黄色のカニがガチガチと音を鳴らしながら蠢うごめいている。ぞっとするほど不ぶ気き味みな光景だった。

　子どもが見たら、卒倒しそうだ。

「渚なぎさ、赤はたぶん肉食だ！　気をつけろ！」

「そうなの？　了解！」

　渚がヴァイオリンケースから、魔ま獣じゆう具ぐを取り出した。

　カニたちがぞろぞろと近づいてくる。

「気持ち悪い！」

　渚が軽かる々がると地面を蹴けった。

　そして、魔獣具を一いつ閃せんする。

「グギャアッ」

　数匹のカニが、ぐしゃりと潰つぶされ、青黒く変色し、黒い染みとなって消えていく。

「ああ、もう気持ち悪いったら！」

　叫びながら、魔ま物ものガニを次々と潰していく渚。

　ぐしゃ、ぐちゅ、と耳をふさぎたくなる不快な音が響く。

　魔の海のものは魔の海のものでしか倒せない。

　今度ばかりは手伝えず、大だい地ちはただじっと見守るしかなかった。

　ようやくその大群を潰し終えたとき、渚は汗だくになっていた。

「はあ……これで終わり？」

「みたいだな……お疲れ様」

「気持ち悪いから、さっさと倒そうと思って頑張ったら疲れたわ」

　渚がぜいぜいと荒く息をしている。

　そのとき、プレハブの陰から、男がすっと出てきた。

「誰だれっ!!」

　渚が鋭するどい声を上げた。

「あっ！　おまえは!!」

　大地は思わず叫んだ。捜し求めていた男がそこにいたのだ。

　白いシャツに黒いズボンという、シンプルな姿すがた。

　細ほそ身みの若い男は、軽く手を叩たたいていた。

　うっすら笑えみまで浮かべている。

　どうやら渚の健闘を称たたえているらしい。

「やあ、すごいね。あの大群を一気に片付けるなんて」

　渚は疲れもあってか、凄すさまじい形ぎよう相そうで占い師を睨にらんだ。

「久しぶりね。エセ占い師！」

「ひどいな。僕には『清きよ人と』って名前があるんだ。そう呼んでくれないかな」

「ふーん、『清い人』ねえ……つけた親もがっかりでしょうね」

　清人の表情が一瞬、歪ゆがんだ。

「君たちが邪じや魔まなんだ」

「奇遇ね。私もあんたが邪魔よ」

　渚なぎさが負けじと言い返す。

「決着をつけようと思って、ここに呼んだんだ。どうも魔ま物ものを感知する力があるらしいからね。きみたちには」

　清人が爽さわやかに笑った。

「彼女にエサになってもらってね」

「彼女？」

　大だい地ちは嫌いやな予感がした。

　ますます楽しそうに、清人が笑えむ。

「プレハブの奥を見てごらん」

　老ろう朽きゆう化かしたプレハブの一つを清人が指した。

「罠かもしれないわ……気をつけて」

　渚がこそっと囁ささやいてくる。

　大地はうなずき、慎重にプレハブの裏に回った。

「!!」

　そこには衝撃的な光景があった。

「朱あか里り!!」

「篠しの崎ざきさん！　何てこと！」

　ぐったりした朱里が、壊れた人形のような不自然な形で立っている。

　いや、立たされているといったほうが適当だろう。

　朱里を背後から抱きしめるように支えているのは、見上げるような巨大なカニだった。

「おやおや、思ったより体力がなかったようだ。いや、気力というかな」

「!!」

　清人の面白がるような口調に、どくん、と大地の心しん臓ぞうが大きく跳ねる。

　自分の中から凶きよう暴ぼうな感情がわきあがるのがわかった。

「てめえ……」

　清人に殴なぐりかかろうとした大地の肩を、がっしりと渚が掴んだ。

「大地！　落ち着いて！　篠崎さんを助けるほうが先よ！」

「!!」

　そうだ。

　怒りに我を忘れてしまった。

　大だい地ちはぎりっと歯を食いしばった。

　朱あか里りを助けたら、思いきりぶん殴なぐってやる！

「どうやら、こいつが親玉というか……さっきの魔ま物ものガニたちの母親？」

　渚なぎさが冷ややかな目を清きよ人とに向ける。

「その通り。彼女の生気を吸って、あれだけの子ガニを出すことができた。だが、もう限界だな。君たちも来たことだし、彼女はもう用済みだ」

「何だと！」

「彼女を離せ」

　清人の言葉どおり、親ガニが朱里から離れる。

　どさりと、朱里の小さい体が地面に崩れるようにして落ちた。

「朱里！」

「大地！　まだよ、落ち着いて！」

　大地はぐっと拳こぶしを握った。確かに今飛び出せば、あいつの思うツボかもしれない。

　朱里のそばにはまだ魔物もいる。

　どうやっているのかわからないが、清人は魔物を操れるらしい。

「君たちだね。魔物を狩っているのは」

「そうよ」

　渚が静かに言った。だが、その声には怒りが秘められていた。

「あんたでしょ。浜はま森もりに通路ホールを開けまくって、魔物を呼び出しているバカは」

「……」

　清人が面白そうに渚を見つめる。

「ふっ……君がどうやって魔物を倒せるのか知りたくてね。おびき寄せてみた。どうやら、戦えるのはその棍こん棒ぼうを持っている麻生あそう渚、君だけのようだね」

「あんたも倒せるわよ」

　渚がすっと魔ま獣じゆう具ぐを、清人に向けた。

「……どうやら、戦いは避けられないようだね。君たちは僕を倒したいんだろう？」

「あったりまえでしょ！　やりたい放題やってくれたじゃないの。主にウチの学校を中心にね！」

「だが、僕にしたら、君たちが目め障ざわりだ。決着をつけよう」

　清人がさっと砂のようなものを地面にまいた。

「魔の海で！」

　砂がまかれたところに、黒々とした水たまりのようなものができた。

　渚なぎさがキッと清きよ人とを睨にらむ。

「有利な場所に誘い込もうってわけ？　誰だれがわざわざ、そんな場所に――」

「君は来るはずだよ。そうしなければ、浜はま森もりに災さい禍かは続く。そして、そのうち、巨大な通路ホールが開き、この地に魔ま物ものたちが押し寄せる」

　渚がぐっと詰まった。

　それこそが、渚が最もつとも恐れていることなのだ。

「時間はないよ？　それまでに僕を捕まえる絶好の機会だと思うけどね」

　清人がニヤリと笑った。

　そして、清人は躊躇うことなく通路ホールに飛び込んだ。

「あ！　待ちなさい！　もう！　大だい地ち、救急車を呼んで！　その間に、私が親玉ガニを倒すわ！」

「了解！」

　怒りに満ちた渚の攻こう撃げきは凄すさまじかった。

「このこのこのこの!!」

　強烈な魔ま獣じゆう具ぐの連打を浴び、親玉ガニがゆっくり倒れた。

　もともと、子どもをあれだけ産んで、力尽きていたのかもしれない。

　大地は倒れている朱あか里りの様よう子すを見た。



    

  
    
      



    

  
    
      　弱々しいが脈はあるし、呼吸もしている。見たところ、外がい傷しようもないようだ。

「かなり衰すい弱じやくしているけど、命に別状はなさそうね。篠しの崎ざきさんは大だい丈じよう夫ぶよ。私たちも行くわよ」

「ああ……」

　この状態の朱あか里りを一人で置いていくことはつらかった。

　だが、清きよ人とを放っておくわけにはいかない！

　大だい地ちは羽は織おっていたシャツを脱ぐと、そっと倒れている朱里にかけた。

　Ｔシャツ姿すがたになった大地は心に誓った。

　絶対、あいつを倒してくる！

　決戦――なぜかその言葉が頭に浮かんだ。

「大地！　行くわよ！」

「ああ！」

　二人は清人に続き、通路ホールに飛び込んだ。



    

  
    
      
第五章　決戦は魔の海





　冷たく暗い、どろりとした泥の中みたいだ――通路ホールを通ったとき、大だい地ちはそう感じた。

　そこから飛び出ると、もう、そこは別世界だった。

　再びやってきた魔の海。

「うわー、相あい変かわらずだな」

　大地がここに来るのは二回目だ。

　空は曇どん天てんで、分ぶ厚あつい灰色の雲に覆おおわれている。

　ごつごつした岩いわ場ばがどこまでも続き、妙みように生なま温あたたかい風が吹きつける。

　周囲には荒れ狂う激はげしい海。

　波のしぶきが、今にも飛んできそうだ。

　この中に、数多あまたの魔ま物ものがうごめいているのだ。

　そう考えると、ぞくっとする。

「あっちよ！」

　渚なぎさの声に、大地は我に返った。

　思わず見入ってしまった。

　この世ならざる、怪物の世界に――。

　恐ろしいが、不ふ思し議ぎなほど興きよう味みをかきたてられるのだ。

　ＵＭＡ好きの血が騒ぐのだろうか。

「やっぱり、来たね……」

　岩場の上に清きよ人とが立っていた。

　激しい風が、彼の髪をなぶっている。

　清人はなぜか余裕の笑えみを浮かべていた。

「お望みどおり、来てやったわよ。決着をつけようじゃない！」

　渚が勇ましく、バットのように魔ま獣じゆう具ぐを清人のほうに向かって突きつけた。

　くすっと清人が笑った。

「まるで戦士だな、君は。ところで、魔物は現実世界ではその力を存分に発はつ揮きできない。それは知っているよね？」

「ええ。人に寄生したりして、エネルギーを得てるわね」

「だが、ここなら。水中から陸地にあがった人間のように、彼らは息を吹き返し、自由に動ける」

　ずし―――んと、地じ響ひびきがした。

　清人の背後から、魔物ガニがブルドーザーのような巨体を現した。

「でかい……」

　その大きさを目の当たりにし、大だい地ちはつぶやいた。

「……さっき倒した親ガニの、倍はあるんじゃないの……」

　渚なぎさもさすがに驚おどろいたようだ。呆ぼう然ぜんとしている。

　ギチギチギチギチ――。

　気味の悪い音を出しながら、魔ま物ものガニが近づいてくる。

　ギロチンのような鋭するどさを持つ、赤黒いハサミ。

　六本ある足の先は尖とがっていて、大きいツルハシのようだ。

　どちらも一いち撃げきで、致ち命めい傷しようを与えられるだろう。

「まずはそいつを倒してから、次はあんたってことね」

　渚は躊ちゆう躇ちよすることなく魔ま獣じゆう具ぐをぐっと握ると、魔物ガニに向かって走り出した。

　勇ましいことこの上ない。

　魔物ガニが、その鋭いハサミを渚に向かって振ってきた。

「渚！」

「ええい！」

　軽くジャンプすると、渚が間かん一いつ髪ぱつハサミの鋭い一撃をよける。

　そして体をひねると、その魔物ガニの体に足をかけ、高くジャンプした。

「ぶっ壊れろ！」

　渚が物騒な声を上げながら、上空から魔獣具を振り下ろす。

　頭部狙いだ。

　ガキ―――ン！

　鈍い音とともに、渚の一撃は鋼こう鉄てつのようなハサミにさえぎられた。

「ちっ！」

　岩いわ場ばに着地した渚が軽くジャンプすると、魔物ガニから距きよ離りをとる。

「巨体のわりに、意外と素早いじゃない」

　渚と互ご角かく。

　さすが魔の海の魔物というところか。

　だが、清きよ人とは逆の意味で驚いたようだ。

「やはり、彼女はただの人間じゃないな。魔の海の血を引いているんじゃないのか？」

　どうやら、清人もはっきり気づいたようだ。

　渚が普通の人間ではないことに。

　何といっても、怪かい力りき、凶きよう暴ぼうの人魚姫のハーフなのだ。パワーが桁けた違いだ。

「……強いな」

　感かん嘆たんする清人に、大地はちょっと自じ慢まんげな気分になった。

「大だい地ち！　ヘルプをお願い！　レヴィを呼ぶわ！」

「わかった！」

「!?」

　軽かる々がると岩いわ場ばを駆けていく大地を、清きよ人とが驚おどろきの目で見つめた。

　渚なぎさと違って普通の人間であるはずの大地が、何をするのか予想もつかないのだろう。

　大地はもう目め星ぼしをつけていた。

　岩場に打ち捨てられている、鉄の塊――おそらくは人間界から紛れ込んだモーターボートのエンジンだ。

　大地は右手を伸ばすと、右手の手のひらに集中した。

　ぐぐっとエンジンが引き寄せられ、右手に吸いつく。

　それを手にし、大地は魔ま物ものガニの前に立った。

　でかい――。

　恐怖がつのるが、躊躇っている時間はない。

「やああああ!!」

　大地は力いっぱいエンジンを、魔物ガニの胴体に叩たたきつけた。

「うっ！」

　ガキン、と鈍い音がし、右手に反動が思いきり響く。

　やはり、魔物ガニに傷きず一つつけられない。

　ギロリ、と魔物ガニの目が凶きよう暴ぼうに輝いた。

　ぞくりと背せ筋すじに寒さむ気けが走る。

「よし！」

　とにかく、魔物ガニの注意を自分に向けることができた。――すごく恐ろしいが。

　魔物ガニが地じ響ひびきを立てながら、大地のほうへ突進してくる。

　まるで暴走してくるダンプカーのような迫力だ。

　残ざん念ねんながら、俺には倒せそうもない。だが、俺には渚がいる。

　最強の人魚姫のハーフが。

　魔物ガニを引きつけながら、大地は叫んだ。

「任せたぞ、渚！」

　その声に呼応するかのように、渚の美しい歌声が朗々と魔の海に響いた。

　魔の海の、深く分ぶ厚あつい雲すら切り裂くような、清涼でいて力強い歌声。

　それに呼応するかのように、何十メートルもある巨大な蛇へびのごとき怪物が空に姿すがたを現した。体を覆おおうウロコが銀色に輝く。

「なっ、なんだあれは！」

　清人の驚きよう愕がくの声が魔の海に響く。

　それは驚おどろくだろう。

　突然、真しん紅くの目をした、聖書に出てくる『レヴィアタン』そっくりの魔ま物ものが出現したのだから。

　レヴィが大きく口を開けると、鋭するどい牙がぞろりと生えているのが見える。

「いけえっ！　レヴィ!!」

　渚なぎさが高らかと叫ぶ。

　その声に応じるように、レヴィが空中で体をくねらせ――そして急降下した。

　その先にいるのは魔物ガニだ。

　あっという間に、レヴィの鋭い牙が魔物ガニに突き立てられる。

「やった！」

　大だい地ちは思わず叫んだ。

　魔物ガニの体が砕くだけ散る光景を思い浮かべたからだ。

　だが、思ったより殻は硬かたかったようだ。

　足やハサミをばたつかせる魔物ガニを、ぺっとレヴィが吐はき捨てた。

《硬いな……牙がかろうじて表面に届くくらいだ》

「ダメなのか……」

　思ったより魔物ガニは丈夫でしぶとい。

　魔物ガニの注意を引いて、岩いわ場ばを全力疾しつ走そうした大地は荒い息をついて、その様よう子すを見守った。

　そのとき、大地のそばに、清きよ人とがやってきた。

　清人が信じられない表情で大地を見ている。

「なんだ、あの強力な魔物は……。それに、おまえ……磁じ石しやくの力が使えるのか！　その右手……魔の海の力があるんだな」

「……おまえだって、通路ホールが作り出せるじゃないか」

　清人のねばっこい視線に、大地は反射的に右手を後ろに隠した。

「おまえの手……何かあるのか？」

　清人が執しつ拗ように迫ってくる。

「誰だれが敵てきに教えるか！」

　大地はそう言うと、清人から距きよ離りをとった。

「ずるいよなあ……おまえたちみたいな特別な奴らは」

　大地はハッとした。

　清人の目が恨うらめしげに自分を見つめていたからだ。

「と、特別って……」

　清人がバッと大地を指差した。

「こいつを先に狙え！　目め障ざわりだ！」

　清きよ人との声に、レヴィの牙で穴だらけになった魔ま物ものガニが、のしのしとやってくる。

「げっ！」

　普通の人間だと思っていた大だい地ちが、特別な能力を持っているのが、なぜか清人の逆げき鱗りんに触れたらしい。

「うわっ！」

　鋭するどい魔物ガニのハサミがかぱっと開いた。まるでギロチンだ。

　あんなものに挟まれたら、真っ二つになってしまう。

　大地は必死で岩いわ場ばを走って距きよ離りをとった。

　――つもりだった。

　ガチン、とハサミが合わさる音がした。

「つっ！」

　肩先に鋭い痛みが走る。

「ううっ！」

　激げき痛つうに肩をおさえながらも、大地は岩場を転がるようにして、魔物ガニからなんとか離れた。

「大地！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　渚なぎさが悲ひ鳴めいのような声を上げた。

「だ、大丈夫……だと思う」

　Ｔシャツがさけ、そこから血が流れている。

　ズキズキと鋭い痛みが左ひだり肩かたを襲おそう。

　間かん一いつ髪ぱつ逃げそこねたらしい。

「大地に触るんじゃないわよ……」

　低い、低い、怒りを帯びた、恐ろしい声が岩場を這った。

　それは、魔の海の飛沫しぶきの音さえ吹き飛ばす迫力があった。

「大地を好き勝手にボコボコにしていいのは、この私だけなんだから！」

「はあ!?」

　渚がわけのわからないことを言うと、

「やああああああああ!!」

　と、気合いを入れた声で叫びながら、魔ま獣じゆう具ぐを日本刀のように掲かかげて、魔物ガニに突進していった。

　魔物ガニが反応できないほどの、素早い動きだった。

「このお！」

　レヴィの開けた穴を狙い、渚が魔獣具を力一杯叩たたき込む。

　次第に穴を中心に甲こう羅らにヒビが入ってきた。

　だが、魔ま物ものガニもやられっぱなしではなかった。

　鋭するどいハサミの一いち撃げきが渚なぎさを襲おそう。

「危ない！」

　だが、渚の集中力は凄かった。

　間かん一いつ髪ぱつ、身を屈めると、魔物ガニの一撃をぎりぎりでよける。

　蜂はち蜜みつ色の髪が数本、切り取られ、宙を舞った。

　だが、渚は怯ひるまなかった。

「攻こう撃げきが単調なのよ！」

　バキイッ!!

　まるで銅ど鑼らを叩たたくように、渚の大きいスイングが甲羅のど真ん中にヒットした。

「グギャアッ！」

　甲羅がとうとう叩き割れ、魔物ガニが地じ響ひびきを上げて倒れた。

　ぶくぶくと泡を吹き、その体が赤色から紫色に――そして、最後はどす黒い青に変わっていった。

「倒したのか？」

「そうみたい」

　渚があっさり言うと、魔ま獣じゆう具ぐをとん、と肩にかける。

　レヴィが呆あきれたように渚を見つめた。

《この小僧が絡むとおまえの力は何百倍になるんだ？　儂わしの出番はなさそうだな……》

「何言ってるの！　あんたが牙で穴を開けて突破口を作ってくれたんでしょ！　まあ、最後は私の実力だけど！」

　渚が自じ慢まんげに胸むねを張る。

　レヴィがワニのような大きい口をわずかに開けた。

　大だい地ちはレヴィが苦笑したような気がした。

「さて、あんたも同じようにぼっこぼこにしてやるわ。覚悟しなさい」

　渚が不ふ敵てきな笑えみを浮かべ、清きよ人とのほうを向いた。

　清人がにやりと笑う。

「さすがだな……だが、能力は見せてもらった。ここからが本番だ」

「何ですって？」

「なんで僕がわざわざ魔の海に来たと思ってるんだ？　出いでよ、『インビジブル・クラーケン』！」

　清人が叫ぶと、大きく波がうねった。

　ざばっ！と波しぶきが岩いわ場ばに飛んでくる。

「うわっ！」

　太く、ひょろ長いゴムのような足が、岩いわ場ばにぺとりとくっつく。

　ぺと、ぺと――それは八本もあった。

　波うつ足は、まっすぐ伸ばせば一本、十メートルくらいありそうだ。

　そして、足がかりができたところで、ぐばあっと見上げるような水しぶきが起こった。

　つるりとした丸い頭が海を割って出てくる。

　頭部だけで、三、四メートルくらいありそうだ。

「でかい！」

「な、何あれ？」

　渚なぎさが呆ぼう然ぜんとする。

「巨大なタコ……？」

　だが、タコのような頭の下部には鋭するどい切れ目があり、それが三日月状に大きく開くと、中から鋭い牙がいくつも覗いた。

　唾だ液えきにねばつく牙は、それこそ先ほどの魔ま物ものガニの甲こう羅らもやすやすかみ砕くだきそうだ。

　そして、その上にある赤い双眸は、血に飢えた肉食獣のように光っている。

「くっ！」

　――強きよう敵てきだ。

　一瞬にして本能で悟さとった大だい地ちたちは身構えた。

　岩場に海からあがった『インビジブル・クラーケン』の姿すがたが、突然かき消えた。

「え？」

　それは目を疑うような光景だった。

　今までそこにいた存在感のある巨大な魔物が、一瞬にしていなくなったのだ。

「また海に戻ったの？」

「だったら、飛沫しぶきが上がるはずだし、だいたい、消え方がおかしい。まるで瞬間移動したみたいな――」

　言いかけた大地の背せ筋すじに冷たいものが走った。

　生なま温あたたかい空気が、頬ほおにふきかけられたのだ。

「うわっ！」

　大地は反射的に飛び退いた。

　すぐそばで、ガチン、と硬かたい牙が合わさる音がする。

「こいつ、姿を消せるんだ！」

「なんですって！」

「あいつ、タコそっくりだっただろう？　タコの中には擬ぎ態たいが得意なやつもいる。岩や地面そっくりに体色を変え、獲物を待つタコとか。この魔物はその究極なのかもしれない！」

「だから『インビジブル』か……透明人間ならぬ、透明ダコってやつね！」

　渚なぎさがじっと辺りを見回す。

　だが、大だい地ち同様、何も見つけられないようだ。

　動く音でも聞こえればまだいいが、岩いわ場ばに打ち寄せる波の音が、タコの移動音をかき消す。

「まあ、頑張って。無む理りだと思うけど」

　くすくす笑う声が聞こえた。

　清きよ人とが小高い丘のように積まれた岩の上で、ゆったり腰こし掛けている。

　自分はのんびり高みの見物としゃれこむつもりなのだろう。

　渚がキッと清人を睨にらんだ。

「余裕ね……。そうか、あんたを倒せばいいのよ。どうせ、この透明ダコもあんたが操っているんでしょ！」

「インビジブル・クラーケン。一応、名前をつけてみたんだけど」

　清人が薄笑いを浮かべながら言う。

「どうでもいいわよ、名前なんて。どうせ倒すんだから――あんたと一緒にね！」

　魔ま獣じゆう具ぐを握った渚が、清人に向かって走っていった。

　ところが、三歩も行かないうちに、見えない何かに吹っ飛ばされた。

「あっ！」

　渚が岩場に叩たたきつけられるところを、猫のようにしなやかに回転して、何とか綺き麗れいに着地する。

「渚！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　駆け寄ろうとした大地を、渚が手で制した。

「来ないで！　この近くにいるわ！　タコ足の一いち撃げきをくらったみたい」

　渚がつらそうに腹部をおさえる。

「くそっ！」

　どこにいるかわからないから、攻こう撃げきのしようがない。

　レヴィも空中で体をゆっくりくねらせ、攻撃しあぐねている。

「きゃあ！」

　渚がまた吹っ飛ばされた。蜂はち蜜みつ色の髪が大きくうねる。

　今度は不意をつかれたのか、渚が岩場を転がった。

「渚！」

　渚が素早く立ち上がると、魔獣具をかまえた。

「つっ……横っ面をひっぱたかれたわ。瞬間的に身を引いたから、大したことはないけど……私の美び貌ぼうによくも！」

　渚なぎさの緑色の目が燃え上がる。

　大だい地ちは怒りがふつふつわきあがるのを感じた。

　渚の左ひだり頬ほおは赤くなり、唇くちびるの端は切れ、少し血が出ていた。

「絶対、倒してやる！」

　それには、相手の位置を知らなければならない。

　位置さえわかれば――。

　そのとき、右手の手のひらが燃えるように熱くなった。

　キュイ――――ンと右手の中で目に見えない羅ら針しん盤ばんの針が動くのを感じる。

　ピン、ときた。

　インビジブル・クラーケンは渚の左斜め前にいる。そして、また足を振り上げて攻こう撃げきしようとしている。

「渚！　左斜め上！」

「え!?」

　驚おどろきながらも、渚は魔ま獣じゆう具ぐを大地が言った方向に振った。

「ギャッ！」

　気持ち悪い悲ひ鳴めいが響き、ずざざざとインビジブル・クラーケンが後ずさりするのが大地にはわかった。

「……見えなかったけど、何かに当たったわ。どうしてわかったの、大地！」

　渚が驚いたように言う。

　急な指示に応え、見事にスイングした渚の運動神経に感心しながら、大地は言った。

「右手の羅針盤が示してくれるんだ！　敵てきの場所や動きを！」

「そんなこともできるの!?」

　渚が驚嘆したように、緑色の目を見開く。

「そうみたいだ。俺が指示を出すから、渚とレヴィは攻撃を頼む」

「了解！」

《承知した》

　二人から、頼もしい言葉が返ってきた。

「渚の右斜め前方向にいる！　渚！　足が飛んでくるぞ！　左からだ！」

「オッケー！」

　渚が魔獣具をスイングする。

　姿すがたは見えなくても、足が飛んでくるときの空気を切り裂く音や、風圧などは消せない。

「ギャアッ！」

　渚は再び、見事に足を叩たたいた。

「レヴィ！　二メートルほど前に進んで！　その真下に頭部がある！」

《任せておけ！》

　巨大な龍りゆうのごとき体をくねらせ、レヴィが一気に降下する。

　大きな口が、最大限に開かれた。

　そこには、インビジブル・クラーケンなど比較にならないほど大きく、鋭するどい牙がずらりと並んでいる。

「そこだ！」

　大だい地ちの声と同時に、レヴィの巨大な口が閉じられた。

　ぐしゅっという、何か柔らかいものが潰つぶれる音がした。

　そして、青黒い汁のようなものが岩いわ場ばを流れ出し、徐々にインビジブル・クラーケンの姿すがたが現れだした。

　頭部を完全にかみ砕くだかれたインビジブル・クラーケンは、塩をかけられたなめくじのように、しわしわとその姿を縮めていく。

「やったあ！　すごいわ、大地！」

　渚なぎさが蜂はち蜜みつ色の髪を振り乱し、駆け寄ってくる。

　抱きつかれ、嬉うれしさとともに、肩口の痛みがぶり返した。

「いててっ！」

「あっ、ごめん！」

「いや、おまえこそ……」

　渚の頬ほおはまだ赤いままだ。唇くちびるも血は止まっているが、端が切れてしまっている。

「私の美び貌ぼうに傷きずをつけた代償は払ってもらうわよ！　清きよ人と！」

　渚が勇ましく、岩場に腰こし掛けたままの清人を睨にらんだ。

「さあ、どうするの？　頼みの綱の魔ま物ものもあっさりやられたわよ？」

「その大地くんの力は計算外だったな……ここでなぶり殺しにできてたはずなのに。やっぱり君たち、邪じや魔まだよ」

　清人が冷ややかに言った。

　大地は清人の落ち着きが気になった。

　召喚した魔物が二匹も倒されているというのに、平然としている。

　まだ何か――奥の手があるというのか？

「君たちはこれで勝ったつもりか？　インビジブル・クラーケンは魔の海ではそれほど攻こう撃げき的な魔物じゃない。姿を消す性質からもわかるだろう？　普段は姿を隠し、極力戦いを避けるタイプだ。だが、いったん、その防御が崩れると、追い詰められたネズミのように凶きよう暴ぼうになる」

「え？」

　大地は思わず振り返った。

　しぼんでいた青黒いインビジブル・クラーケンが、再び膨らみ始めた。その体からは無数のトゲのようなものまで出てきている。

「普段はタコのような軟体系の体をしているんだけどね。攻こう撃げきを受けると防御機能にスイッチが入るみたいなんだ。足と牙を引っ込めて球体になり、体を硬化させ、トゲを出す。防御と攻撃のための変化だ。凄すさまじい生存本能のなせる業だよね」

　清きよ人とが楽しそうに言う。

「まるで研究者きどりね」

　渚なぎさがぎりっと歯がみしながら、清人を睨にらんだ。

「そのとおり。僕はここにフィールドワークに来てるんだからね。専門は『魔の海の魔ま物もの』で、魔物の生態をいろいろ調査中なんだ」

　にこやかに清人が答える。

　そのへらへらした顔に、拳こぶしを叩たたき込んでやりたい気持ちを、大だい地ちは必死で抑えた。

　まずは、目の前の魔物を倒さなくては！

　青黒い丸い塊になった魔物は、全身からトゲを次々と出している。

　その目は、怒りと復讐心に燃えていた。

「やばそうね……」

　渚がぼそっと呟く。

　膨らんだその姿すがたはカニというより、もはやハリセンボンのようだった。

「まずはあの邪じや魔まな龍りゆうもどきをやっつけるか……やれ！　インビジブル・クラーケン！」

　清人の命令に、インビジブル・クラーケンの体が更に膨れあがったかと思うと、全身の鋭するどいトゲが何百本と空に向かって――いや、レヴィに向かって放たれた。

　ズザザザザザザザ!!

　レヴィの体に無数のトゲが突き刺さる。

「!!」

　渚と大地は声もなく、その惨状を見つめた。

《うっ！》

　無様な悲ひ鳴めいこそ上げなかったものの、レヴィが苦く悶もんするかのように体をくねらせ、ゆっくり落下していく。

「レヴィ!!」

　渚が叫ぶ。

　レヴィの体が煙のように薄くなったかと思うと、渚の魔ま獣じゆう具ぐにするりと戻った。

「レヴィ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　渚の問いに、魔獣具の中から弱々しい答えが返ってきた。

《すまない……どうやらしばらく動けそうにない……その針には麻ま痺ひする毒がある……気をつけろ……》

　凄すさまじいダメージを受けたようだ。それ以降、レヴィの気配が消えた。

「そんな……」

　大だい地ちは信じられない思いで、その光景を見つめた。

　あの無む敵てきかと思ったレヴィをあっさりと倒すなんて。

　龍りゆうのような巨体を、一瞬にして麻ま痺ひさせるほどの毒。

「びっくりしたかい？　魔の海で生き抜いてきた魔ま物ものをなめちゃいけないなあ」

　清きよ人とが楽しげに言った。

　その余裕たっぷりの態度が癇かんに障ったが、今はそれどころではない。

「やばい……」

　また、ゆっくり魔物の体からトゲが出てこようとしている。

　さすがに全身のトゲを一気に使ったので、急にはトゲが生え揃わないようだ。

　だが、ゆっくりと、小さな突起が出てき始めている。

「今のうちに叩たたくわ！」

　渚なぎさが魔物に向かおうとした瞬間、狙いすましたかのように、一本のトゲが矢のように渚に向かって放たれた。

「渚！」

　何も考えられなかった。とっさに大地は渚の前に飛び出した。

「うぐっ！」

　左ひだり腕うでにトゲが突き刺さる。まだできたばかりの十センチほどの小さいトゲだったので、貫通はしなかったものの、しっかり刺さってしまった。

「大地！」

　渚が背後で悲ひ鳴めいのような声を上げた。

　大地はすぐさまトゲを抜いた。血は流れているが、大した傷きずではない。

　だが、痛みがないのが気になった。傷の周辺が麻痺していくのがわかる。

「渚……ダメだ。近距きよ離り戦だと、レヴィの二の舞だ！」

「でも――！」

「いいから、俺の背後に隠れてろ！　何か考えるんだ！」

　レヴィがいなくなった今、渚が魔ま獣じゆう具ぐで戦うしかない。

　だが、近づけばトゲでやられる。どうしたらいい？

「……手詰まりだと思うけどね。ほら、どんどんトゲが再起してくるよ」

　嘲笑うように清人が言う。こちらの手の内などお見通しなのだろう。

　渚は近距離戦しかできない。

　レヴィは倒れた。

　そして――俺は普通の人間で、磁じ石しやくの力しか使えない。

「くそっ！」

　俺に何か攻こう撃げきする力があれば――。

　そのとき、第二弾のトゲが飛んできた。

　大だい地ちは反射的に右みぎ腕うでを曲げて顔面をかばった。

「つうっ！」

　右腕にトゲが突き刺さる。

「大地！　やっぱり私が行く！」

　渚なぎさが泣きそうな声で叫ぶ。

「だから、今近づいたら、トゲだらけになるだけだ！　そうなったら全員共倒れだろ！」

　それに、おまえが傷きずつくのを見たくないんだよ！

　最後の言葉は口に出さなかった。

　何か――何か手はないのか。

「大地！　逃げて！　あんたは普通の人間なんだから！　私なら何とかなるかもしれない。人魚のハーフだもの！」

「バカ！　そんなことできるわけないだろう！」

　人魚のハーフだとか、怪かい力りきだとか、そんなことはどうでもいい。



    

  
    
      



    

  
    
      　大事な女を放って逃げる男がどこにいる！

　そう言いかけて、大だい地ちはハッとした。

　第三弾のトゲが飛んできたのだ。

　トゲは大地の右みぎ胸むねに刺さった。

「うっ！」

「大地！」

　もう両りよう腕うでは麻ま痺ひして動かない。トゲを抜くことさえできない。

　右胸を中心に麻痺が体に広がっていくのがわかる。

　ずぶっ！　ずぶっ！

　次々、容よう赦しやなく生えてきたトゲが大地に向かってくる。

　腕、肩、胸、腹、足――もう数える気にもならないほどのトゲが刺さった。

　痺れて、もう頭もぼんやりしてきた。

　だが、大地はふらふらになりながらも必死で体を支えた。

　俺が盾たてにならなければ、渚なぎさにトゲが刺さる！

　ヒューッと口笛が聞こえた。

　清きよ人とが軽く手を叩たたいている。

「すごいね。弁べん慶けいの立ち往生みたいだ」

　体中がトゲだらけなのは、そんなことを言われなくてもわかる。

　間断なく襲おそってくる全身からの倦けん怠たい感かん。

「おまえこそ……普通の人間をなめるんじゃねえよ……」

　麻痺しているので、声が弱々しいのが悔くやしいが、大地は何とかそう言った。

　大事な人を守るためなら普通の人間でも、かなりの力を出せるんだ。

　汗が体を伝っていく。足ががくがく震え、頭が朦もう朧ろうとしてきた。

　だが、それでも、大地は倒れなかった。

「大地……」

　大地の意図を悟さとった渚が半泣きになった。

「あんたバカ……バカよ。私なんかかばうことない！」

　すぐ背後にいるはずの渚の声が遠くに聞こえる。体がすっと冷えていく。

　死ぬのかな、俺……。

　いや、ダメだ。俺は倒れるわけにはいかない。

　俺が倒れたら、渚が魔ま物ものの餌え食じきになる。

　何か――何か手はないのか！

「大地！　海を見て！」

　渚の声に、大地は霞かすむ目を海に向けた。

　ゆっくり海からあがってきた、首の長い恐竜のようなものが見えた。

「――!!」

　大だい地ちは絶句した。

　祖父から何度も聞かされた伝説が蘇る。

『迷い人に真実を与える』、賢けん者じやとも言われる未確認生物。

　ずっとずっと捜し求めていた浜はま森もりの伝説のＵＭＡ。

　信じられない。あれは――



「ち、……智ち仙せん丸まる？」



　魔の海にいたのか――。

　なぜ、今ここに現れたんだろう……。

　突然の智仙丸の登場に驚おどろいたのか、インビジブル・クラーケンの攻こう撃げきが止んだ。

「なんだ、あれは？」

　清きよ人とも智仙丸の存在を知らないらしい。

　呆ぼう然ぜんとしている。

　智仙丸はゆっくりと大地に近づいてきた。

　こんなときだというのに、大地の心は感動で打ち震えていた。

　やっぱりいたんだ。おじいちゃんの話は嘘うそじゃなかった。

　霞かすんだ目にも、はっきりわかる。

　智仙丸の優しい、賢者と呼ぶにふさわしい知ち的てきな目が自分を見つめているのが。

　そのとき、大地の記き憶おくがくすぐられた。

　智仙丸のこの眼差し。

　どこかで見たような――。

「大地！」

　いきなり、智仙丸が息を吐はいた。

　白く生なま温あたたかいその息が、大地の全身を包む。

「あ――」

　トゲが自然にぽろぽろと崩れていき、麻ま痺ひしていた体が徐々に正常に戻っていく。

　治してくれているのか？

　だが、本当に驚くのはそこからだった。

「う、うわあっ！」

　右手の手のひらが、焼けるように熱い。

「ううっ！」

　十歳のときに埋まったはずの羅ら針しん盤ばんが、右手の手のひらから出てきたのだ。

　大だい地ちの右手の手のひらにぴったり張りついたまま、羅針盤はぐぐっと巨大化していった。

「あ――」

　羅針盤は直径一メートルくらいの大きさでストップした。

「盾たて？」

　渚なぎさが呟いた。

「ほんとだ……」

　それはまるで戦士の盾そっくりだった。

「な、なんだそれは！　おまえ、右手にそんなものを隠していたのか！」

　清きよ人とが絶ぜつ叫きようする。

　ようやく大地の磁じ石しやくの力の元がわかったようだ。

　呆ぼう然ぜんと見ていた清人が、ようやく我に返ったのか命令を出した。

「やれ！　インビジブル・クラーケン!!」

　ため込んだトゲが十本ほど一気に飛んでくる。

「渚！　体を屈めろ！」

　大地自身も素早くしゃがんで、できるだけ体を小さくし、右手の羅針盤の盾で体をカバーした。

　カシャン、カシャン、カシャン!!

　硬質な音を立て、羅針盤の盾がトゲを跳ね返した。

「す、すごい！」

　渚が感激したように叫んだ。

「これならやれるわ！　行くわよ、大地！」

「おう！」

　大地が先頭に立ち、盾を突き出して攻こう撃げきに備える。

　その背後から、魔ま獣じゆう具ぐを構えた渚が走る。

　至近距きよ離りからのトゲの攻撃も、羅針盤の盾がすべて跳ね返した。すごい強度だ。

「このおおおおお!!」

　渚が大きくジャンプすると、軽く大地の肩に片足をかけて踏み台にする。

　そして、ぐっと更に高く飛ぶ。

「よくもやってくれたわねええええええ!!」

　恐ろしい声で叫びながら、渚が渾身の一いち撃げきをインビジブル・クラーケンの頭部に叩たたき込んだ。

　ぐしゃっ、と鈍い音を立て、頭部が崩れる。

「この、このこのこのこの!!　二度と再起できないように潰つぶしてやる！」

　渚なぎさが今までの恨うらみとばかりに、魔ま獣じゆう具ぐをしゃにむに振るい続けた。

　インビジブル・クラーケンがぐしゃぐしゃのゼリー状になり、ついには黒い霧きりとなって消え去るまで――。

「やった！」

　渚が勝利の雄叫びを上げ、高々と魔獣具を天に向かって突き上げる。

　それは立りつ派ぱな戦士の姿すがただった。撲殺人魚と言い換えてもいいが。

　ぐしゃぐしゃになった蜂はち蜜みつ色の長い髪も、輝く緑色の目も、大だい地ちの目には眩しく映った。

　やっぱり渚は生き生きしているときが、一番綺き麗れいだ。

「大地、すごいわね、あんた！」

　渚が満面の笑えみを浮かべた。

「いや……俺じゃなくて智ち仙せん丸まるが――」

　そのとき、大地は智仙丸がゆっくり海に戻っていくのを見た。

　その姿は悠然としており、まさに賢けん者じやにふさわしかった。

「智仙丸!!」

　大地は力の限り叫んでみた。

　すると――智仙丸がその長い首をゆっくり大地に向けてきた。

「あ――」

　優しい、慈じ愛あいに満ちた目が大地にそっと向けられる。

　そして、静かに智仙丸の姿が海の中へと消えていった。

「智仙丸……」

　そのとき、再び右手の手のひらが熱くなった。

「うわっ！」

　役目を終えたかのように、右手の羅ら針しん盤ばんの盾たてが小さくなっていき、そして再び右手の手のひらの中に入っていった。

「あれが智仙丸なのね……ほんと、あんたの言ったとおりのＵＭＡだったわね」

　傍かたわらで渚が興こう奮ふんしたように言う。

「ちくしょう……」

　悔くやしげな清きよ人との声が、頭上から降ってきた。

「もう少しで勝てたのにな……なんだ、あの魔ま物ものは。きみらも結構、強い手て駒ごまを持ってるんだな。計算外のことばかりだ」

「ううっ！　智仙丸、もっとちゃんと見たかった!!」

　朦もう朧ろうとしている状態でしか確認できていない。

　悔しくて大地は叫んだ。

「それどころじゃないでしょ、このＵＭＡオタク！」

　渚なぎさから軽い蹴けりが入る。

「……まあ、助かったけど。すごいわね、智ち仙せん丸まる。でも、なんで私たちを助けてくれたのかわからないけど……私が美人だからかしら」

　渚が本気で言っているようなので、大だい地ちは呆あきれた。

「おまえもわけのわからんことを言うな！」

「何よ！　一つの可能性を言ったまででしょうが！　……まあ、とりあえず、そんなことは、あいつを倒してからね」

　渚が岩いわ場ばに腰こし掛けている清きよ人とをキッと睨にらんだ。

「渚……戦えるか？」

　かなり激はげしく戦い続けている。

　軽く呼吸があがっている渚だったが、力強く頷いた。

「ええ。負けてらんないわよ。あんたにあんなところ、見せられたらね」

　仁王立ちのことを言っているのだろう。

「大地――あんたはバカでどうしようもないＵＭＡオタクだけどさ」

　渚が蜂はち蜜みつ色の髪をさらりとかきあげ、笑顔を向けてきた。

「……さっきは最高にかっこよかったわよ！」

　そう言った瞬間、渚の顔が真っ赤になった。

　そして、清人に向かって岩場を走り出す。

　清人がすっと立ち上がった。

　真ん前まで来た渚を、清人が慌あわてて手で制する。

「ちょっと待った！　僕は普通の人間だよ。その棍こん棒ぼうみたいなやつで殴なぐられたら一いち撃げきで死ぬと思うけど」

　渚が振り上げた棍棒をぴたっと止める。

「……あれだけのことをしておいて、自分は無む傷きずでいる気？　大だい丈じよう夫ぶ、殺さないように気をつけて……そうね、半殺しくらいにしてあげるわ」

　渚の緑色の目が凶きよう暴ぼうに爛々と輝く。

　浜はま森もりをめちゃめちゃにしようとし、人を惑わせ、魔ま物ものを操って人を傷つけた元凶。

　ただで済ますつもりは、大地にも毛頭なかった。だが――。

「渚、待ってくれ！　ちょっと聞きたいことがあるんだ。あんたはどうやって、魔物を操ったり、通路ホールを作ったりできたんだ？」

　通路ホールを作るカードも、清人が作ったはずだ。

「……教えたら、見逃してくれる？」

「そんなわけないでしょ。言わなかったら、ゆっくり両手、両足から折っていくまでよ」

　渚が物騒なことを平然と言った。

　本気だとわかったのか、清きよ人とがため息をついて、ポケットから小さな袋を出した。

「これだよ」

「何、その袋。ポプリか何か？」

「入っているのはハーブじゃなくて、特別な砂だけどね」

　渚なぎさの言葉に、清人が苦笑した。

　そういえば、通路ホールを作ったカードには砂がついていた。

「まあ、魔ま物ものに対するマタタビみたいな効果があるっていったらイメージしやすいかな。他にも使い方によって効能は色々あるけどね」

　清人の言葉に、魔物が操られていたわけがわかった。

「どうやってそんなものを手に入れたの？」

　渚が不ふ思し議ぎそうに聞いた。魔ま獣じゆう具ぐはかまえたままだ。

　だが、清人はそれには答えなかった。

「……魔の海の存在は大学の同級生から聞いたんだ。浜はま森もりにそんな伝でん承しようがあると。彼は心底信じていて、だから僕も調査してみる気になったんだ。そして、魔の海に出会った。この世ならざる世界が本当にあったんだと、感動したよ」

　大学の同級生――。

　その言葉に大だい地ちは引っかかった。

「まさか、その同級生って土と志し紀き!?」

　今度は清人が驚おどろく番だった。

「ああ、そうだ。知り合いか？」

「従兄いとこだ！」

「ああ……子どもの頃、よく遊びに行った親しん戚せきの家ってきみのウチだったんだな。なるほど……」

「もしかして、土志紀が今どこにいるか知ってるのか？　行方不明なんだ！」

「行方不明？　初耳だな……」

「本当か!?　おまえが何かしたんじゃないんだろうな！」

「いや、僕は何も知らないよ！」

　詰め寄る大地に、清人が慌あわてて言う。

　その怯えた顔に嘘うそはなさそうだ。どうやら、土志紀の失踪には関係していないらしい。

「土志紀とは春休み前から会ってない。そういえば、彼も春休みに浜森に行くって言っていたけど……」

「ええっ!?」

　二月か三月頃に土志紀が浜森に来ていた？　そんなこと聞いていない！

「その後、大学にもほとんど来てなかったみたいだけどな。まあ、僕も似たような感じで……だから、その後は知らない！」

　渚なぎさに殴なぐられてはたまらないとばかりに、清きよ人とが早口で言う。

　土と志し紀き――何があったんだ？

　だが、清人から聞き出せるのは、それくらいのようだ。

　渚がポンポンと魔ま獣じゆう具ぐを手でもてあそびながら、清人を睨にらんだ。

「で、砂はどうやって手に入れたの？」

「……それは秘密」

　そう言った瞬間、清人がさっと後ろに手を回した。

「渚！」

　きらめく光が一いつ閃せんした。

　清人が隠し持っていたナイフで、渚に切りつけたのだ。

「！」

　素早く身を引いた渚の胸むな元もとの服が、横一線に切り裂かれた。

「このっ！」

　態勢を崩しながらも、渚が魔獣具で横殴りに清人の腹を打った。

「うぐっ！」

　清人がうめき、手からナイフが落ちた。

　渚が素早くナイフを足で踏んだ。

　腹をおさえた清人が、膝ひざを折る。

「くっ……なんて力だ……」

　渚が冷ややかに清人を見下ろした。

「とんでもない奴ね、あんたは……そんなに人を傷きずつけたいの？」

　苦しげに顔を歪ゆがめながらも、清人は叫んだ。

「ムカツクんだよ！　おまえらみたいに生まれつき、特別な奴らを見ていると！」

「はあ？」

　渚が理解できないというように声を上げた。

「楽しいことは、全部おまえたちが持っていく。だから、僕は特ヽ別ヽなヽ力ヽが欲しかった！　『特別な人間』でありたかった！　だから、土志紀から聞いたこの浜はま森もりに来たんだ！」

「で、あんたはその力を手に入れて、好き勝手してたってわけ？」

「力を持ったら使いたくなるだろう？」

「……あんたは年上だけど、中身はまるでガキね」

　渚が呆あきれかえったように言った。

「楽しかったわけ？　悩み苦しんでいる子たちを翻ほん弄ろうして」

「まあね……」

「最悪だな」

　大だい地ちはげっそりと言った。

　こんな奴に力を与えてはいけない。

「確かに私は特別な力を持っているわ」

　渚なぎさが静かに言った。

「そのうえ、美人で頭も良くて、運動神経もあって、人にん気きもあるけどね」

「方向音痴でラーメンオタクで凶きよう暴ぼうでワガママだけどな。あ、怪かい力りきなのは長所か」

　さりげなく大地がつっこむと、渚がギロリと睨にらんできた。

「でも、私は自分の能力を生かして、こうやって貢こう献けんしてるのよ？　大地だってそうよ。それを人を惑わしたり、傷きずつけたりするために使ったりしない」

　清きよ人とが押し黙った。

「あんたみたいな奴が持っていいものじゃないわ。第二、第三のあんたみたいな奴を防ぐためにも、その砂をどこで手に入れたのか、吐はいてもらうわよ」

　渚の声が迫力を帯びてきた。

「……何か特別なものが欲しくて、春休みに浜はま森もりに来たんだ」

　清人がぼそっと呟いた。

　大地は土と志し紀きを思い出した。

　土志紀も何かを求めて浜森に来たんだろうか……。

「大学に入ったら、凄い奴や特別な奴が、山ほどいたんだ。皆、楽しそうで……自分の平凡さに吐き気がしたんだ」

　清人がぽつりと言った。

「もう、『特別』じゃないと生きていても仕方ない。そんな風に思い詰めていたんだ。だから、半信半疑だったけど、浜森に行った。……通路ホールを偶然見つけたとき、やはり僕は『特別』なんだと、喜んで入った。現実世界じゃなくて、別の世界に行けるんだと、わくわくした」

「で？」

「僕はそこで、現実世界への侵食を望んでいる人――魔ま物ものかもしれないけど、ある『人』と出会った」

「それは誰だれ？」

「言えない。契約したから」

　すっと清人がシャツをめくった。そこには、殴なぐられて赤くなったアザの他に、黒い魔法陣のようなマークがつけられていた。

「死ぬ覚悟があるなら何でもできる。僕は契約し、この砂を与えられた。通路ホールを作り、魔物を従える力を得たんだ」

　清きよ人とは苦い笑いを浮かべた。

「不ふ思し議ぎだった。力を得た途と端たん、死ぬなんてことを考えなくなった。好きなことをして、人間を、この世界を翻ほん弄ろうしてやる。そう思った」

「気持ちいいものね。力を振るうのって。さぞ楽しかったでしょうよ。たくさんの人を苦しめて。本当に自分勝手な男ね」

　渚なぎさがずい、と足を進めた。

「鏡があったら見せてやりたいわ。あんたの本当の姿すがたをね。汚い手で手に入れた力をなくし、ただの、いじけた弱い人間に戻ってるわよ、今」

　清人の顔が歪ゆがんだ。

「心の底から自信を持ちたかったら、努力するしかないの。面倒でもしんどくても、自分が積み重ねてきたものだけが自信につながるのよ。人から与えられた力なんて、一時しのぎに過ぎないわ」

「正論だね。でも、もう僕は疲れたんだ。『普通の人間』でいることに」

　まだ二十歳そこそこだろう清人が、一気に老けたように見えた。

「人間の世界に乗り込みたいと、侵食したいと思っている魔ま物ものはたくさんいる。おまえたちの戦いはずっと続くんだ。せいぜい頑張れよ」

「あんたに言われなくてもやるわよ」

　この人は本当に弱い。そして、大だい地ちはその弱さを土と志し紀きにも感じた。

　土志紀――まさか、何か魔の海がらみで巻き込まれてなければいいが。

「とにかく戻ろう。傷きずの手当てをして、それからもっと詳しく話してもらう」

　大地の言葉に、清人は首を振った。

「言っただろう？　特別じゃなかったら、生きていてもしょうがないと」

「え――」

「嫌いやなんだ。あのつまらない、平凡な現実世界に戻りたくない」

　清人が微笑んだ。そして、そのまま、岩いわ場ばの先へと後ずさりした。

「清人！」

　助けようとジャンプした大地の手を、清人がすり抜けていく。

　清人と共に、大地は魔の海へと落ちていった。

「大地！」

　渚の悲ひ鳴めいが聞こえる。

　同時に、大地は海へと叩たたきつけられた。

　ゴボゴボと、体が沈んでいく。

　底が見えない暗く広い海には、うようよと、得体のしれない生き物の影が見える。

　大地は海中で何とか体勢を保った。

　背せ筋すじに冷たいものが走る。

　今まで、魔の海といえど陸地でしか戦ったことはなかった。

　海――そこは人が圧あつ倒とう的に不利な場所で、ここは普通の海ですらないのだ。

　――清きよ人とは？

　大だい地ちは必死で見回したが、視界が悪く、清人の姿すがたはどこにも見えなかった。

　そのとき、ぐいっと腕うでを引かれた。

「！」

　渚なぎさだった。

　片手を挙げて、浮上するようにうながす。

　息も限界だった。

　大地は水を蹴けり、一気に浮上した。

　一足早く岩いわ場ばにあがった渚が、大地を引っ張り上げてくれる。

　さすが人魚のハーフ。

　泳ぎが半端なく上う手まい。

「大地！」

　ハッと振り向くと、巨大なウミヘビのようなものが口を大きく開けて迫ってきていた。

　後を追ってきたらしい。

「海に帰りなさい!!」

　渚が岩場を蹴ると、思いきりウミヘビの頭に魔ま獣じゆう具ぐを叩たたきつける。

「ウギャッ！」

　ウミヘビが海へと落ちていく。

　大地は息を整えながら渚を見た。

「サンキュ……助かった」

　海の中はまさしく、魔ま物ものの巣窟なのだ。むしろ、地上にもあがれる魔物のほうが少ないのかもしれない。

　清人はその中へ――。

　大地はそっと目をつむり、清人のその後を考えないようにした。

　普通の人間が助かる確率はゼロに近いだろう。

「帰りましょう。元の世界へ」

　渚がそっと肩に手を当ててきた。

　その温かさが、清人を救えなかった大地の心を癒やしてくれた。



    

  
    
      
エピローグ





「大だい丈じよう夫ぶ？　篠しの崎ざきさん」

　翌日、花束を持って大だい地ちと渚なぎさは入院している朱あか里りを見舞った。

「うん、ありがとう。点滴をしているから、だいぶ良くなってきたわ」

　病院の白いベッドの上で、朱里が微笑む。

　点滴をしている腕うでが痛々しいものの、思ったより元気そうで大地はホッとした。

「もう明日には退院できるの」

「そっか」

　大地はじっと朱里を見つめた。

「何か――気を失ったときのことを覚えている？」

「清きよ人とっていう、占い師の人に最後に会ったのは覚えているんだけど、その後の記き憶おくがないの……」

　おそらくは気き絶ぜつさせるか、眠らされるかしていたのだろう。

　巨大なカニに生気を吸い取られるなどという、恐ろしい経験を覚えていないようで、大地は胸むねをなで下ろした。

　渚も安心したように微笑んでいる。

「じゃあ、私たちは行くね」

「来てくれて、ありがとう」

　渚の言葉に、朱里が笑顔で頷いた。

　病院を出ると、大地は大きく伸びをした。

　ロケの喧けん噪そうも、激はげしい魔の海の戦いも夢ではないかと思うような、抜けるような青い空が広がり、のんびりした浜はま森もりの空気に包まれている。

「なんか、現実離れしていたなあ、この数日って」

「本当ね……ロケをしたなんて、もう何ヶ月も前のことみたい……」

　渚がぽつりと言った。

「でも、智ち仙せん丸まるはいたよな」

「ええ。私も見たから。すごい魔ま物ものだったわね。あんたの怪け我がを治して、羅ら針しん盤ばんの力をパワーアップさせて。魔物だけど、私たちの味方だったわね」

「ああ。智仙丸は『賢けん者じやのＵＭＡ』だから。悪い奴に手を貸すわけがない」

　大地は自じ慢まんげに言った。

　ただ、あの目が気になっていた。どこで見たのだろう。何かが記憶をくすぐるが、今は思い浮かばなかった。

「清きよ人とはどうなったのかしら」

「わからない……」

　おそらく生きてはいないだろうが――。

「まあいいわ。またケンカを売りに来たら、私がやっつけるから！」

　渚なぎさが頼もしい言葉を吐はく。

「でも、彼が土と志し紀きさんと知り合いっていうのが気になるわね」

「ああ。土志紀も変なことに巻き込まれていないといいけど……」

　しょんぼりした大だい地ちの背中を、渚がドンと力強く叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶ！　私も捜すのを手伝ってあげるから！」

「っ。気持ちは嬉うれしいけど、今の一いち撃げきで背骨が折れたかもしれない……」

「大げさねえ」

「痛いんだよ！　この凶きよう暴ぼう人魚！」

「なんですってえ！　助けてやった恩も忘れて！」

　渚が追いかけ、大地が逃げる――もう定番になった姿すがたが、浜はま森もりの町へと消えていった。

了



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき





　こんにちは、城き崎ざき火か也やです。

　異様に暑かったり、ゲリラ豪雨に見舞われたりと、なかなか厳きびしい日が続いていますが、何とか乗り切ろうともがいております。



　今年の夏はちょっと海の中を体験しようと潜ったりしてみましたが、耳抜きが大変でした。

　でも、海の中って慣れてくると不思議と落ち着きますね。

　日の当たる海面をじっと見上げていると、いつまでもそこにいたくなるような気分になります。

　ただ、『魔の海』はそんな優しい海ではないでしょうが（笑）。



　久しぶりの４巻、いかがだったでしょう？



　今回は大だい地ちたちが東京へ行ったり、パーティーに出席したり、ドラマに出たりと、なかなか華はなやかな巻となりました。

　書いていても楽しかったです。



　ただ、東京での話も面白かったですが、書いていて思ったのは、彼らのホームグラウンドは浜はま森もりだな、ということでした。

　やっぱり『渚なぎさフォルテッシモ』という物語は浜森が舞台のお話なんだ、と実感しました。

　彼らが東京から帰ってきたとき、一緒にホッとしたり（笑）。



　そして、とうとう占い師との決戦――。

　いろいろ盛りだくさんの巻になりました。



　楽しんでいただけたら嬉うれしいです。



　今回も担当さま、並びに編集部の皆様にお世話になりました。

　ありがとうございます。

　そしてイラストを担当してくださったbomiさんにお礼を。

　急な仕事を引き受けてくださって、本当に感謝しております。





　そして、読んでくださった皆様、ありがとうございました！



　次の５巻では、いよいよ大だい地ちの従兄いとこの土と志し紀きが登場する予定です。１巻から名前だけは出ていたのですが、なかなか本人を出せなかったので嬉うれしいです。

　まあ、誰だれが登場するにせよ、渚なぎさがいろんな意味で大暴れ（？）するのは間違いないので、その辺りはお楽しみに。



　それでは、次の巻でお会いしましょう。





二〇〇八年九月某日

城き崎ざき火か也や拝
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　城崎火也（きざき・かや）

　　東京在住。

　　著作に『ドラゴンクライシス！』（スーパーダッシュ文庫）、『ナイトクラス』（ジャンプｊブックス）、ノベライズに『D.Grayman reverse』（ジャンプｊブックス）など。
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　　http://kizakikairou.blog63.fc2.com/



　イラスト

　bomi（ぼみ）

　　１９８２年２月26日生まれ、戌年。

　　ゲーム原画家兼イラストレーターとして活躍中。

　　ホームページ『bo226』

　　http://www012.upp.so-net.ne.jp/bom/



　桐野霞（きりの・かすむ）

　　南国在住のペンギン好きの弟大好きの絵描き。

　　ホームページ『a haze of illusion』

　　http://kirinomori.sakura.ne.jp/
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